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久戸遺跡 2地区 遠景



Ⅷ

梅原胡摩堂遺跡25地区出土遺物

梅原胡摩堂遺跡26地区出土遺物



序

南砺市の中央部に位置する北山田地区は、山田川左岸の河岸段丘上に位

置します。県営ほ場整備事業に伴い平成10年度から試掘調査を行った結果、

縄文時代から近世までの様々な遺跡を発見し、多くの歴史的遺産が埋蔵さ

れていることが分かりました。遺跡の大半は盛土により現地保存が図られ

ましたが、用排水路用地及び一部の水田削平部分については平成12年度か

ら本調査を実施し、記録保存を行ってきました。

北山田北部地区では今年度、教育委員会と民間会社で調査を実施しまし

た。調査の結果、奈良・平安時代、中世の遺構が確認されました。また、

当時の生活に用いられた土器も数多く出土しました。本書は、その調査の

成果をまとめたものです。郷上の歴史の解明や学術研究等に活用していた

だければ幸いです。

終わりに、この調査の実施にあたり、富山県農林水産部、南砺市シルバー

人材センター、ほ場整備事業北山田北部地区委員会をはじめ、地元住民の

方々に多大なご協力を賜りましたことに、深く感謝を申し上げます。

平成 19年 3月

南砺市教育委員会

教育長 梧 桐 角 也



例  言

1.本書は、県営ほ場整備事業 (担い手育成型)北山田北部地区に伴う発掘調査概要である。

2.調査は、富山県農林水産部の委託を受け、南砺市教育委員会が実施した。地元負担金については、南砺市教

育委員会が国庫補助金・県費補助金を受けた。

3.調査事務局は南砺市教育委員会文化課におき、文化財係長 林浩明、文化財係文化財保護主事 片田亜紀が調

査事務を担当し、文化課長 中島員市が総括した。調査の担当及び本書の執筆は、文化課文化財係文化財保護主

事 佐藤聖子、片田亜紀、株式会社パスコ 月ヽ柳リラコ、日本海航測株式会社 岩崎倫子、充原雄大が行った。各

遺跡の調査期間、調査面積は以下のとおりである。

遺跡名

宗守遺跡

久戸遺跡

久戸遺跡

梅原胡摩堂遺跡

梅原胡摩堂遺跡

神成遺跡

神成遺跡

神成遺跡

調査区  調査面積
4地区      340ピ

1地区   890∬
2地区     2,140∬

25地区   1,690∬

26ナ也じ至     2,4301正

11地区   940だ
12引色じ至     1,0001百

13引巨[至     1,0001xi

調査期間

平成18年 6月 12日 ～同年 7月 10日

平成18年 6月 20日 ～同年 8月 4日

平成18年 6月 19日 ～同年 9月 5日

平成18年 6月 12日 ～同年10月 10日

平成18年 6月 21日 ～同年11月 1日

平成18年 8月 31日 ～同年10月 18日

平成18年 9月 19日 ～同年11月 14日

平成18年 10月 16日 ～同年12月 1日

調査担当

日本海航測株式会社

南砺市教育委員会

日本海航測株式会社

南砺市教育委員会

株式会社パスコ

南砺市教育委員会

日本海航測株式会社

株式会社パスコ

4.発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々の協力・助言があった。記して謝意を表する。

荒井武光・岡田一広・柴田祐孝・太嶋建設・仰森組 。窪田宗隆・丹保光雄・野村清典 。林敏光・水口吉則

5.本書で使用した方位は真北である。土層の観察には、小出正忠

色研事業株式会社を用いた。

6.調査参加者は次の通りである。

南砺市教育委員会

(敬称略・五十音順)

竹原秀雄編著1967「新版標準土色帖」日本

井口金治・井日外治・井口富士雄 。片田行義・林長敏・水口良男・水口善嗣・溝口日出夫・山田賢庄・

山田善之・井口艶子・上島勝枝 。大島笑子 。大門ソト・橋本澄子・山田きみ子・山田澄乃 (現地作業員)

池田周平・石崎三枝子・鍛治麗子・真田泰光・竹中庸介・西川和美・福沢佳典・間野達
。用田聖実

(現地調査補助及び遺物整理作業)野原安奈(14歳の挑戦)

日本海航測株式会社

石崎清司・木下実 。坂下弘・祖谷淳一郎 。武部才治・中沢昭夫・宮東伝吉 。宮丸登喜雄
。森田米吉・

山田敏之・湯浅三郎・米田穣・天池ふさの・田島信子・土井邦子 。中山政子・野恭子・細木人重子・

湯浅とみこ・吉田信子(現地作業員)高橋誠真 。松本治夫・石黒洋一・小林高太・高橋彰則 。福沢佳典・

間野達 。金田真紀・宮本裕子(現地調査補助員)車谷和子・鈴木和子・田口順子 。中村洋子・橋本一恵・

村島和美・山口美和子・吉田直美(遺物整理作業員)

株式会社パスコ

荒井とよ。荒俣政幸・伊川義夫・石崎清司・岩村小夜子・上坂清三・上田義雄
。大田賢―・片田行儀・

片山健守・木屋みさい 。坂井松枝・佐々木文雄・滝谷昴・高栞良次・谷田昇平 。田村芳信・寺岡務・

寺脇安成・道順君子・中井静子・中田和雄・中田睦子・西村久子・藤井弘―・松井俊夫・松下博志・松永烈t・

松村昇・水内花子・水上初造・水上与四男・宮九登喜雄・餅田道代・森毅・安田政治・山田和子・山道文子・

山村美喜子 。山本正一郎・湯浅三郎・

吉尾乾九 (現地作業員)河 柳ヽ太―・高梨雅幸・春田謙次 (現地調査補助員)大野裕子(遺物整理作業員)
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I 位置と環境

富山県南砺市は、石川県金沢市との県境をなす富山県の西南部端に位置する。市の西側から南側にかけ

ては、養老 3年 (719)、 泰澄大師によって開山されたと言われる霊峰医王山をはじめとする山脈が連なる。

市の南側に位置する大門山に源を発する小矢部川が、その支流とともに平野部を形成する。市街地は主に

小矢部川沿いに展開し、小矢部川とその支流である山田川にはさまれた段丘には小河川が縦横に走り、そ

れらを利用した田地が広がる。

北山田北部地区は、山田川左岸の緩やかな傾斜を持つ洪積台地上の高宮田尻面に位置し[金田章裕

1998]、 地区内のほぼ全域に遺跡が広がっている。現況は主に田地・畑地である。山田川を隔て、砺波平

野を一望できる微高地に遺跡は立地し、台地末端から河川域までの比高差は2m前後を測る。

これまでに発見されている遺跡は在房遺跡、久戸遺跡、久戸Ⅱ遺跡、久戸東遺跡、41H成遺跡、宗守遺跡、

梅原胡摩堂遺跡である。近年の調査で、古墳時代、奈良・平安時代の住居跡や中世の建物跡が数多く発見

されている。また墨書土器や製塩土器なども出土しており、一帯では古くから大規模な集落が営まれてい

たことがわかる。

文献資料では、旧福光町の一部が掘波川上郷に含まれていたとされている。平安時代には川上村と呼ば

れ官倉が置かれていたことが知られる。その後 11世紀には円宗寺領石黒庄が成立し、当地域はそのうち

の山田郷の一部に比定される。 (片 田亜紀 )

1.久戸遺跡
2.梅原胡摩堂遺跡
3神成遺跡
4久戸Ⅱ遺跡
5,在房遺跡
6久戸東遺跡
7.梅原安丸V遺跡
8.梅原安丸遺跡
9梅原安丸Ⅳ遺跡
10.梅原安丸Ⅱ遺跡
11.梅原安丸Ⅲ遺跡
12梅原加賀坊遺跡
13梅原落戸遺跡
14.安楽寺跡
15.梅原出村Ⅲ遺跡
16梅原上村遺跡
17う ずら山遺跡
18梅原出村Ⅱ遺跡
19宗守城跡 。宗守寺屋敷遺跡
20.TH」‐15遺跡
21三十三塚
22 TH」-16遺跡
23.徳成遺跡
24徳成Ⅱ遺跡
25.東殿遺跡
26東殿Ⅱ遺跡
27.東殿Ⅲ遺跡
28。 東殿Ⅳ遺跡
29.宗守遺跡

第 1図 位置と周辺の遺跡 (S=1:25,000)
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Ⅱ 調査に至る経緯と経過

平成 10年 (1998)、 旧福光町北山田北部地区において、県営ほ場整備事業 (担い手育成型)が策定された。

この事業は農地を担い手に集積し、経営規模を拡大させることにより低コスト化を目指すものであり、田

の大区画化による基盤整備を行うものである。事業計画は在房、久戸、神成、宗守の約 100haを対象とし、

平成 10年度から平成 14年度までが工期とされた。これに先立ち平成 8年度に、町教委育員会は県埋蔵文

化財センターの職員の派遣を受けて、事業計画地内で遺跡分布調査を行ったところ、広範囲において遺物

の散布地を確認した。そのため、平成 10年度からは国庫補助金を受けて遺跡の範囲確認を行うため試掘

調査を実施した。試掘調査の結果、遺跡が広範囲にわたって遺存していることが確認されたため、県農地

林務部、県教育委員会、地元土地改良区と遺跡の保護措置について協議を重ねた。その結果、遺跡の大半

は盛土を行うことで水田下に保存し、一部の面工事・農道建設・用排水路部分のような遺跡が保存できな

い場所について本調査を実施することとなった。以降、試掘調査を毎年度継続して行い、平成 12年度か

らは並行して本調査を行っている。

平成 18年度の調査は宗守遺跡 340ど、久戸遺跡 3,030∬ 、梅原胡摩堂遺跡 4,120だ 、神成遺跡 3,650∬

であり、田面調整工事により削平を受けるため本調査対象となった。

北山田北部地区に所在する遺跡の、これまでの調査面積は次のとおりである。 (片田亜紀)

第 1表 調査経過
遺  跡  名 試掘調査姑象面積 本調査面積 隋考

平成 10年度 在 房 遺 跡 約  6.O ha

平成 11年度 在 房 遺 跡 糸9 243 ha

久 戸 Ⅱ 遺 跡 約  94 ha

平成 12年度 在 房 遺 跡 約  61 ha 3,175∬

久 戸 遺 跡 約  6.O ha

久 戸 Ⅱ 遺 跡 約  38 ha

神 成 遺 跡 約  93 ha

平成 13年度 在 房 遺 跡 305∬

神 成 遺 跡 約 18.3 ha

久 戸 Ⅱ 遺 跡 約  0.6 ha

平成 14年度 在 房 遺 跡 640∬

久 戸 Ⅱ 遺 跡 1,040∬

宗 守 遺 跡 約  1,7 ha

神 成 遺 跡 約 3.2 ha

梅 原胡摩 堂遺跡 約 4.2 ha

平成 15年度 神 成 遺 跡 1,599∬

久 戸 Ⅱ 遺 跡 1,743∬

平成 16年度 神 成 遺 跡 2,620∬ つ ち 1,010∬ 民間委託

久 戸 Ⅱ 遺 跡 2,120� 民間委託

平成 17年度 在 房 遺 跡 1,910コ正 民間委託

神 成 遺 跡 3,370∬

平成 18年度 宗 守 遺 跡 340∬ 民間委託

久 戸 遺 跡 3,030∬ うち2,140∬民間委託

梅 原胡 摩 堂遺 跡 4,120∬ うち2,430∬民間委託

神 成 遺 跡 3,650∬ うち2,710笛民間委託
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Ⅲ 調査の概要

1.調査の方法

調査区域の設定後、試掘調査の結果に基づき、調査員の立ち会いのもとで表土除去を行った。表土除去

には重機を使用し、耕作土および前回ほ場整備時の盛上の層まで掘削した。耕作土は、盛土と分けて調査

区の外に搬出した。

表土除去後に、調査区に合わせたおおよその東西方向(南北方向に基準杭を設置して調査区割りを行っ

た。区割りは、南から北にX軸、西から東にY軸 とし、 2mを一区画としてアラビア数字で表記した。
調査区に合わせてサブトレンチを設定し、地山面まで掘り下げて層位を観察した。一部にセクションベ

ルトを残して層位を確認しながら、人力による包含層掘削、遺構検出、遺構掘削を行った。遺構の掘削は、

埋土の堆積状況を観察するために半裁するか、セクションベルトを2本ないし3本残して掘削し、土層の

記録作業が終わりしだい完掘した。排土は、入力により調査区外へ搬出した。

遺構は検出後、1:100で概略図を作成して、遺構毎に通し番号をつけた。遺構の検出状況や土層、遺

物の出土状況は、調査員と調査補助員が手実測により120で図化した。各遺構の検出状況、断面、完掘

状況などの記録写真、調査区のブロック写真、全体写真は調査員が撮影した。すべての遺構完掘終了後、

ラジヨンヘリコプターによる空中写真撮影を図化用に行い、あわせて俯跛・斜め写真等を撮影した。

出土遺物は、現地作業と並行して洗浄・バインダー処理・注記・仕分けの整理作業を行った。接合、復

元は現場作業中止時や、現場終了後に行った。遺物実測や トレース等は基準を統一し、調査員と整理員で

図版を作成した。写真や図面は年度・遺跡・地区毎にファイルにまとめ、出土遺物は報告書の写真図版の

とおりに整理箱に収めた。またそれ以外の遺物は地区の遺構毎、グリット毎にならべて整理箱に収めた。

(片田亜紀 )

第 2表 遺跡の概要
遺 跡 名 所 代時属 発見された遺構 発 見 さ れ た 遺 物

在 房 遺 跡
縄文時代晩期、古墳時代、古
代、中世

竪穴住居、掘立柱建物、
土坑、溝、井戸、柱穴

縄文土器、須恵器、土師器、製塩土器、中世
土師器、珠洲、青磁、白磁、木製品、紡錘車

久 戸 遺 跡 縄文時代、中世 柱穴、土坑、溝
縄文土器、須恵器、土師器、珠洲、瀬戸、青
磁、白磁、肥前系陶磁器

久 戸 Ⅱ 遺 跡
縄文時代、弥生時代、古墳時
代、古代、中世

竪穴住居 ?、 掘立柱建物、
土坑、溝、柱穴

縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、硯、
土錘、中世土師器、珠洲、木製品

神 成 遺 跡
縄文時代、古墳時代、古代、
中世、江戸

竪穴住居、土坑、柱 穴、
溝

須恵器、土師器、中世土師器、珠洲、青磁

宗 守 遺 跡 縄文時代中期、中世、近世 柱穴、土坑、溝
縄文土器、石斧、土師器、須恵器、中世土師
器

梅原胡摩堂遺跡
縄文時代、弥生時代、古墳時
代、古代、中世、江戸

畠跡、掘立柱建物、溝、掘、
竪穴住居、井戸

縄文土器、打製石器、土師器、須恵器、中世
土師器、珠洲、青磁、自磁、越前、越中瀬戸、
瀬戸美濃、石臼
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2.宗守遺跡 4地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 3図 )

宗守遺跡 4地区は山田川扇状地の中央部に位置

する。海抜は 74.3～ 75,lmを 測 り、地形は南から

北へ緩やかに傾斜している。調査区は X6列 を境と

して様相が大きく異なる。X6列以南は盛土直下に

砂礫上の地山面が存在し、地表から地山面までの

深さ約 20cmを 測る。遺構密度は少ない。一方 X6

列以北は地山が責褐色粘質土を呈し、上部には厚

さ約 30cmの遺物包含層 (黒色粘質土)が堆積している。地表から地山面までの深さは約 80cmを 測る。

調査区南側は地山面の標高が高く、盛土直下に砂礫上の地山面が存在することから、ほ場整備時に上部が

削平されたと考える。

(2)遺構の概要

主な遺構として、掘立柱建物跡 2棟、溝 4条、多数のピットを検出した。

SB01(第 16図、図版 2)

調査区北側の中央に位置する。東西方向 2間、南北方向は北側が調査区外に延びるため、2間以上の側

柱建物になると考えられる。長軸方向は真北と平行し、短軸方向は真東に対して南へ 1° 振れる。建物の

柱穴は、直径 0.6～ ■Om、 深さは約 45cmを 測る。柱穴の平面形状は P4のみ不整形を呈しており、他の

柱穴は円形もしくは隅丸方形を呈する。抜き取 り痕や柱痕は確認できなかった。SB02と 棟方向がほぼ平

行しており、柱間は約 2.Omと 共通性が認められる。SB02と 切 り合いがないため前後関係は不明である。

ゴヒ                                     甲衛
耕作土

盛土

地山粘質土 地山砂礫土

第 3図 宗守遺跡 4地区の基本層序

黙□ :佐 |

第 4図 宗守遺跡 4地区の調査区割 (S=12,000)
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遺物は P2、 P7か ら縄文土器が出土しているが、いずれも流れ込みと考えられる。

SB02(第 16図、図版 2)

調査区北側の中央に位置する。東西方向 2間、南北方向は北側が調査区外に延びるため、2間以上の側柱

建物になると考えられる。長軸方向は真北に対し西に1°振れ、短軸方向は真東に対して北へ2°振れる。建物の柱

穴は、直径 0.5～ 1.Om、 深さは約 30cmを測る。柱穴の平面形状はP4のみ不整形を呈しており、他の柱穴は円

形もしくは楕円形である。SB01と 同様に抜き取り痕や柱痕は確認できなかった。ほぼ中央に存在するSK08は付帯

施設の可能性がある。遺物はP2か ら縄文土器が、P3か ら土師器・奏が出上している。

SD01～ SD04(第 17図、図版 3)

SD01・ SD02は 調査区北西側に、SD03。 SD04は 調査区北東側に位置する。主軸はいずれも南北に向

き、ほぼ並行している。全長は SD01が 2.Om、 SD02が 0.9mを 測 り、SD03は残存長 2.4m、 SD04は残存

長 1.3mを測る。断面形状は全て弧状を呈し、深さは SD03が 13cm、 他は 5cmを測る。SD01・ 03・ 04の

埋土は責褐色粘質土ブロック混じりの黒色粘質上で共通性が認められるが、SD02は 黒色シルトの単層で

ある。いずれの溝からも遺物が出上していないため、遺構の帰属時期は不明である。

SK07(第 17図、図版 3)

SB01'SB02に近接した X6、 Y7に位置する。長軸方向 90cm、 短軸方向 60cm、 深さ 13cmを測る楕円

形の土坑である。埋土は黒褐色粘質土を呈し、責褐色粘質土ブロックが含まれる。遺物は土師器・奏が出

上している。

SK08(第 16図、図版 3)

SB02の ほぼ中央部 X7、 Y7に位置する。長軸方向 1.7m、 短軸方向 1.2m、 深さ30cmを 測る楕円形の土

坑である。埋土は黒褐色粘質土を呈し、明責褐色粘質土ブロックが含まれる。SB02の付帯施設の可能性

がある。遺物は土師器・奏が出上している。

SK18(第 17図、図版 3)

調査区北東 X6、 Yllに位置する。南北方向 60cm、 東西方向 60cm、 深さ40cmを 測るほぼ円形の土坑

である。埋土は色調、粘性から2層に細分できる。遺物は土師器 。鉢が出上している。

P70(第 17図、図版 3)

調査区北東 X7、 Y12に位置する。長軸方向 65cm、 短軸方向 62cm、 深さ46cmを 測る不整形なピット

である。埋土は黒褐色粘質土の単一層である。ピット底面からは木製品が出土している。

P71(第 17図、図版 3)

調査区の北東 X8、 Yllに位置する。南北方向 65cm、 東西方向上Om、 深さ 10cmを測る精円形のピッ

トである。埋土は黒色粘質土の単一層である。遺物は縄文土器の深鉢が出土している。

(3)遺物の概要

出土遺物には、縄文土器、土師器、須恵器、木製品がある。出土した縄文土器は量的に少ないものの、そ

の時間幅は縄文時代晩期中葉 (中屋式 2～ 3式)に収まる。須恵器は概ね 8世紀前半に位置付けられる。

SB01(第 65図、図版 35)

1・ 2は縄文土器である。1は粗製深鉢である。日縁部は頸部以下に比べ薄く、頸屈曲部内面に段を持た

ない。口縁端部には、斜め上方から指による押圧を連続して施す①タト面調整は、粗 く強い横位ナデののち、

弱い横位条痕を施す。内面調整は、胴部をケズリ、顎部屈曲部を中心に横位ナデを施す。外面には炭化物

が付着する。2は粗製深鉢の底部片で、やや厚底である。胴部に縦斜位条痕を施す。条痕原体は、板状工

具ないし草木結束と考えられる。底側部には若子の指頭圧痕が残る。底面は網代痕を条痕により消す。胴
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部内面に強い横位ナデを施す。内面に炭化物が薄く付着する。

SB02(第 65図、図版 33)

3は縄文土器・粗製深外の底部である。やや厚底で、胴部にナデを施し、底側部には指頭圧痕が顕著に

残る。底面は網代痕をナデにより消す。

4は土師器・甕の底部である。外面はケズリ、内面にカキロが見られる。内底部付近に炭化物が付着する。

SK07(第 65図、図版 33)

5は土師器・壷もしくは高杯の口縁部である。タト面は丁寧なミガキが施される。外面に煤が付着する。

SK03(第 65図、図版 33)

6は土師器・甕の口縁部である。外面に煤が付着する。7は土師器 。奏の口縁部から胴部にかけての破
´

片である。外面に櫛状工具による横位のカキロが見られる。

SK18(第 65図、図版 33)

8は土師器・鉢の口縁部から体部にかけての破片である。内外面共に横位ナデが施される。

P71(第 65図、図版 33)

9は縄文土器。有文深鉢である。水平口縁で、頸部で「く」の字状に屈曲し、胴部が球状に張る器形を呈す。

口縁部全域に縄文帯を配し、縄文 RLを施す。頸屈曲部には 2条沈線とその間に押し引きによる列点文を

配す。胴部上半には、浅い沈線により3帯の横位区画帯を配す。上位から無支帯、鍵の手文帯、縄支帯と

なり、鍵の手文帯は幅が狭い。胴部下半は、胴部上半の無文帯同様、丁寧に研磨する。胴部上半には炭化

物が顕者に付着する。

包含層 (第 65・ 66図、図版 33・ 34)

10～ 14は縄文土器である。10は粗製深鉢である。口縁端部には、斜め上方から指による押圧を連続し

て施す。外面調整は、二枚貝条痕を施す。口縁部から頸部は横位に、胴部は斜位に施す。内面調整は、日

縁部を丁寧に研磨し、胴部にナデを施す。11は粗製深鉢である。口縁端部に指による押圧を斜め上方か

ら連続して施す。外面調整は、繊維状の工具痕が残る横位ナデを施す。内面調整は、口縁部を丁寧に研磨

し、胴部にナデを施す。12は有文深外である。頸屈曲部に沈線を配す。胴部上半には、浅い沈線により

4帯の横位区画帯を配す。上位から無文帯、縄文帯、鍵の手文、縄文帯となる。縄文帯には縄文 LRを施

す。器面は、縄文帯以外を丁寧に研磨する。13は粗製深鉢の底部である。胴部にナデを施し、底側部に

強い横位ナデを施す。底面は丁寧なナデを施す。14は縄文土器・粗製深鉢である。口縁部は、やや肥厚し、

屈曲部内面に段を有す。日縁端部には、指による押圧を斜め上方から連続して施したのち、ナデを施す。

押圧により作出した比較的大きい突起を8単位で配す。口縁内面には、沈線と強いナデによる段を有す。

底側部は、稜をもたず丸みを有す。外面調整は、二枚貝条痕を施す。胴部から底部は縦斜位、頸部から胴

部上半は横位、口縁部は斜位に施す。底面は、ナデののち二枚貝条痕を施す。内面調整は、口縁部から頸

部を研磨し、胴部は丁寧なナデを施す。口縁から胴部外面、胴部下半内面に炭化物が薄く付着する。

15～ 21は須恵器・杯蓋である。15は頂部に径 2.7 cIIlの偏平なつまみが付く。16は頂部と体部で明確に

屈曲する。19は器壁がやや厚 く、直線的に開くが、17・ 18。 20。 21は九笠形を呈し、日縁端部は下方に

屈曲する。22は須恵器・奏の肩部付近の小片である。タト面にロクロ痕が残る。

23・ 24は土師器・奏の口縁部片である。23は口縁が外傾し、24は口縁部に段をもつ。25は土師器・鉢

である。体部タト面下位にヘラ状工具による斜め方向のケズリが見られる。        (菟 原雄大)
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3.久戸遺跡 1地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 5図 )

久戸遺跡は、山田川左岸の段丘上に位置している。

1地区の海抜は 70.5m～ 71.lmを 測る。地形は南西

から北東にかけて緩やかに傾斜している。地表から

地山面までの深さは約 50～ 80cmである。

上層は地山 (黄褐色粘質土 )、 遺物包含層 (黒褐

色粘質土)、 前回ほ場整備時の盛土 (茶褐色粘質土)、

現在の耕作上の順に堆積している。調査区の南側は

削平が激しく、遺物包含層は遺存していない。遺構

もやや削平を受けている。調査区の北側では遺物包

含層、遺構が良好に遺存していた。

(2)遺構の概要 (第 19図、図版 5)

1地区では、土坑と柱穴と溝を検出した。

SD01

調査区の南東端から西端、X5～ 10、 Yl～ 23を東西方向に流れる溝である。道路を挟み、西側の 2地

区でも検出している。幅約 1～ 3mと いびつであり、深さは約 lmを測る。断面系は逆台形を呈し、埋土

は黒褐色粘質上を中心に 10層 に分けられる。断面形状や埋土から、自然流路ではなく区画を形成する役

割を果たしていたと思われる。北側に SDllが並行している。出土遺物には須恵器・杯、蓋、甕、土師器・

第 6図 久戸遺跡 1。 2地区の調査区割 (S=1:2,000)

南

耕作土

第 5図 久戸遺跡 1地区の基本層序

［］塩碑【い
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甕などがある①

SD02

調査区の中央付近、X5～ 8、 Y8付近を南北に流れる溝である。SD01と 直交するが、深さは 15cmと 浅い。

平面、断面ともに地山と埋上の境が明瞭に判別できるため、後世の攪乱の可能性 もある。

SD03～ 10

いずれも南北方向に流れ、深さは lcm～ 10cmである。非常に浅く、凹凸があり、溝の始点終点がは

っきりしない。

(3)遺物の概要 (第 67図、図版 35)

出土遺物には、須恵器、土師器、中世土師器、青磁、珠洲がある。

柱穴

1は P150出上の須恵器 。杯である。2は土師器・奏の口縁部である。

SD01

3～ 6は須恵器・杯である。7、 8は須恵器・蓋である。9、 10は須恵器 。有台杯である。11、 12は須恵

器・奏の体部破片である。内面に同心円の当て具痕が、外面に叩き目が見れらる。12の外面には自然釉

がかかっている。

13～ 15は土師器・奏である。16は土師器 。椀の底部である。17は土師器・鍋である。

包含層

18～ 21は須恵器である。18、 19は蓋、20、 21は甕の体部破片である。

22、 23は土師器 。皿である。23は非ロクロ成形である。24は土師器・甕の回縁部である。

25は青磁・椀である。内面に文様が見られる。26は珠洲・すり鉢である。       (片 田亜紀)

4.久戸遺跡 2地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 7図 )

久戸遺跡は山田川左岸の上位段丘上に

広がっている。今回調査を行った久戸遺跡

2地区は遺跡内の南側に位置する。海抜は

70.5～ 71.Omを 測る①調査区全体の削平が

著しく、遺構は近世・近代の撹乱により破

壊されているものもある。近 。現代層は起

伏を持ち、旧地形の形状は不明である。調

査区東側が落ち込み、包含層が 40cmと 最

も厚 く堆積 している。そのため、旧地形は

東側に傾斜していた可能性がある。地表から地山までの深さは 20～ 30cmである。土層は地山 (黄褐色

粘質土)、 遺物包含層 (黒褐色粘質土)、 近 。現代層 (暗褐色粘質土)、 現代の耕作上の順に堆積している。

(2)遺構の概要

主な遺構として、掘立柱建物跡 6棟、溝 12条、多数のピットを検出した。

SB01(第 21図、図版 7)

調査区ほぼ中央、X10～ 16、 Y10～ 15に位置する4間 ×3間 の総柱建物である。長軸 10.7m× 短軸

6.9m、 長軸の柱間は約 2.8m、 短軸の柱間は約 2.3m、 平面積約 73.8∬ を測る。主軸は真北に対し 15° 東

西 東

耕作土

近世 。近代層
近・現代の撹乱

第 7図 久戸遺跡 2地区の基本層序
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へ振れる。建物の柱穴は、直径約 40cm、 深さ約 50cmの円形を呈し、埋土は黒色シルトが中心である。

すべての柱穴は丸底を呈し、柱痕が残るピットも存在する。また、柱穴の断面形状に段を有するものが

存在している。これは柱の掘方、もしくは柱を据え置きした際に、上屋の重量により沈下したものと考え

られる。北東には柱穴が 2基存在したと考えられるが SK01に切られ、また、P14・ P15間の柱穴は削平

されていると考えられる。長軸のうち、Plと P5、 P2と P6の柱間は約 2.2mと 他の柱間と比較して短い。

また、Pl・ P2は深度が浅く、径も小さいことから庇である可能性がある。

SB02(第 24図、図版 8)

調査区北西側、X13～ 15、 YO～ 2に位置する2間 ×2間の総柱建物である。SB03と 隣接し、SB05と

重複する。長軸 4.8m× 短軸 4.7m、 長軸の柱間は約 2.2m、 短軸の柱間は約 2.4mと ほぼ正方形を呈し、平

面積約 21.0だ を測る。主軸は真北に対し 16° 東へ振れる。建物の柱穴は、直径約 30cm、 深さ約 20cmの

円形を呈し、埋土は黒色粘質土が中心で鉄分を多く含む。すべての柱穴は丸底を呈し、断面形状のほとん

どが両端垂直ぎみに立ち上がる。Pl・ P2は一部暗渠により削平され、Plと P2の 間の柱穴も暗渠により

削平されていると考えられる。出土遺物は、P3から土師器・奏口縁部片が出土している。

SB03(第 22図、図版 7)

調査区西側、X13～ 15、 YO～ 2に位置し、SB02と 隣接する。Pl～ P8に より構成されている。現存

長軸 4.3m× 短軸 3.5m、 長軸の柱間は約 2.2m、 短軸の柱間は約 1.8m、 現存平面積約 16.3だ を測る。主軸

は真北に対し 21° 東へ振れる。建物の柱穴は、直径約 20cm、 深さ約 25cmの円形を呈し、埋土は黒色シ

ルトが中心であり鉄分を含む。すべての柱穴は丸底を呈し、断面形状のほとんどが両端垂直ぎみに立ち上

がる。現存 2間 ×2間の総柱建物であるが、長軸方向が西側に延びる2間 ×2間以上の総柱建物となる可

能Jl■がある。

SB04(第 23図、図版 9)

調査区南側、Xl～ 3、 Y14～ 17に位置する。現存長軸 5,Om× 短軸 2.5m、 長軸・短軸の柱間は共に

約 2.5m、 現存平面積約 13.0だ を測る。主軸は真北に対し 13° 東へ振れる。建物の柱穴は、直径約 30cm、

深さ約 20cmの円形を呈し、埋土は黒色シルトが中心である。すべての柱穴は丸底を呈し、断面形状のほ

とんどが緩やかに立ち上がる。現存 2間 Xl間の側柱建物であるが、長軸方向が南側に延びる 2間 ×2間

以上の総柱建物となる可能性がある。

SB05(第 24図、図版 8)

調査区北西側、X17～ 20、 YO～ 4に位置する。SB02と 重複する 3間 ×2間の総柱建物である。長軸

6.7m X短軸 5.2m、 長軸の柱間は約 2.2m、 短軸の柱間は約 2.5m、 平面積約 34.8ど を測る。主軸は真西に

対し 19° 北へ振れる。建物の柱穴は、直径約 30cm、 深さ約 40cmの円形を呈し、埋土は黒色粘質上が

中心で鉄分を多く含む。すべての柱穴は九底を呈し、断面形状のほとんどが両端垂直ぎみに立ち上がる。

Pl・ P2・ P7は一部暗渠により削平される。また、Plの西側に柱穴が存在しないため、3間 ×2間の総柱

建物で完結し、西側には廷びないものと考えられる。

SB06(第 25図、図版 8)

調査区北西側、X21、 YO～ 5に位置する。ピットが直線的に等間隔で並ぶため、北側及び西側調査区

外に延びる建物であると考えられる。現存柱穴列軸 9。Omを測る。柱穴列軸は真西に対し 10° 北へ振れる。

柱穴は、直径約 30cm、 深さ約 35cmの円形を呈し、埋土は黒色粘質上が中心である。すべての柱穴は九

底を呈し、断面形状のほとんどが両端垂直ぎみに立ち上がる。現存は 4間であり、その場合は 1辺が 4間

以上の大型の建物となる。また、調査区外に柱穴が延びない可能性もあり、SB05に 隣接することから、

―
皿

―



それに付随する柵列の可能性もある。

SD01・ SDll(第 26図、図版 9)

調査区南側、X5～ 12、 YO～ 24に位置する。東西に延び、両端は調査区外へ延びる。幅 ■0～ 3.Omと

平面形はいびつである。深さ40～ 70cmを 測 り、断面形状は逆台形を呈し、底面の幅は短く若千九みを

帯びる。埋土は、上層から下層まで黒褐色粘質土である。断面形状が逆台形を呈することや、周囲に建物

が存在することなどから、用排水溝というよりも区画溝である可能性がある。西側で北に屈曲し、SDll

が直結している。SD01と SDllに は切 り合いが確認できず、同時に存在した遺構である。

(3)遺物の概要

出土遺物には縄文土器、打製石斧、須恵器、土師器、中世土師器、珠洲がある。なお、出土した縄文土

器は量的に少ないものの、その時間幅は縄文時代晩期中葉 (中屋式 2～ 3式)に収まる。その他の遺物は

できる限り帰属時期を特定し、それを各文末に記した。須恵器は田島編年 (田島 1988)、 土師器皿の帰属

時期・分類は越前編年 (越前 1996)に 、珠洲の帰属時期・分類は吉岡編年 (吉岡 1994)に基づき行った。

SB02(第 68図、図版 86)

1は土師器・甕の回縁部で法量は不明である。口縁端部は上方につまみ上げられている。胎土は砂を多

く含み、焼成は良好である。内外面に酸化鉄が付着する。

P208(第 68図、図版 86)

2は土師器 。皿である。胎土は粉質で淡褐色 (胎芯は黒色)を呈し、lmm以下の白色粒を多く含み、

焼成は良好であるである。日縁部は大きくナデを施し、底面に指頭圧痕が残る (NA Ⅱ類 )。 帰属時期は

12世紀後半に比定される。

P267(第 68図、図版 36)

3は土師器 。小皿である。胎土は密で焼成は良好である。日縁部には二段ナデが施され、外底部に指頭

圧痕が残る (NG類 )① 帰属時期は 13世紀後半に比定される。

SD03(第 68図、図版 86)

4は土師器・小皿である。胎土は密で焼成は良好である。淡褐色を呈する。日縁部には二段ナデが施され、

外底部に指頭圧痕が残る (ND I類 )。 帰属時期は 12世紀後半に比定される。

SD01(第 68図、図版 36)

5は縄文土器 。有文深鉢の胴部片である。胴部上半には、浅い沈線により区画された縄文帯を配し、縄

文 LRを施す。胴部下半は研磨する。内面には炭化物が薄く付着する。

6は打製石斧である。基部を欠損する。両側縁が平行する、いわゆる短冊形を呈す。両側縁を中心とし

て調整するが、基部や刃部の調整は顕著ではない。刃端部に磨耗が認められる。

7は須恵器・奏の回縁部である。胎土は密で焼成は良好である。日縁端部から内面にかけて自然釉が

かかる。内面口唇部に沈線が施され、内面にヘラ記号が認められる。8は須恵器・杯である。胎土は密で

lmm前後の白色粒を多く含み、焼成は良好である。底面はヘラ切 り後ナデが施されている。

9は土師器・皿である。胎土は橙色をして最大 5mmの 白色粒を多く含み、焼成はやや不良である。ロ

クロ成形で底面には回転糸切痕が残る。10は土師器・皿である。胎土は粉質で焼成は良好である。淡褐

色を呈する。日縁部には一段ナデが施され、口唇部は面取りを行うが若干弱い。深みがあり、底面には指

頭圧痕が残る (NB I類 )。 帰属時期は 13世紀前半に比定される。

SD05(第 68図、図版 36)

11は珠洲 。奏の口縁部片である。胎土は密で lmm以下の白色粒を含み、焼成は良好である。口縁端部
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を水平方向に嘴状に挽き出している。帰属時期は 12世紀後半 (I期)に比定される。

12は須恵器・杯 Bの底部片である。胎土は3mm大以下の白色粒を含み、焼成は良好である。調整は
ロクロによる横ナデ成形であり、高台は付け高台である。底部はヘラ切 り後ナデが施されている。帰属時

期は 8世紀後半と考えられる。13は珠洲 。悟鉢である。胎土は4mm大以下の白色粒・赤色粒を含み、焼
成は良好である。口唇部は面を持つ。体部内面に櫛状工具による 8本一組の条線 (橋 目)が間隔を置いて

波状に施される。

14～ 17は土師器・皿である。14は胎土は粉質で淡橙色、焼成は良好である。口縁部には一段ナデが施され、

九みを帯びて立ち上がり、底部は九底を呈す (ND Ⅱ類 )。 帰属時期は 13世紀前半に比定される。15は胎

土は粉質で暗い色調の橙色をして、焼成は良好である。口縁部には一段ナデが施され、底部に指頭圧痕が

残る(ND Ⅱ類 )。 帰属時期は 12世紀後半に比定される。16は皿の口縁部片である。胎土は粉質で淡橙色、

lmm以下の白色粒を少量含み、焼成は良好である。口縁部には一段ナデが施される (NC I類 )。 帰属時

期は 13世紀前半に比定される。17は胎土は粉質で lmm以下の白色粒を僅かに含む①口縁部には二段ナ

デが施され、外底部に指頭圧痕が残る (NA Ⅱ類)。 帰属時期は 12世紀後半に比定される。

SD06(第 68図、図版 36)

18は打製石斧である。片側刃部を久損する。やや小形品であり、分銅形に近い形態を呈す。両側縁を

集中して調整するが、潰れが認められる。刃部表面を中心に磨耗が認められる。

SDll(第 68図、図版 36)

19は須恵器・杯の口縁部片である。胎土は密で 5mm大の白色粒を含み焼成は良好である。

包含層 (第 69図、図版 37)

20は打製石斧 。刃部片である。比較的大形品であり、側縁の調整から、いわゆる撥形ないし分銅形を

呈すと考えられる。刃部に磨耗が認められる。21は打製石斧である。完形品であり、分銅形を呈す。側

縁の袂 りは緩やかである。厚みをもち、断面がやや湾曲する。両側縁を集中して調整するが、潰れが認め

られる。基部・刃部ともに裏面を中心に調整を行う。

22は縄文土器・深鉢である。口縁部がやや内湾し、長胴を呈する。口唇部を無文部とし、以下胴部下

方まで、単節縄文 LRを横位に6段施す。縄支上端には原体結節部痕が残る。胴部下端部には、縄文施文後、

縦位ケズリののち横位ケズリを行う。内面調整は、胴部下端をケズリ後ナデ、口縁から胴部に丁寧なナデ

を施す。胴部外面には、部分的に炭化物が薄く付着する。

23～ 25は土師器である。23は奏の口縁部である。胎土は2mm大以下の白色粒を多く含み、焼成は良
好である。口縁及び体部内面には横位のハケが、体部外面には縦位のハケが施されている。24は皿である。

胎土は粉質でlmm以下の白色粒を含み淡橙色を呈する。焼成は良好である。日縁部には一段ナデが施され、

口縁端部は若千面をもつ。器形は丸みを帯びて立ち上がり、底部は九底を呈す (NB I類 )。 帰属時期は

13世紀前半に比定される。25は皿である。胎土は粉質で焼成は良好である。口縁部には一段ナデが施され、

九みを帯びて立ち上がり、底部は平底を呈す (NC I類 )。 帰属時期は 13世紀前半に比定される。

26は珠洲・奏の口縁部である。口縁端部は方頭を呈す。胎土は lmm以下の白色粒を含み、焼成は良好

である。27は珠洲・奏の口縁部片である。胎土は lmm以下の白色粒を僅かに含み、焼成は良好である。

日縁端部は薄く、水平方向に嘴状に挽き出している。帰属時期は 12世紀後半 (I期)に比定される。

近世・近代層 (第 70図、図版 38)

28は、縄文土器・深鉢の口縁部である。口縁部はやや内湾し、22と 同様な器形を呈すと考えられる。
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外面には単節縄文 LRを横位に施す。縄文下端には原体結束部痕が残る。日縁端部にナデによる面を有し、

日縁部には補修孔を有す。外面には、部分的に炭化物が薄く付着する。29は縄文土器・深鉢である。口

縁部がやや内湾するバケツ状器形である。外面には、粗いケズリ状の横位条痕を施す。条痕断面は、かま

ぼこ状に盛り上がることから、原体は植物茎あるいは板状工具と考えられる。口縁端部にナデによる面を

有し、内面は研磨する。

30は珠洲。奏の胴部である。胎土は5mm以下の白色泣を含み焼成は良好である。外面には平行叩き日、

内面にはそれを受け抑える圧痕が顕著に残る。

31は須恵器・杯 Bの底部である。胎土は lmmの 白色粒を含み焼成は良好である。調整はロクロによ

る横ナデ成形であり、高台は付け高台である。底部はヘラ切 り後ナデが施されている。帰属時期は 8世紀

後半と考えられる。

32は土師器・小皿片である。胎土は密で焼成は良好である。口縁部には一段ナデが施され、直立ぎみ

に立ち上がり、底部は平底を呈す (NG類 )。 帰属時期は 13世紀後半に比定される。33は土師器・小皿で

ある。胎土は密で焼成は良好である。日縁部には一段ナデが施され、底部には指頭圧痕が残る (ND Ⅱ類 )。

帰属時期は 13世紀前半に比定される。34は土師器・皿である。胎土は密で焼成は良好である。口縁部は

丁寧な一段ナデ、底面には指頭圧痕が残る (NC I類 )。 帰属時期は 13世紀前半に比定される。

35は珠洲・奏の口縁部である。胎土は密で白色粒を少量含み、焼成は良好である。口縁端部を垂下さ

せ嘴状に挽き出している。帰属時期は 12世紀後半 (I期)に比定される。36は珠洲・奏の口縁部である。

胎土は密で lmmの 白色粒を含み焼成は良好である。口縁端部を水平方向に嘴状に挽き出している。体部

外面には平行の叩き目が施されている。帰属時期は 12世紀後半 (I期)に比定される。37は珠洲・奏の

口縁部である。胎土は lmm以下の白色粒を多く含み、焼成は良好である。日縁端部は肉厚で、水平方向

に嘴状に挽き出している。帰属時期は 13世紀前半 (Ⅱ 期)に比定される。

38は磁器小碗 (湯飲)である。釉は艶に富む乳白色をしており、見込みに金彩による文字 (剥落している)

が 4行以上書かれている。また、高台内に判読不明の銘款が書かれている。削り出し高台で畳み付きは露

胎である。39は伊万里・皿片である。釉はやや青色味のある不透明な灰白色を呈し、内面に淡い色調の

呉須により施紋する。見込みは蛇の目釉剥ぎである。胎土は緻密で焼成は良好である。削り出し高台で高

台畳み付きの露胎である。40は磁器 。碗片である。釉は透明感があり大き目の貫入が入る。外面下位は

露胎である。素地は灰白色を呈し、焼成は良好である。

5.梅原胡摩堂遺跡 25地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 8。 9図 )

本調査区は、山田川左岸の河岸段丘上、遺跡の中

央から南側寄りに位置する。周辺の地形は、大きくみ

て南から北に、また谷部が存在する本調査区から遺跡

中央部に向かっては、西から東に緩やかに傾斜してい

る。調査区西側には南北に権現堂川が流れる。標高は

約 73.00mを 測る。旧区割の田 2枚であり、中央より

北側については遺存状況が良好であるが、南側は昭和

30年代に行われたほ場整備により地山まで削平され

た箇所が多い。基本層序は、①耕作上、②床上、③灰

(岩崎倫子 )

④'中世の遺構

⑤'古代の遺構

④中世の遺物包含層

⑤古代の遺物包含層

第 3図 梅原胡摩堂遺跡 25地区の基本層序
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褐色土 (盛土)、 ④黒褐色土 (2.5Y3/1中 世の遺物包含層)、 ⑤地山上が少量混じる黒色土 (2.5Y2/1古 第

8図 梅原胡摩堂遺跡 25地区の基本層序代の遺物包含層)、 ⑥暗オリーブ褐色粘質土 (2.5Y3/3漸移層)、
⑦オリーブ褐色粘質土もしくは黄褐色砂礫層 (2.5Y4/3地 山)と なる。

(2)遺構の概要 (第 27～ 37図、図版 10～ 15)

25地区では、古代の竪穴建物 8、 掘立柱建物 1、 土坑 15、溝 5条、畑跡、中世の上坑 1、 区画溝 1を検出した。

S101～ S110(第 3表、第27～ 32図、図版 11。 12)

規模等は別表に記した。S101は調査区内の南西寄り、X6～ 9、 Y4～ 6に位置し、平面形は正方形に近

い形を呈する。床面は平坦で、灰白色の粘土を貼っており、壁面の立ち上がりは緩やかである。SB01に

切られており、柱穴の1つ はカマド跡に掘り込んでいる。埋土はやや粘質の黒色上で鉄分を多く含む。出

土遺物には、須恵器 。杯、土師器・奏、椀 (赤彩)な どがある。帰属時期は8世紀前半である。

S102は、S101の北西側に隣接している。S101を切っている。平面形は、東西辺がやや長い長方形を呈

すると考えられる。埋土は地山上が少量混じる黒色土である。出土遺物には、須恵器・杯、蓋、土師器 。

甕がある。帰属時期は、出土遺物、切りあいから、9世紀前半である。

S103は調査区南西隅、X7～ 8、 YO～ 1部分に位置する。遺構の西側半分は調査区外であり、全容は不

明である。床面は西側にやや傾斜しており、壁面の立ち上がりは急である。埋土は、やや粘質の黒褐色土

に少量の地山上、漸移層の土が多く混じる。出土遺物には、須恵器・杯、土師器・奏があり、9世紀前半

にあたる。

第 9図 梅原胡摩堂遺跡 25・ 26地区の調査区割 (S=1:2,000)
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S104は、S101と S103の中間に位置する。遺構内の東側中央部にカマ ドを設置する。埋土は鉄分を含む

やや粘質の黒色上で地山上が少量混じる。須恵器・奏、四耳壷、土師器 。奏などの出土遺物から、帰属時

期は 9世紀前半である。

S105は調査区西側中央寄り、X15～ 17、 Y3～ 4に位置する。平面形は、南北にやや長い長方形を呈し、

壁面の立ち上がりは緩やかである。埋土は黒色土に地山土や漸移層の暗オリーブ褐色土が混じる。床面に

は責褐色粘上を貼 り付けている。出土遺物には、須恵器 。蓋、土師器・椀、奏がある。帰属時期は 9世紀

中頃から後半である。

S106は調査区東側中央部、X15～ 17、 Y21～ 23に位置し、南北辺がやや長い隅九方形を呈する。壁の

立ち上がりはやや急である。埋土は黒色粘質上で、焼土、戊を大量に含む。また、須恵器・杯、甕、土師

器 。甕などの遺物が検出面から床面まで、まんべんなく出上している。帰属時期は、8世紀後半から9世

紀前半となる。竪穴建物というより、廃棄土坑の性格が強い。

S107は、調査区北東隅、X19～ 2と、Y24～ 27に位置し、東西辺が長い方形を呈する。壁面の立ち上が

りは急である。カマ ドは持たない。埋土は黒色の粘質土に地山上が混じる。出土遺物には、須恵器・杯、

土師器・甕がある。9世紀前半である

S109は調査区西側中央、X13～ 14、 Y4～ 6に位置し、南北辺がやや長い方形を呈する。壁面の立ち上

がりは緩やかであり、床面は平坦である。埋土は、黒色土に少量の地山土が混じり、炭化物を含む。出土

遺物には、須恵器・蓋、甕、土師器・奏、椀 (一部赤彩 )、 皿があり、こられから 10世紀に帰属すると考

えられる。

S110は調査区中央東寄り、X13～ 15、 Y13～ 16に位置し、東西辺がやや長い方形である。埋土は黒色

粘質土に地山上がブロック状に混じる。壁面の立ち上がりはやや急であり、床面には黄褐色土を貼 り、回

くしまっている。北辺に沿って、幅 0.25～ 0.4m、 深さ約 24 cmの溝を 1条設けている。カマ ド内には、地

山土に黒色土、焼土が混じり固くしまっている部分が、幅 0.24～ 0.3m、 長さ0,2mで南北方向に棒状に 2

箇所設けられており、これらは袖部にあたる。須恵器・蓋、杯、土師器。発、鉄釘、鉄津が出上している。

出土遺物から9世紀前半にあたる。鉄製品等の出土から、工房としての役割を呆たしていた可能性も考え

られる。

SB01(第 28図、図版 11)

調査区南西、X5～ 8、 Y3～ 6に位置する。東西 2間 ×南北 2間 の総柱建物である。東西側 1間が約

3m、 その他は 1.5～ ■8mである。床面積は約 39だである。柱穴の平面形は一辺約 0,8mの方形で、深さ

は約 30 cmで ある。土層断面から、柱の径は 0.22～ 0.24mと 推定できる。前述のとおりS101を切っており、

建物の軸方向は N8° ―Eで S101と ほぼ同様である。出土遺物には、土師器・奏の破片がある。小破片

のため時期は特定できないが、SB01と の切 りあい、軸方向から8世紀後半から9世紀前半と推定できる。

SK02・ SK04(第 33図、図版 13)

SK02は S106西側、X16～ 17、 Y15～ 16に位置する。長軸 2.3m X短軸 1.5mの楕円形を呈する。深さ

は約 30 cmを測る。軸方向は N-36°
 一Wと なる。底面は平坦で、立ち上がりは急である。埋土はやや粘質

の黒褐色上で地山上が混じる。出土遺物には土師器・椀がある。

SK04は 、調査区南西隅の X6～ 7、 Yl～ 2に位置する。南北 ■9m× 東西 1.3mの方形を呈し、深さは

18 cmを測る。軸方向は N16° 一Eである。床面は平坦であり、壁面の立ち上がりは緩やかである。埋土

は地山土が少量混じるやや粘質の黒褐色上で、遺構内北東隅の約 0,4m四方で焼土を確認した。出土遺物

には土師器・奏があり、帰属時期は 8世紀前半と推定できる。S101に付属する可能性もある。
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SK05・ SK18(第 33図、図版 13)

調査区南側中央、X3～ 5、 Yll～ 13に位置する。SK05は 南北 2m× 東西 2.2mの方形で、SK18は南

北 lm以上 ×東西 ■5m以上の方形を呈すると考えられる。軸方向は共に N29° ―Eである。SK18は、

遺構の南側半分が調査区外南側にあるため、全容は不明である。深さは SK05が 20～ 30 cm、 SK18が約

20 cmを 測る。埋土はやや粘質の黒色土に地山土と炭が少量混じる。SK05か らは、土師器・奏、椀、皿 (内

黒)、 須恵器・杯、蓋が出上している。これらから、遺構の帰属時期は 9世紀中頃である。

SK07～ SK10(第 34図、図版 14)

調査区北西側、X16～ 19、 YO～ 3に 位置する。SK10が南北 ■6m× 東西 ■2m以上、SK09が南北

1.7m× 東西 3m、 SK08が東西 2.3m× 南北 上5m、 SK07が南北 2.7m× 東西 1.7m以上である。深さは、

SK07が 26 cm、 SK08が 42 cm、 SK09が 14 cm、 SK10が 18 cmを 測る。遺構の軸方向は N24° ―Eで、4

基とも同一である。埋土は、黒褐色土または黒色上に地山上がブロック状に混じるのが大半である。遺構

検出時の埋上の状況、土層の地積状況から、東側の SK10か ら西側の SK07ま で、廃棄、埋め戻し、掘 り

込みを続けていることがわかる。SK07、 SK08の底面はやや丸く、壁面の立ち上がりは急であるのに対し、

SK09、 SK10の底面は平坦で、壁面の立ち上がりはやや緩やかである。SK09の 底面は、黄褐色土を固く

敷き詰めている。出土遺物には、土師器・甕 (SK07)、 土師器。奏、鉄釘、須恵器・奏の体部破片 (SK08)、

土師器・甕、須恵器・杯、縄文土器 (SK09)、 須恵器 。蓋、菱、中世土師器 (SK10)がある。出土遺物、

底面の整形から、倉庫もしくは作業場としての役割を担っていた可能性がある。

SK06。 SK12～ SK14(第 35図、図版 13)

SK06は調査区南西寄り、X9～ 10、 Y6～ 7に位置する。南北2m× 東西 1.3mの方形である。深さは10c皿で、

壁面の立ち上がりは緩やかである。軸方向は N19° ―Eである。埋土は黒色粘質上で、少量の焼土、鉄

分が混じる。出土遺物には、須恵器・蓋、土師器・奏の体部破片がある。埋土、軸方向の状況から、S102

に付属する遺構と考えられる。SK12は、調査区東側 X13～ 15、 Y22～ 23に位置する。南北 ■8m× 東

西 2m以上で、南東隅が調査区外にある。深さは 32 cmで 、壁面の立ち上がりはやや急である。SD01を切

っている。埋土はやや粘質の黒色土に焼上、地山上が大量に混じる。出土遺物には、土師器・椀、皿、須

恵器・杯がある。これらと切り合い関係から、9世紀後半以降とみられる。

SK13、 SK14は、調査区中央寄りの Xll～ 12、 Y16～ 17に位置する。SK13は 東西 ■4m× 南北 2mの

方形、SK14は 東西南北とも約 0,9mの正方形を呈している。深さは SK13が 14 cm、 SK14が 6 cmを測る。

壁面の立ち上がりは緩やかではっきりしない。軸方向は、SK13が N-1° ―Eでほぼ真北を向き、SK14が

N-11° ―Eである。埋土は両遺構とも黒色土に地山土が混じり、焼土、炭を大量に含む。SK14か ら土師器・

甕が出土している。9世紀前半と考えられる。

SK15～ SK17・ SK19(第 36・ 37図、図版 13)

SK15～ SK17は、SK07～ SK10の南側、S105の南西側にあたる。X14～ 17、 YO～ 3に位置する。い

ずれも壁の立ち上がりは緩やかで、底面は平坦である。埋土は黒色土に地山上が少量混じり、SK16に は

焼上が多量に混じる。切 りあいは、SK17<SK16<SK15と なる。SK15か ら須恵器・蓋、土師器・甕、中

世土師器・皿が、SK16か らは須恵器・蓋、鉄津、鉄釘が出上している。SK15は出土遺物から9世紀前

半にあたり、SK16、 SK17は切 り合い関係からそれ以前にあたるが、大きな時期差はないと考えられる。

SK19は調査区の北東側、X20～ 23、 Y20～ 23に位置する。南北 5.6m× 東西 5,7mで、軸方向はN30°

―Eである。平面形は方形に近いが、不定形である。深さは最深部で 1.16mを 測る。SD03、 SD05を切っ

ている。壁の立ち上がりは堀 り方に向かって緩やかに立ち上がり、断面形はすり鉢状を呈している。埋土
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は灰色がかった黒褐色粘質上が主であり、底部に近づくにつれ地山土がブロック状に多くなる。底面の地

山土が責褐色粘上であることから、土取り穴と考えられる。出土遺物には時期幅があり、土師器・椀、中

世土師器・皿、青磁・碗があるが、遺構の帰属時期は中世で、12世紀末から13世紀前半と推定できる。

SD01～ SD07(第 37図、図版 15)

SD01は調査区東側、X3、 Y14～ 15か らX19、 Y27に ほぼ直線状にのびる。幅約 2m、深さ約 60 cmを 測る。

溝の断面は半円形で、方向は、N38°  Eで ある。底部の標高が 72.05m～ 72.13mであり、南西から北

東へ流れていたと考えられる。埋土は黒褐色の粘質土が大半を占め、底部に近づくにつれ地山土、炭の混

じりが多くなる。出土遺物には須恵器・杯、蓋、土師器・甕、皿、中世土師器・皿、珠洲 。片口、打製石

斧がある。8世紀中頃から9世紀中頃が主体と考えられる。

SD03は、調査区北東 X21～ 23、 Y14～ 27に位置する。溝の方向は、東からやや北西を向いている。

幅約 0.7～ 0。9m、 深さ28硼を測る。断面は逆台形を呈する①出土遺物には、土師器。奏、須恵器・蓋がある。

9世紀前半にあたる。

SD06は調査区西側、X9～ 23、 YO～ 8に位置する。X9、 Ylで直角に屈曲し、北東に直線状に伸びる。

方向は、N24° ―Eである。幅は約 0,7～ lm、 深さは X10付近で 18 cm、 X22付近で 32 cmを 測る。断面

は逆台形状で、壁の立ち上がりは急である。埋土は黒色土に地山土がブロック状に大量に混じる。SD03

と直交し区画溝を形成する可能性があるが、ともに調査区外 |こ伸びているため、全容は不明である。出土

遺物には、須恵器・杯、蓋、奏、土師器・甕、中世土師器 。皿、珠洲・鉢、白磁・碗、鉄釘がある。9世

紀末から 10世紀初めにあたる。

SD07は調査区北西隅、X21～ 23、 YO～ 6に 位置する。X21・ Yl、 X22.5。 Y2、 X21・ Y5で それぞ

れ直角に屈曲し、直線状に伸びる鍵の手状を呈する区画溝である。溝の南西から北東に伸びる方向は、

N-21° ―Eであり、SD06と ほぼ同方向である。幅約 0.6m、 深さ 40 cmを 測る。壁の立ち上がりは急である。

やや粘質の黒褐色土に地山上が混じる。出土遺物には、土師器・椀、中世土師器・皿があるが、埋上の観

察から、中世 13世紀代に属すると考えられる。

畑跡 (第 37図、図版 15)

調査区中央から北西にかけて、X10～ 23、 YO～ 16に幅 0.2～ 0.6m、 深さ 4 cn～ 12 cmの浅く細長い溝

が何条も確認できる。相互の溝の間隔は、約 ■8mと なる。溝の方向は N ll° 一E、 N24° ―Eと 2方向

が確認でき、少なくとも2度は造成しなおしている。縄文土器 。深鉢、土師器が出上しているが、時期を

特定できる出土遺物はない。埋土から、古代に属すると考えられる。

(3)遺物の概要 (第 4表、第 71～ 76図、図版 39～ 46)

縄文土器 (後期。晩期 )、 打製石斧、磨製石斧、須恵器、土師器、中世土師器、珠洲、瀬戸、青磁、白磁、

金属製品 (釘等)が出上した。以下、図化したものについて記述する。

SЮl～ S110(第 71～ 73図、図版 39～ 43)

S101出土は 8～ 10で ある。8は須恵器・杯の底部である。9は土師器・椀である。外面はナデ、内面

はヘラ磨き、底部はヘラ削りである。内外面とも赤彩を施している。10は土師器 。奏である。口縁端部

は面取りし、上方に引き上げている。いずれも8世紀前半にあたる。

S102出土は 11～ 19は である。11～ 17は須恵器で、11～ 16は無高台の杯、17は蓋である。18・ 19

は土師器・奏の口縁部である。18は 口縁端部を面取り、19は 口縁端部を丸めて内側に折り込んでいる。9

世紀前半にあたる。

S103出土は 20～ 22である。20。 21は須恵器 。杯の口縁部、22は土師器・奏である。9世紀前半にあた
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る。23～ 26は S104出土である。23は須恵器・四耳壷、24は奏の体部である。25。 26は土師器・甕であ

る。外傾する口縁端部は面取りし、断面形は三角形を呈する。9世紀前半にあたる。

S105出土は 27～ 30である。27は須恵器・蓋のつまみ部分である。28～ 30は土師器で、28は椀の底

部、29・ 30は奏の口縁部である。29は外傾し端部を丸め、30は口縁端部のみ直上に引き上げ、面を取る。

9世紀後半である。

S106出土は 31～ 39である。31～ 33は須恵器・杯、34は土師器・鍋、32～ 36は土師器・甕である。

35・ 38。 39は、須恵器・甕の製作技法を用いている。36～ 37の口縁はタト傾し、端部は面取 りしやや内傾

させる。38。 39は口縁を外傾させ、九くおさめる。8世紀後半から9世紀前半にあたる。

S107出土は 40・ 41である。40は須恵器 。杯、41は土師器 。奏の回縁部である。9世紀前半にあたる。

S109出土は 42～ 50である。42・ 43は、須恵器・蓋である。44～ 50は土師器で、44は奏の、45は椀の

口縁部である。46～ 48は皿で、47は外面に赤彩を施している。49・ 50は椀の底部である。10世紀にあたる。

S110出土は 51～ 55である。51は須恵器・蓋、52は杯の口縁部 52である。53～ 55は土師器・奏である。

53～ 55の回縁部はタト傾し、端部はやや直立する。54・ 55は面取りする。9世紀前半にあたる。

SK02～ SK19(第 74図、図版 44)

SK02出土は 56である。土師器・椀の底部である。SK04出土は 57である。土師器・甕の口縁部でス

スの付着がある。8世紀前半である。SK06出 土は 58～ 60である。須恵器・蓋 (9世紀前半～中頃)、 60

の 13世紀後半にあたる中世土師器・皿が出土している。SK05出土は62～ 69である。62～ 64は須恵器・杯、

65は蓋、66は土師器・椀、67は 内面黒色の皿、68・ 69は奏である。9世紀中頃である。SK08出土は

70・ 71である。70は土師器・奏、71は釘である。SK09出土は 72の上師器・奏、SK14出土は 76の上師

器・奏である。SK12出上には 74の 9世紀後半と推定する土師器 。椀の口縁部、75の 13世紀後半にあた

る中世土師器・皿がある。SK15出 土は 77・ 78である。77は須恵器・蓋で、9世紀前半にあたる。78は

中世土師器 。皿で 13世紀前半にあたる。SK19出 土は 79・ 80である。80は土師器 。甕の口縁部、79は

連弁文を施す青磁・碗である。79は 12世紀末～ 13世紀前半にあたる。

SD01～ SD09(第 76図、図版 44・ 45)

SD01出土は 81～ 95である。古代から中世にかけての遺物が多量に出土した。81～ 85は須恵器で、

81～ 83は蓋、84が有高台の杯底部、85が無高台の杯である。86～ 88は土師器・奏である。いずれも

口縁はややタト傾し、86。 87は面取り、88は丸く肥大化させている。90～ 94はロクロ成形の中世土師器・

皿である。95は珠洲 。すり鉢の片口部である①古代の遺物は 8世紀中頃～ 9世紀中頃、中世は 13世紀前

半である。

SD02出土は 96で須恵器・蓋である。SD03出 土は 97・ 98で、97は須恵器 。蓋、98は土師器・甕の底

部である。ともに9世紀前半である。SD05出 土は 99で中世土師器 。皿である。14世紀前半であろう。

SD06出土は 100～ 106で ある。100は 須恵器 。杯、1011よ須恵器・蓋、1021ま土師器・奏の口縁部、

103は中世土師器・皿、105は珠洲・鎌、106は 白磁・碗の体部、104は鉄釘である。古代の遺物は 9世紀

末～ 10世紀初め、中世は 12世紀後半にあたる。SD07出 土は 107・ 108で ある。ともに中世土師器・皿

で 13世紀代にあたる。SD09出土は 109である。土師器・椀である。

その他の遺構 (第 76図、図版 42・ 45)

110は P324出上である。111は P153出 上である。ともに須恵器 。杯で、110は 口縁部、111は有高台

の底部である。9世紀中頃～後半である。112は SX02出 土である。古代土師器・奏の体部である。
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包含層出上 (第 71・ 76図、図版 39。 45。 46)

1～ 5は縄文土器で、縄文後期～晩期にあたる。いずれも深鉢で、1～ 3は口縁部、4・ 5は底部である。

6は打製石斧である。7は磨製石斧である。■3。 114は、土師器・高杯の脚部である。115～ 120は須恵

器である。115。 116は蓋で 9世紀前半にあたり、117は壷の口縁部、118は二耳壷もしくは四耳壺の口縁

部から肩部である。119は壷の底部、120は壷の口縁部である。121～ 123は、土師器・甕である。123は

強く外傾した口縁に、端部を面取 りし、強く内傾する。125・ 126は土師器・皿である。127・ 128は中世

土師器 。皿である。いずれも手づくね成形で、14世紀代である。129は珠洲・重の口縁部、130は下駄で

ある。幅 7.5 cm、 長さ 12 cmと 小ぶりである。 (佐藤聖子 )

第 4表 梅原胡摩堂遺跡 25地区出土遺物計測表

第 3表 梅原胡摩堂遺跡 25地区竪穴建物計測表
遺構
番号

主 軸 東西×南北
(m)

積

ナ

面
２ｍ

床

ぐ

さ

ナｍ

深

ぐｃ
カマド 貼床 時 期 備   考

S101 N15° 一E 425× 425 18.06 南東隅 ○ 3世紀前半 SB 01よ り古ヤヽ

S102 N13° ―E 40× 35 140 南東隅 9世紀 S101よ り新しい

S103 N-4° 一E (2.0)× 25 南東隅 9世紀前半 西側半分調査区外

S104 N19° ―E 30× 40 南東中 9世紀前半

S105 N-4° 一E 25× 3.0 南東隅 ○ 9世紀中～後

S106 N-32° ―E 30× 30 20´-34 8世紀後～ 9世紀前

S107 N17° 一E 35× 3.0 9世紀前半

S109 N-25° ―E 30× 3.5 10世紀

S110 N-27° 一E 35× 3.0 20～ 30 南東隅 ○ 9世紀前半 鉄津有り

図版
番号

写真
図版
遺物
番号
遺構番号 種類 器種

口径
(幅 )

器高
(全長)

底径
(厚さ)

特 記  事  項

第 71図 図版 39 1 X22、 Y3 縄文土器 深鉢

第 71図 図版 39 2 縄文土器 深鉢

第 71図 図版 39 X20,Y13 縄文土器 深鉢 (199) 外面 :条痕、内面 :ミガキ

第 7 図 図版 39 X12,Yll 縄文土器 深鉢

第 7 図 図版 39 縄支土器 深鉢

第 7 図 図版 3C X22、 Y8 打製石斧 24.6 花前岩か

第 7 図 図版 3C 7 X15、 Y10 磨製石斧 4.9 砂岩か

第 7 図 図版 3C S101 須恵器 杯 (10.4)

第 7 図 図版 3C S101 土師器 椀 かまど出土、内外面赤彩

第 7 図 図版 3C S101 土師器 甕 内外面とも、日縁 :ナデ、体部 :カキメ

第 7 図 図版 3C 11 S102 須恵器 杯

第 7 図 図版 3C S101 須恵器 杯 30 (33) (8.0)

第 7 図 図版 3C S102 須恵器 杯 かまど上面

第 7 図 図版 3C 14 S102 須恵器 杯

第 7 図 図版 3( S102 須恵器 蓋

第 7 図 図版 3( S102 須恵器 杯

第 7 図 図版 3( S102 須恵器 蓋 5.4

第 7 図 図版 39 S102 Pl 土師器 轟 22.3 内外面ともナデ

第 7 図 図版 39 S102 土師器 賽 (250) 内外面ともナデ

第 7 図 図版 40 S103 須恵器 杯 (122)

第71図 図版 40 S103 須恵器 杯 (11.5)

第 71図 図版 40 S103 土師器 奏 13.2 内外面ともナデ
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版
号
図
番

真
版
写
図

物
号
迪逗
来
笛
遺構番号 種類 器種 唯

ｍ
器高
(全長)

底径
(厚さ)

特 記 事 項

第 72図 図版 4( S104 須恵器 四耳壷

第 72図 図版 4( S104 須恵器 甕 外面 :平行線文タタキ、内面 :当て具痕

第 72図 図版 4( S104 土師器 奏
外面 :口縁ナデ、体部カキメ、内面 :ナ
デ

第 72図 図版 4C S104 土師器 奏 206 内外面とも、口縁 :ナデ、体部 :カキメ

第 72図 図版 4C S105 須恵器 蓋

第 72図 図版 4C S105 土師器 椀

第 72図 図版 4C S105 土師器 甕

第 72図 図版 4C 30 S105 土師器 奏 232 内外面とも、口縁 :ナデ、体部 :カキメ

第 72図 図版 4G S106 須恵器 杯 80

第 72図 図版 4C S106 須恵器 杯

第 72図 図版 4C S106 須恵器 杯 (11.0)

第 72図 図版 42 S106 土師器 奏
内外面とも、回縁 :ナデ、体部 :カキメ、
体部下半 :ヘラ削り

第 72図 図版 41 S106 土師器 甕
内外面とも、日縁 :ナデ、体部 :カキメ、
体部中 :ヘラ削り

第 72図 ヨ版 41 S106 土師器 斐
内外面とも、日縁 :ナデ、体部 :カキメ、
体部中:ヘラ削り

第 72図 図版 41 S106 土師器 甕 21.4 内外面とも、口縁 :ナデ、体部 :カキメ

第 73図 図版 42 S106 土師器 甕
外面 :口縁 :ナデ、体部 :カキメのちタタキ、
内面 :口縁ナデ、体部ハケ

第 73図 図版 41 S106 土師器 奏

第 73図 図版 43 S107 須恵器 杯 l■4

第 73図 図版 4C 41 S107 土師器 枕 (200)

第 73図 図版 4こ 刀
仕 S109 須恵器 蓋

第 73図 図版 43 S109 須恵器 蓋 (140)

第 73図 図版 43 44 S109 土師器 甕 (20.2) 内外面ともナデ

第 73図 図版 43 刀
■ S109 土師器 椀 (15,0)

第 73図 図版 39 46 S109 土師器 皿 140 4.6 内外面ともナデ

第 73図 図版 43 S109 土師器 皿 14.0 外面赤彩

第 73図 図版 43 48 S109 土師器 皿 56

第 73図 図版 43 S109 土師器 椀 4.6 内面ヘラ削り

第 73図 図版 43 S109 土師器 椀

第 73図 図版 43 S110 須恵器 蓋 18.4 34 34 ＼ラ記号有

第 73図 図版 43 S110 須恵器 杯 11.0

第 73図 図版 43 S110 土師器 甕 118 内外面ともナデ

第 73図 図版 43 S110 土師器 奏 212 内外面とも、口縁 :ナデ、体部 :カキメ

第 73図 図版 43 S110 土師器 甕 220 外面 :口縁ナデ、体部カキメ、内面 :ナ
ア

第 74図 図版 44 SK02 土師器 椀 ? 60

第 74図 図版 44 SK04 土師器 奏 (12.2)

第 74図 図版 45 SK06 須恵器 蓋

第 74図 図版 45 SK06 須恵器 蓋 (120)

第 74図 図版 45 SK06 須恵器 蓋

第 74図 図版 45 SK06 中世土師器 皿 (50) 非ロクロ成形

第 74図 図版 44 SK05 須恵器 杯 142

第 74図 図版 44 SK05 須恵器 杯 90

第 74図 図版 44 SK05 須恵器 杯

第 74図 図版 44 SK05 須恵器 蓋

第 74図 図版 44 SK05 土師器 椀
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図版
番号

写真
図版
遺物
番号
遺構番号 種類 器種

口径
(幅 )

器高
(全長 )

底径
(厚さ)

特 事 項

第 74図 図版 44 SK05 土師器 皿
内面黒色、外面 :ナデ、内面 :ヘラミガ
キ

第 74図 図版 44 SK05 土師器 奏 (210) 外面 :ナデ

第 74図 図版 44 SK05 土師器 奏 14.6 内外面ともナデ

第 74図 図版 45 SK08 土師器 奏
外面 :口縁ナデ、体部ハケ、内面 :カキ
メ

第 74図 図版 45 SK08 鉄釘

第74図 図版 45 SK09 土師器 甕 (200) 外面 :カキメのちナデ、内面 :カキメ

第 74図 図版 45 SK10 須恵器 蓋

第 74図 図版 45 SK12 土師器 椀 (140)

第 74図 図版 45 SK12 中世土師器 皿 (1.7) (40) 非ロクロ成形

第 74図 図版 45 SK14 土師器 甕 202 内外面ともナデ

第 74図 図版 45 SK15 須恵器 蓋

第 74図 図版 45 SK15 中世土師器 皿
Ｏ
Ｏ ロクロ成形、一段ナデ

第 74図 図版 45 SK19 青磁 碗 15.2

第 74図 図版 45 SK19 土師器 枕 26.6

第 74図 図版 4[ PIT 須恵器 蓋 SD01南側の p五

第 74図 図版 4〔
Ｏ
Ｏ SD01 須恵器 蓋 124

第 74図 図版 4〔 83 SD01 須恵器 蓋 152 (14.2)

第 74図 図版 4〔 84 SD01 須恵器 杯

第 74図 図版 4〔 SD01 須恵器 杯

第 74図 図版 4〔 SD01 土師器 甕 30,0 内外面ともナデ

第 74図 図版 4モ SD01 土師器 甕 22.2 内面 :カキメ

第 75図 図版 4〔 88 SD01 土師器 甕
外面 !ナデ、内面 :口縁ナデ、体部カキ
メ

第 75図 図版 4こ 89 SD01 土師器 皿

第 75図 図版 44 90 SD01 中世土師器 皿 1■4 一段ナデ

第 75図 図版 44 SD01 中世土師器 皿 ロクロ成形、油痕有、灯明皿

第 75図 図版 44 ａ
υ SD01 中世土師器 皿 4.6 ロクロ成形、油痕有、灯明皿

第 75図 図版 44 SD01 中世土師器 皿 ロクロ成形

第 75図 図版 4C 94 SD01 土師器 椀 ロクロ成形

第 75図 図版 44 SD01 珠洲 片口

第 75図 図版 44 SD02 須恵器 蓋 (176)

第 75図 図版 44 SD03 須恵器 蓋

第 75図 図版 44 SD03 土師器 甕 内外面ともナデ

第 75図 図版 44 SD05 中世土師器 皿 14.8 ロクロ成形、2段ナデ

第 75図 図版 44 SD06 須恵器 杯 100 (1,7) (4.0)

第 75図 図版 44 SD06 須恵器 蓋 103

第 75図 図版 44 SD06 土師器 甕 86 内外面とも横ナデ

第 75図 図版 44 SD06 中世土師器 皿 (138) 一段ナデ

第 75図 図版 44 SD06 鉄釘 4.2

第 75図 図版 44 SD06 珠洲 鉢 (340)

第 75図 図版 44 SD06 白磁 碗

第 75図 図版 44 SD07 中世土師器 皿 非ロクロ成形

第 75図 図版 44 108 SD07 土師器 椀 164 内面ナデ

第 75図 図版 4こ S109 土師器 枕 14.0

第 75図 図版 4E 110 P324 須恵器 杯

第 75図 図版 4〔 P153 須恵器 杯 86

第 76図 図版短 SX02 土師器 甕 内外面ともハケ、ヘラ削り
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第 76図 図版 4( 1 3 土師器 高杯

第76図 図版 46 1 4 土師器 高杯

第 76図 図版 45 1 5 須恵器 蓋 pit上面 X10、 Y8

第 76図 図版 46 1 6 X13,Yl 須恵器 蓋 152

第 76図 図版 46 1 7 Xll Y8 須恵器 亜

第 76図 図版 46 1 8 X20,Y20 須恵器 広日壷 13.2

第 76図 図版 46 1 9 X13、 Y5 須恵器 巽

第 76図 図版 46 X21、 Y2 須恵器 一更

第 76図 図版 46 X16、 Y5 土師器 甕

第 76図 図版 46 排土 土師器 甕

第 76図 図版 46 土師器 奏

第 76図 図版 46 土師器 皿

第 76図 図版 46 土師器 皿

第 76図 図版 46 土師器 皿

第76図 図版 46 中世土師器 皿 非ロクロ成形

第 76図 図版 46 中世土師器 皿 10,8 非ロクロ成形

第 76図 図版 46 つい土 珠洲 甕 15.6

第 76図 図版 45 下駄

6.梅原胡摩堂遺跡 26地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 10図 )

調査区は、県道福野城端線の西側にあたる 2,430

だで、南北約 55m、 東西約 45m、 (南端は約 10m

東に張り出す)略方形に展開している。標高は現

況南端部で約 74.8m、 北端部で約 74.5mを 測る。

地表から地山面までの深さは約 20cm～ 90cmで

北側が深い。基本土層は、25地区および 26地区

を通して、上位から①耕土、②床上、③近代の盛

第 10図 梅原胡摩堂遺跡 26地区の基本層序
土 (以上 I層表土)、 ④遺物包含層 (Ⅱ 層)、 ⑤黒

色土、⑥漸移層 (Ⅲ層)、⑦地山 (Ⅳ層)である。26地区の表上下位の状態としては、北側に④遺物包含層 (土

層注記ではⅡ層と表記)が認められ、中央から以南は、⑥漸移層、南端部では表土直下が⑦地山となって

いる。遺物包含層からは中世の遺物が多く出土し、X23～ 25・ Y16～ 22にかけては礫群とともに中世土

師器、珠洲が見つかった。この面を礫集中遺構 (SX03)と した。遺構は礫集中遺構をのぞきすべて漸移

層および地山面での検出である。

(2)検出遺構の概観

。26地区全体     ・古代 (8～ 9世紀)と 中世 (12世紀代)の遺構を検出した。
・古代 (8～ 9世紀) 。竪穴建物 6棟、土坑 8基である。

竪穴建物    ・平面形はおおむね一辺 5m前後の方形である。
・竪穴の主軸は真北よりやや東である。

・すべてカマ ドを有しており、カマドは建物の南東隅に位置する。

。3棟に貼床が認められる。

26地 区            25地 区

I

①

②

⑥

①

f5D

⑥

⑦
一
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土坑      ・ほとんどが長方形を呈する。

・多くが中世遺構に切られている。

出土遺物    ・須恵器の壷、杯、杯蓋、須恵器製作技法の上師器長胴丸底奏などである。
・中世 (12世紀中～後半)。 掘立柱建物 9棟、竪穴状土坑 12基、溝 6条、礫集中遺構 1基、畑跡である。

掘立柱建物    。大きく総柱建物と側柱建物とがある。
・建物の軸がほぼ南北となるもの、真北より東に振れるもの、真北より西に

振れるものがある。

・数棟は竪穴状土坑ないし上坑と関連する。

竪穴状土坑    。すべて方形を呈し、2基をのぞきほとんどの竪穴長軸がほぼ南北方向である。
。竪穴の軸が掘立柱ないし溝の軸と平行するものがある。

・竪穴床面の中央から北側が一段低い段差構造のものが 2基ある。

溝      。南北軸全長約 90mを測るものがあり、底面の標高から、南から北への流

路をとる。また、6条のうち、2条はクランク状に曲がる。

礫集中遺構    。長方形の上坑状の掘り方を有する。
・扁平礫を敷いている。

畑跡     ・約 80だの範囲で 30条ほどの小溝からなるもの、調査区西側で古代の住

居と重複するものがある。

出土遺物    ・中世土師器・皿、珠洲・奏、青磁・碗、白磁・碗、鉄製品、土錘等がある。
。その他        ・縄文時代の上坑 1基がある。掘り方の底面が広く、断面観からフラスコ

状ピットと称される。

・不明の上坑、および小穴群がある。いくつかは掘立柱建物の付属と思わ

れるものもあるが半J断は困難である。

(3)遺構の概要 (第 5・ 6表 )

検出した遺構のうち、各期の主要な遺構を中心に記載することとする。

A.古代

S102(第 42図 図版 17)

調査区 X25～ 27、 Y3～ 5にかけて所在する。上部は削平を受けており、西壁の一部は調査区外である。

また竪穴中央部は SK01に よって切られている。竪穴西側で貼床が認められた。カマ ドは南東隅にあり、

上部が焼土粒の集積などの灰層で覆われ、この下位で燃焼部と両袖の痕跡が確認された。燃焼部内は深さ

20cmほ どの小穴がある。煙道は不明である。付属遺構はカマ ドの東側に 2基、西側に 6基の小穴を検出

している。P01は覆上の状況から住居に伴うものと思われる。P02と P05は いずれもカマド灰層下位から

の検出である。P06の埋土は焼土ブロックからなる。遺物は土師器・椀、須恵器・有台杯、杯蓋、横瓶が

カマ ド周辺から出土している。

S103(第 43図 図版 18)

調査区 X21～ 23、 Y3～ 5にかけて位置し、S102の南側に所在する。畑跡とともに検出した。上部は

削平され、カマ ドと床面のみを確認した。畑跡の溝が竪穴の床面より深い部分もみられる。カマドは南東

隅にあり、燃焼部を検出している。燃焼部からやや南に煙道の存在が認められた。煙道の先に小穴があり、

関連などを検討したが詳細は不明である。遺物は埋土から土師器・杯の底部がみつかっている。
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S104(第 44図 図版 17)

調査区北側の X28～ 29、 Y7～ 10にかけて位置する。包含層除去後の漸移層で検出した。北壁の一部

は撹乱を受けている。竪穴内の北側と南側にそれぞれ 1基ずつ SB03の柱穴が並ぶ。竪穴はほぼ正方形と

なる。東壁中央に直径約 lmの楕円形土坑がある。埋上の状況から住居と同時期に埋没したものと判断さ

れる。土坑の東壁は SD03に よって削られていた。竪穴の西側 2m× lmの範囲は貼床を施している。カ

マドは南東隅にある。燃焼部の東西両脇がやや浅く掘 り込まれており両袖へと接続していたものと思われ

る。さらに南に lmほ ど煙道が延びている。遺物は竪穴全体でみつかっており、特に土坑からカマ ド周辺

にかけて土師器・長胴奏、広口の短胴巽、須恵器 。杯などがまとまって出土した。

S108(第 45図  図版 18)

調査区X19～ 21、 Y10～ 11に位置する。上部は削平され、また竪穴の西壁はSD03に よって削られている。

主軸はほぼ真北を示している。埋土は褐灰色を基調とし、粘質土とシルトで構成されている。粘質土は地

山粒子を含み、竪穴内の南側にみられた。東壁側でほぼ完形の土師器・甕が横転した状態で出土した。カ

マ ドは南西隅で検出した。カマ ド周辺には灰層があり、この灰層から下位の燃焼部直上にかけて、2個体

の土師器・甕の破片が集中していた。カマドのある南壁は燃焼部の両脇が緩やかに立ち上がっており、袖

を構成していたものと思われる。煙道は確認されなかった。遺物は、土師器・甕、須恵器・無台杯、有台

杯が出上した。

SH2(第 46図 図版 18)

調査区東側 X24～ 26、 Y20～ 23にかけて位置する。ほぼ正方形を呈し、北東隅の壁は中世遺構に切られ、

形状不明である。主軸は N15° ―Eで、やや東に傾 く。カマ ドは南東隅にあり、灰層と燃焼部が確認さ

れた。袖、煙道は認められなかった。埋土中、上位 1層 は基本層序の④層起源で、多数の中世遺物を含む。

貼床は住居の中央部でみられた。直径 lm前後の上坑が床面で 5基、小穴が 12個検出した。いずれも埋

上の状況からS112よ りも古いと考えられるが現段階で詳細は不明である。遺物は土師器・奏、内面黒色碗、

須恵器・甕、壷、杯蓋、無台杯などが出土した。

S120(第 46図 図版 20)

調査区東側 X21～ 23、 Y23～ 24にかけて位置する。東側半分を S111に よって切られている。カマ ド

は残存部ではみつかっていないが、床面直上に焼上、炭化物が見られることから東側のいずれかにあった

と推測される。住居中央と南壁に SB07の柱穴がある。遺物は須恵器・奏である。

SK09(第 43図  図版 6)

調査区 X12～ 13、 Y20～ 21に位置する。規模は 2.4m× 1.lm、 深さ57cmを 測る。覆土の状態から埋

め戻された可能性が高い。遺物は土師器 。内面黒色土器である。

SK15(第 39図 )

調査区南東側 X5、 Y30に位置する。東側半分が調査区外となる。長さ■2mほ どの長方形を呈してい

たものと思われる。遺物は土師器 。妻が出土している。

SK16(第 39図 )

調査区南側 X5、 Y19～ 20にかけて位置する。南半分は SD03に よって切られている。規模・形状は残

存の北半分から直径 lm、 深さ40cmの不整円形が推定される。遺物は須恵器・杯蓋、白磁・皿が出土し

ている。

SK19(第 39図 )

調査区東側 X18～ 19、 Y24にかけて位置する。規模・形状は2.lm× ■9mの方形で、深さ約 40cmである。
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遺物は須恵器・杯が出土した。

SK21(第 39図 )

調査区東側 X16～ 17、 Y26に位置する。東側は調査区外となり、規模は (2.5m× 1.5m)、 確認面から

の深さ30cmを 測る。遺物は須恵器・杯、蓋、土師器が出土している。

SK22(第 39図 )

調査区 X15～ 16、 Y20に位置する。規模・形状は 1.8m× 1.3m、 深さ約 20cmを 測り、長方形を呈する。

上面が SX08に よって削平されている。遺物は灰釉陶器・椀が出上した。

SK25(第 43図 )

調査区 X25～ 26、 Y6に位置する。S102の東側で検出した。規模は 2.lm× ■4m、 深さ20cmである。

上部は削平されている。遺物は土師器・杯が出上した。

B.中世

竪穴状土坑は、検出時古代竪穴建物である可能性があったことから、「SI」 で表記している。

S101(第 47図 図版 19)

調査区 X28～ 31、 Yll～ 13に位置する。竪穴の北半分が一段低い構造となっている。確認面からの深

さは北側で 35cm、 南側で 10cmで ある。埋土は砂質ないしシルトからなり、壁から床面に沿って鉄分の

沈着が認められた。柱穴は南北壁中央、竪穴内中央に各 1本、東西は竪穴の外にそれぞれ 3本、計 9本配

されている。柱穴の並びから掘立柱建物とその付属施設として捉えられる。柱穴に明確な柱痕は認められ

ず、西側中央のものは小礫が 2点入っていた。遺物は中世土師器・皿、珠洲・奏、刀子が出上した。

S105(第 48図  図版 19)

調査区 X27～ 28、 Y6、 7に位置する。埋土は、粘質土とシルトからなり、中位では焼土粒、炭化物が

みられた。また上部から底面にかけて拳大の自然礫 (亜円礫)が入り、鉄分が全体にみられた。遺物は主

に北側から中世土師器・皿、珠洲・水注などが出土した。規模、形状から土坑の可能性が高い。

SЮ6・ S107・ S119(第 49図  図版 19)

調査区西側 X20～ 23、 Y5～ 8にかけて位置する。S106の南壁は S119に よって削られている。埋土状

況から西壁側に地山起源の厚い粘上があり、壁の作 り替えと貼床を施している。遺物は中世土師器・皿な

どが出土した。

S107は S106のやや南東に隣接している。竪穴北半が一段低い構造である。主軸の方位は N-8° 一Eを

示し、S106と ほぼ同一軸である。埋土は地山ブロックの上位に基本層序④層が厚 く堆積している。遺物

は中世土師器・皿と鉄津が出上している。

S119は、X21、 Y5、 6に位置し、S106の南壁を切っている。東西壁の角度はややゆるやかである。埋

土には全体に地山起源の粒塊が混じり、埋め戻しの状態を示していることから土坑の可能性がある。遺物

は中世土師器・小皿が出上している。

S109・ S114・ S115(第 50図 図版 20。 21)

S109、 S114、 S115は調査区中央の X20～ 23、 Y12～ 17にかけて位置する。

S109の埋土は 2層 に分けられた。いずれも砂質土である。上位層は焼土粒と炭化物を含み、鉄分の影

響を受けている。下位層は粒子の粗い黒色砂である。竪穴の周囲と中央に SB02の柱穴が配列しており、

柱穴の埋土が竪穴の上位層と同質であった。遺物は中世土師器・小皿、蓋、三足脚、珠洲・奏、すり鉢、

青磁・碗、合子、鉄製容器、鉄淳が出土した。S114は上面を S115に削られている。埋土は灰責褐色土で、

炭化物と焼土を含む部分がある。大小の礫とともに中世土師器・皿、珠洲
。すり鉢、鉄製品、鉄津などが
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出上している。S115は上部が削平され形状は不明瞭である。遺物は中世土師器・皿、壷が出土している。

SHO(第 48図 図版 20)

調査区東側 X22～ 24、 Y22～ 26にかけて位置する。埋土は粘性のある黒褐色土で、部分的にシルトが

入り込む。竪穴中央部で SB02の柱穴が上位から掘り込まれていた。遺物は中世土師器・皿、珠洲。すり鉢、

青磁・碗などが出上している。

SHl(第 46図 図版 20)

調査区東側 X21～ 23、 Y23～ 24にかけて位置する。埋土はしまりのある黒褐色土からなり、床面は貼床

が施されている。遺物は中世土師器・皿、珠洲・甕、すり鉢、青磁・碗、皿などが出土している。

SH3(第 53図 )

調査区北側 X25～ 27、 Y14～ 16にかけて位置する。北東部は撹乱を受けている。埋土は粘土からなり、

底面近くではグライ化する。自然礫が多数入り込んでいた。規模、形状から土坑と思われる。遺物は中世

土師器・皿が出上している。

SH6(第 53図 図版 21)

調査区 X13～ 14、 Y20～ 22にかけて位置する。埋土は鉄分を含む黒褐色土からなり、下位はシルト質

粘土ブロックが入り込んでいる。自然堆積を呈している。遺物は土師器・皿と珠洲・すり鉢が出土している。

SH7(第 53図 図版 21)

調査区 X14～ 15、 Y17～ 18にかけて位置する。南東壁が SB04の柱穴で削られている。埋土は基本層

序④層起源の土層からなり貼床が施されている。貼床下位にSK26があり、須恵器・有台杯が出上している。

SB01～ SB09(第 39・ 40。 52・ 53図 図版 21)

SB01は調査区南西側に位置し、南北 4間、東西 2間の総柱建物である。主軸方位は N-1° ―Wを示す。

SB02は調査区中央部に位置し、南北 4間、東西 8間の総柱で、主軸は東西方向である。南西隅の柱と南

北中央柱列のうちの 1本が存在しない。この周辺は竪穴状土坑 (S109・ 14・ 15)が並んで位置しており、

関連性があると思われる。SB03は、調査区北西部にあり、東西南北 3間 ×3間総柱の建物である。南東

隅の柱穴は明らかにできなかった。主軸は N14° ―Eで、北からやや東にある。この建物から1間ほど

北東に S101があるが主軸方向にやや差異があるため、切 り離してとらえておくこととした。SB04は調査

区中央のやや南にあり、主軸方位 N-9° ―Wを示す 2間 ×5間の総柱建物である。これより西に3mほ ど

離れたところで同軸方向に並ぶ 2列 を確認した。SB05は、調査区南東隅で検出した。柱 2列からなる側

柱構造の建物と思われる。主軸方位は N9° 一Wである。SB06お よび SB07は、SB02の南東部に接して

いる。それぞれ 3本 2列からなる小規模なつくりである。2棟一対をなして機能していたものと考えられ

る。SB08は S114と 重複して存在する。主軸方向が東西にあり、3本 2列の側柱となる。柱穴はやや大型

の方形を呈している。SB09は、調査区中央の畑跡 SX09に 隣接している。周辺は畑の小溝や土坑が集中し、

柱列との重複により、SB09の規模などが不明瞭である。SK23は この付属施設として捉えられる。SK23

からは中世土師器などがまとまって出土している。

SD01～ SD06(第 39・ 40図  図版 22)

SD01は調査区の北西隅に位置する。幅 ■46m、 深さ40cmを測る。最深部の標高は 73.44mである。

SD02は幅 ■4m、 深さ約 20cmで、調査区中央の畑跡から南北に 10m、 南端から西に方向を変えて 23m

先の調査区外へと続 く。南北軸は畑の小溝と平行である。須恵質の鉢が出上している。SD03は幅 ■2～

■5m、 深さ 15～ 30cm、 全長 89mで、調査区を東西に三分するように南北を貫く溝である。中央付近で

やや東にきりかえている。溝底面の標高は南が 74.43m、 北が 73.89mで北への緩やかな流路となっている。
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遺物は珠洲 。大奏、すり鉢、重などが出上している。SD04お よびSD06は、調査区南端に位置し、いず

れも東西方向の溝である。SD04は最大幅 2.4m、 深さ60cmを 波1る大溝である。SD06は幅 1.3m、 深さは

最大92cmを測る狭く深いタイプの溝である。この埋没後にSD04が築かれている。遺物は出上していない。

SD05は調査区南に位置する。溝幅は最大で 1.34m、 深さ40～ 50cmを 測り、SD03の東側、北西―南東

方向の進路である。遺物は出土していない。

SX03(第 41図 図版 22)

調査区X23～ 25、 Y16～ 23に位置する。礫群は南北約 5m、東西約 10mの面積約50∬の範囲で検出した。

標高は74,4m前後、北縁辺が74,35mと やや低い。検出層位は基本層序④層である。礫群は主に拳大およ

び人頭大の円礫・破砕礫 (約 500個以上)か らなり、中世土師器・皿、珠洲・奏、鉢等をともなっている。

削平の影響を受け配列などは不明瞭であったが、X23、 24、 Y19、 20において状態の良好な集石部を検出

した。土坑状の掘り方を有し、長方形を呈している。規模は 1.8m× 0。9m、 深さ20cmを測る。集石は径

20cm～ 10cmの亜円礫・破砕礫 (約 200個)等を上坑の壁に沿って並べ、内部にも隙間無く詰めた状態

を示していた。この直下は直径 20cm大の扁平礫によって敷石状となっていた。北壁の一部は小穴によっ

て削られていた。埋土は、基本層序④層に地山粒子を含む土層からなり、底面直上で腐植質の黒色上が薄

く認められた。遺物は中世土師器・皿が出土している。埋葬施設として捉えられ、周辺はその関連遺構だ

ったものと考えられる。

C.そ の他の時期

SK38(第 43図 図版 21)

調査区 X14、 Y19に位置する。開口部径が約 40cm、 底径が約 60cm、 深さ約 40cmを測る。断面の形

状がフラスコ状を呈する。中世の柱穴調査時に発見されたもので、覆土から縄文時代の土器が出土した。

(4)遺物の概要 (第 77～ 87図 図版 47～ 57 第 7。 8表 )
掲載した遺物の詳細は一覧表に記載のとおりである。ここでは、各期の主要遺構出土遺物を種類別にと

りまとめることとする。

A.古代 (第 77図～ 80図 )

土師器・甕、椀、内面黒色椀、須恵器・奏、壼、無台杯、有台杯、杯蓋などがある。

土師器・甕はS104の 4点 (6～ 9)、 S108の 3点 (11～ 13)、 S112の 2点 (18、 19)で ある。6、 11、

12、 13は丸底長胴奏でいわゆる砲弾型を呈する。これらは胴部内外面とも上半にロクロナデ、カキメ、

下半にタタキを施し、須恵器製作技法によるものである。8の短胴奏の上半にも同様のカキメがみられる。

7、 9、 19は内外面ともハケメが施されている。18は ロクロ成形である。

土師器・椀はS102か ら1点 (1)出土している。1は内外面ともミガキを施しているが、外面下半は摩

減している。

内面黒色椀はS112か らの2点 (20、 21)、 SK09か らの 1点 (29)がある。20はカマドからの出上で下

位にかけてやや厚みがある。29の底面は回転糸切り痕がある。

土師器・杯はSK25から1点 (39)出土している。内外面ともにミガキが施されている。

須恵器・甕はS120か ら口縁部 1点が (27)出土。外面に格子タタキ、内面に同心円のあて具痕が認められる。

須恵器・壷はS112の直口壷 1点 (26)がある。26は S112か ら体部が出上し、調査区北側撹乱でみつか

った口頸部と接合した。高台が潰れズレを生じている。頸部に波状櫛描文、列点櫛描文が施される。頸部

から肩部にかけて降灰による自然釉がかかる。8世紀中頃と思われる。
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無台杯は S108の 1点 (14)、 S112の 3点 (22、 23、 24)、 SK19の 1点 (34)、 SK21の 1点 (37)がある。

24を のぞき底部切 り離しは回転ヘラ切 りである。22は口縁に油煙が認められる。34は底面に「林」の墨

書が施されている。14、 22、 23、 24、 34、 は 8世紀中頃、37は 9世紀前半と思われる。

有台杯は S102か ら1点 (3)、 S108か ら2点 (15、 16)出上している。すべて底部は回転ヘラ切 り後高

台を接合し、ナデ整形を施している。3は内面見込みが平滑で、墨の痕跡があり転用硯である。

杯蓋は S102(2)1点、S112(25)1点 、SK16(31、 32)2点、SK21(35)1点 である。2は、胎土に

白色粒を多量に含む。25は頂部が回転ヘラ切 り、つまみ部は回転ナデが施されている。31、 32、 35は平

頂蓋である。35は 8世紀後半とされる。

横瓶は S102か ら1点 (4)出上している。4は瓶の側部である。外面は平行タタキが施され、凹線が 1

条めぐる。内面には同心円のあて具痕がみられる。

その他の遺物は SK22か ら灰釉陶器椀 (38)が出土している。内面が施釉されている。9世紀前半に比

定される。

B.中世 (第 81図～ 87図 )

主に中世土師器・皿、珠洲 。奏、すり鉢、重、外 (須恵質土器も含む)、 中国陶磁器の碗・皿類、鉄製

品の刀子・釘などのほか鉄淳がある。図示した個々の詳細については第 3表に示している。

中世土師器・皿は非ロクロ成形のものが中心となる。このうち竪穴状土坑からは S101出± 5`点 (41～

45)、 S105出 ± 2点 (49、 50)、 S106出 ± 2点 (54、 55)、 S107出 ± 1点 (57)、 S109出 ± 21点 (59～

80)、 S110出± 13点 (94～ 106)、 S111出± 7点 (113～ 119)、 S113出± 1点 (126)、 S114出± 5点 (129

～ 133)、 S115出 ± 1点 (140)、 S116出 ± 1点 (142)、 S119出 ± 1点 (145)で ある。このほか SX03の

礫集中出上の 7点 (152～ 158)が あり、掘立柱建物では SB02の柱穴 P375出± 1点 (187)と SB09の

付属土坑 SK23出 ± 18点 (165～ 182)がある。全体に口径 8～ 9cmの小皿と口径 13～ 14cmの 皿とが

あり、体部上半に段を有するものと無いものとに分かれる。さらに底部が丸底あるいは平らなもの、口縁

部が直立するものなど、細分が可能である。S109の 63は小皿で口縁に油煙が付着している。S110の 13

点のうち 94、 97、 99～ 102は体部下半に指頭様の圧痕がある。

珠洲・奏は竪穴状建土坑出上のものが S101の 46、 S109の 82、 S111の 12で、溝遺構出上のものが

SD03の 148、 149で ある。149は大奏である。148は 口縁端部を強く外反させている。外面は平行タタキ

が施されている。82、 128、 148、 149の内面は指頭ないし拳状の押圧がみられる。

すり鉢は S109の 83、 S110の 107、 S114の 134、 S115の 143、 SD03の 150、 SD04の 147、 SX03の 16と、

162、 SB02 P347の 185がある。107の外底面は静止糸切 りとなっており、卸目が内底面に達している。

134の卸目は底から口にむかって引かれている。150は外面に回転ナデを施し、波状の卸目である。

壷は SK31の 40、 SD03の 151、 SB09の 184、 S111の 125がある。40、 151、 184は肩部に櫛描き波状

文をめぐらせている。184は 3段の櫛描き波状文をめぐらせており、肩部上位が蓮弁座で加飾されている。

瓶は S105の 1点 (51)がある。51は双耳を配し、頸部から肩にかけてロクロによる凹線がめぐる。口縁

端部は玉縁状となる。肩部には櫛描き波状文が施されている。

鉢は SD02の 146、 SX03の 163、 包含層 X18-Y18の 189がある。このうち 163は底部が静止糸切 りに

よるもので、内面に巴文が刻まれている。189は片日外で、底部に板状圧痕がみられる。

中国製陶磁器のうち、青磁の碗は S105か ら2点 (52、 53)S109か ら3点 (84～ 86)、 S110か ら4点 (108、

109、 1■、112)S111か ら1点 (122)、 SB09-SK23か ら1点 (164)出上した。52はヘラによる片切 り彫

り草花文が施されている。86も またヘラによる片切 り彫 りによる文様が内面に施されている。52、 53、
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85、 86、 164は龍泉窯系で大学府編年によるD期に相当し、12世紀中頃～後半と思われる。皿は S111の

124、 SX03の 159がある。同安窯系で 12世紀中頃～後半のものとされる。白磁は S110か ら皿が 1点 (110)、

S111か ら合子の身 1点 (123)、 包含層 X20、 Y5か ら碗が 1点 (196)出上している。このうち 110は太

宰府編年によるF期相当 13世紀前半、196は C期相当で 11世紀後半から12世紀前半に位置づけられる。

その他の遺物

鉄製品は、S101か ら刀子 2点 (47、 48)、 S106か ら釘 1点 (56)、 S109か ら鉄製容器 2点 (89、 90)鉄

淳 2点 (91、 93)、釘 1点 (92)、 S114か ら釘 3点 (135～ 137)、 鉄淳 2点 (138、 139)、 包含層から釘 2点 (193、

194)、 針状製品 1点 (195)が出土している。47は完形品である。刃部の長さ 16cmで、片区の刀子である。

茎から棟にかけてやや湾曲している。48は刃先が折れて欠失している。刃部は中ほどから先端にかけて

曲がっており、区部は錆朽のため不明瞭である。

土製品は、S109の 81は三脚の脚部である。土師質で全体にナデが施されている。192は土錘である。

表面に板状の圧痕があり、転がして成形したものと思われる。SK38の 28は縄文時代晩期の浅鉢形土器

である。口縁部下位は段を有する。主文様は沈線による工字文を器面に展開する。瘤状突起が 12箇所に

配する。 (小柳 リラコ)

第 5表 梅原胡摩堂遺跡 26地区竪穴建物計測表

遺構番号 主軸 南北×東西 (m)
床面積
(∬ )

深 さ
(cm)

カマド 屋内施設 床面 時 期

S101 N-10°一E 4.46× 3.62 12世紀中頃

S102 N-7°一E 4.86× 370 14 ○ 貼床 8世紀中頃

S103 N-7°一E 478× 354 15,7 8 ○ 3世紀中頃

S104 N-4°  E 332× 304 ○ 土坑 貼床 3世紀中頃

S105 N-10°一E 314× 200 44 12世紀中頃
～
後半

S106 N-14°一E 292× 220 貝占床 12世紀中頃

S107 N-8°  E 2.96× 2.64 西 20】ヒ45 12世紀中頃

S108 N-1°一E (4.64) × (3.54) ○ 3世紀中頃

S109 N-4°一E 528× 460 12世紀中頃
～
後半

S110 N-2°一E 376× 406 13世紀前半

S111 N-1▽一E 432× 360 貼床 12世紀中頃
～
後半

S112 N-15°一E 3,76× 3.80 ○ 貼床 3世紀中頃

S113
N-0°一
VヽE 332× 4,76 12世紀中頃

S114
N-0°
VヽE 4.18× 392 貼床 12世紀中頃

～
後半

S115
N-0°
WE (156) ×372 12世紀中頃

～
後半

S116 N-3° 一 Vヽ 250× 344 12世紀

S117
N-0°
WE 256× 190 38 貼床

S119 N-9°一E 3.30× 260 3 12世紀中頃
～
後半

Ｃ
０ N-1°一E 432×  (1,76)

第 6表 梅原胡摩堂遺跡 26地区掘立柱建物計測表

遺構番号 建物方向
規模
梁行×桁行

柱数 醸
∽

梁

ｍ

桁

ｍ

柱穴規模 (平均値)(cm)

長 軸 匁豆  草由 深 さ

SB01 N-1▽  Aヽ「 2× 4 39,18 462 8.48

-30-



遺構番号 建物方向
規模
梁行×桁行

柱数 醸
⑪

梁

ｍ

桁

ｍ

柱穴規模 (平均値)(cm)

長 軸 短 軸 深 さ

SB03 N-14°一E 3× 3 5236 6.80 770 100

SB04 N-9° 一E 2× 5 164.15 1156 14.20

SB05 N-7°  W × 3 8 4118

SB06 N-1マ ーE 1× 2 6 2.08 4.48 48

SB07
N-0° 一
WE 1× 2 6 9,86 2.20 448 48 刀

仕 46

SB08 N-4°  W 1× 2 6 2,10 100 80 20

SB09 N-5° 一E 2× (3) 10 5571 4.62 1206 86

第 7表 梅原胡摩堂遺跡 26地区出土遺物計測表
物
号

迫
逗
柔
営
遺構番号 種類 器種

口径
(cm)
器高
(cm) 解ぐｃｍナ

部
率
縁
存
口
残

部
率存

底

残 特 言己 事 項

l S102 土師器 椀 12% ヘラミガキ

2 S102 須恵器 杯 蓋 (140 35% 回転ナデ、頂部回転ヘラ削り

3 S102 須恵器 有台杯 (153) 41 10.0 20% 65% 回転ナデ、底部回転
ヘラ切り後粗いナデ・板

状圧痕、内面墨痕あり。転用硯と思われる

4 S102 須恵器 平瓶
回転ナデ、外面平行タタキ、内面当て具痕 (同
心円)

5 S103 土師器 壷類 ? 100% 回転ナ
デ、底部回転糸切り。串状工具痕、

拓本

6 S104 土師器
丸底長胴
甕

331 30% 100% タタキ、 ハケメ

7 Ａ
Ｖ
Ｃ
０ 土師器 甕 (21.1) 25% ハケメ

8 （
υ
Ｃ
０ 土師器 甕 A (169) 12.2 25% 回転ハケメ、ハケメ

9 （
Ｖ
Ｃ
０ 土師器 小甕 40% ハケメ

S104 土師器 杯 (132) 30% 80% 摩減により調整不明

S108 土師器 甕 B (216) 30.8 20% 100% タタキ、 アヽケメ

S108 土師器 甕 B (21.5) (29.8) 20% 10% タタキ、 アヽケメ

S108 土師器
丸底長胴
甕

34.8 50% 100% 回転ハケメ、ハケメ、全体に摩滅

14 S108 須恵器 杯 55% 55% 回転ナデ、底部回転ヘラ切り

S108 須恵器 有台杯 50% 回転ナデ、底部回転ヘラ切り後ナデ

S108 須恵器 有台杯 41 100% 100% 回転ナデ、底部回転ヘラ切り。線状圧痕あり

S112 須恵質土器 奏 (23.3) 25% 回転ナデ

S112 土師器 小甕 (155) 35% 夕ヽケメ

S112 黒色土器 杯 15% ヘラミガキ

S112 黒色土器 杯 (13.0) (8.1) 30% 30% ヘラミガキ・底部線状の圧痕あり

S112 土師器 ? 杯 (134) 50% 100% 回転
ナデ、底部回転ヘラ切り、黒色の油煙付

着

S112 須恵器 杯 (132) 15% 15% 回転ナデ、底部回転ヘラ切り

S112 土師器 ? 杯 (131) (10.2) 20% 10% 横ナデ

S112 須恵器 杯蓋 (15.5) 65% 回転ナデ、頂部回転ヘラ削り、外面自然釉

S112 須恵器 長頚壺 1■8 70% 100% 回転
ナデ、頚部に櫛横波状文・櫛横刺突痕、

高台は重圧により変形

S120 須恵器 甕 10% 回転ナデ、外面格子タタキ、内面当て具痕 (同
心円)

28 SK38 縄文 ? 浅鉢 162 30% 変形工字文、瘤状隆起 12ヵ所

SK09 黒色土器 椀 (152) 5,0 35% 100% 外面横
ナデ、内面ヘラミガキ、底部回転糸切り。

拓本
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遺物
番号
遺構番号 種類 器種

口径
(cm)
器高
(cm)
底径
(cm)

口縁部
残存率

部
率存

底
残 特 記 事 項

SK15 土師器 菱 100% 外面斜位
ヘラナデ、内面回転ナデ、底部静

止糸切り,拓本

SK16 須恵器 蓋 (122) 15% 回転ナデ、頂部回転ヘラ切り

SK16 須恵器 蓋 (12.0) 20% 回転ナデ、頂部回転ヘラ切り

SK16 白磁 皿 75% 底部回転糸切り後全面施釉

SK19 須恵器 杯 100% 回転ナデ、底部回転ヘラ切り・墨書「林J

SK21 須恵器 蓋 (1■8) 25% 回転ナデ、頂部回転ヘラ削り

SK21 土師器 甕 100% 回転ナデ、静止糸切り、底部油煙付着

SK21 土師器 杯 (13.0) 34 10% 25% 横ナデ、底部回転ヘラ切り

SK22 灰釉陶器 椀 60% 回転ナデ・施釉

SK25 土師器 杯 50% ヘラミガキ

40 SK31 珠洲系 璽 (12.0) 20% 回転ナデ、肩部波状文あり

41 S101 土師器 小皿 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ
刀
■ S101 土師器 小皿 16 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

S101 土師器 皿 (148) (9,4) 25% 10% ナデ、口縁部横ナデ

44 S101 土師器 皿 140 75% 95% ナデ、口縁部横ナデ

S101 土師器 皿 (14.2) 15% 20% ナデ、日縁部横ナデ

S101 須恵質土器
奏・口縁
音Ь

回転ナデ、外面平行タタキ、内面指頭痕

S105 土師器 小皿 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

S105 土師器 小皿 80% 70% ナデ、口縁部横ナデ

S105 須恵質土器 土瓶 80 100% 回転ナデ、波状沈線、耳は一対

S105 青磁 碗 5% 龍泉窯系 I-2 施釉、ヘラによる片切り彫り
(草花文)

S105 青磁 碗 10% 龍泉窯系 I-4 施釉、ヘラによる片切り彫り
S106 土師器 皿 (14.8) 10% ナデ、日縁部横ナデ

S106 土師器 皿 10% 10% ナデ、口縁部横ナデ

S107 土師器 皿 (13.0) (10.1) 50% 10% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

S109 土師器 /1ヽ 皿 30% 80% ナデ、日縁部横ナデ

60 S109 土師器 小皿 2 (74) 40% 40% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 小皿 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 小皿 25% 40% ナデ、回縁部横ナデ

S109 土師器 小皿 90% 100% ナデ、口縁部横ナデ、油煙付着

S109 土師器 小皿 8.6 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

S109 土師器 小皿
△
ソ 95% 100% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

S109 土師器 小 皿 85% 100% ナデ、口縁部横ナデ

S109 土師器 小皿 55% 55% ナデ、日縁部横ナデ、線状圧痕あり

68 S109 土師器 小皿 95% 100% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 小皿 8.6 65% 60% ナデ、口縁部横ナデ

S109 土師器 小 皿 ①.2) 45% 45% ナデ、口縁部横ナデ

S109 土師器 皿 (122) 60% 20% オデ、日縁部横ナデ・沈線

S109 土師器 皿 (141) 40% 40% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 皿 (13.6) (7.6) 15% 25% ナデ、口縁部横ナデ、線状圧痕あり

S109 土師器 皿 85% 80% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり

S109 土師器 皿 (130) 10% 20% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 皿 (12.8) 25% 70% ナデ、日縁部横ナデ

一
‘ S109 土師器 皿 (14.2) 25% 20% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 皿 (13,4) (90) 50% 75% ナデ、日縁部横ナデ

S109 土師器 皿 (129) 35% 25% ナデ、口縁部横ナデ
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物
号
遺
番 遺構番号 種類 器種 唯

くｃｍ，
器高
(cm) 離てｃｍ，

日縁部
残存率

部
率存

底
残 特 事 項

S109 土師器 皿 8% 15% ナデ、口縁部横ナデ

S109 土師器 脚 ナデ、明褐色の煤付着

S109 須恵質土器 甕
横ナデ、外面平行タタキ・拓本、内面当て具
痕、内外面に自然釉

S109 須恵質土器 すり鉢 (13.0 35% 横ナデ、底部静止糸切り・板状圧痕

S109 青磁 碗
龍泉窯系Ⅱ―b 施釉、縞蓮弁、削り出し高
台

S109 青磁 碗 5% 龍泉窯系
I-4 施釉、削り出し高台、内面

にr、ラ↓苗き文

S109 青磁 碗 (14D 10% 龍泉窯系 I-4 施釉、ヘラによる片切り彫り
S109 青白磁 小蓋 100% 100% 施釉、菊花文を型押し

88 S109 土師器 蓋 25% ナデ、日縁部横ナデ

94 SI 土師器 小 皿 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

SI 土師器 小皿 8.1 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

SI 土師器 小皿 100% 90% ナデ、日縁部横ナデ、油煙付着

SI 土師器 小皿 90 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり

SI 土師器 小皿 85% 100% ナデ、口縁部横ナデ

SI 土師器 皿，‐句 60% 65% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

SI 土師器 小皿 65% 80% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり

SI 土師器 小皿 8,4 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

SI 0 土師器 小皿 8.2 50% 50% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

SI 土師器 小皿 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ、内面工具当て痕

104 SI 土師器 小皿 65% 65% ナデ、口縁部横ナデ、内面二重沈線

SI 土師器 皿 (130) 50% 50% ナデ、日縁部横ナデ

106 SI 0 土師器 皿 (128) 35% 35% 摩滅により調整不明
（
υ SI 0 須恵質土器 すり鉢 (114) 20% 回転ナデ、底部静止糸切り?・ 板状圧痕

SI 0 青磁 碗 10% 龍泉窯系 I類 施釉
S110 青磁 碗 15% 龍泉窯系 施釉、線刻による施文

1 0 S110 白磁 皿 (120 20% 15% Ⅸ―I類 施釉
1 1 S110 青磁 碗 10% 竜泉窯系Ⅱ―b 施釉、蓮弁
1 2 S110 青磁 碗 10% 龍泉窯系Ⅱ―a 施釉、縞蓮弁
1 3 S111 土師器 小皿 95% 100% ナデ、日縁部横ナデ

1 4 S111 土師器 小皿 60% 60% ナデ、日縁部横ナデ

1 5 S111 土師器 小皿 2.0 4.9 95% 100% ナデ、日縁部横ナデ

1 6 S111 土師器 小皿 85% 100% ナデ、日縁部横ナデ

S111 土師器 皿 (12.0) 50% 50% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり、内面
工具

によるナデ

S111 土師器 皿 (12.8) 25% 25% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり

S111 土師器 皿 75% 85% ナデ、回縁部横ナデ、指頭痕あり

S111 須恵質土器 甕 (24.6) 50% 回転ナデ、外面平行タタキ・拓本、自然釉、
内面粘土紐痕

S111 須恵質土器 すり鉢 15% 回転ナデ

S111 青磁 碗 650/O
龍泉窯系Ⅱ―a 施釉、削り出し蓮弁、削り出
し高台

S111 白磁 合子の身 ? 25% 施釉、内面型押し文

S111 青磁 皿 35% 同安窯系
I-lb 施釉、回転ヘラ削り、内面

にヘラ描き文 +櫛目文

S111 須恵質土器 壷類 (110) 25% 回転ナデ、底部ナデ調整
Ｃ
０ 土師器 皿 (12.8) 15% 15% 摩滅により調整不明、粘土紐痕

S113 土師器 皿 (13の Q9) 35% 40% ナデ、口縁部横ナデ
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遺物
番号
遺構番号 種類 器種 唯

てｃｍ，
絲
くｃｍ＞
離
ぐｃｍｊ

口縁部
残存率

郡
率存

底
残 特  記  事  項

S113 須恵質土器 大甕 (798) 5% 横ナデ +工具ナデ、外面平行タタキ・拓本、
内面粘土紐痕

S114 土師器 小皿 (7.4) 85% 90% ナデ、口縁部横ナデ

S114 土師器 小皿 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ、棒 ?】犬圧痕

S114 土師器 皿 129 85% 95% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり

S114 土師器 皿 75% 90% ナデ、口縁部横ナデ

S114 土師器 皿 (126) 30% 30% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

S114 須恵質土器 すり鉢 (34.0) (1■0) 20% 50% 回転ナデ、回転ヘラ削り

S115 土師器 皿 (12.2) 15% ナデ、日縁部横ナデ

S115 灰釉陶器 壷 類 回転ナデ、施釉

S116 土師器 皿 15% 10% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

S116 須恵質土器 すり鉢 (128) 25% 回転ナデ、底部工具ナデ

144 SK26 須恵器 有台杯 (74) 25% 回転ナデ、底部回転
ヘラ切り後ナデ、外面白

然釉付着著しい

S119 土師器 小皿 (8.5) 15% 横ナデ

SD02 須恵質土器 鉢 (197) 15% 回転ナデ

SD04 須恵質土器 すり鉢 10% 回転ナデ

48 SD03 珠洲系 甕 (432) 20% 横ナデ、平行タタキ・拓本

49 SD03 珠洲系 巽 (15.0) 30% 平行タタキ・拓本、内面ナデ。当て具痕

SD03 須恵質土器 すり鉢 (290) 20% 回転ナデ

SD03 須恵質土器 電 5% 回転ナデ、肩部に波状文

SX03 土師器 小皿 25% 25%
一ア

リ

ナ
あ
口縁部横ナデ、底部穿孔 (径 5mm)

SX03 土師器 小皿 45% 55% ナデ、口縁部横ナデ

SX03 土師器 小皿 65% 95% ナデ、口縁部横ナデ

SX03 土師器 皿，‐句 ■8 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

SX03 土師器 小皿 (82) ■7 45% 70% ナデ、口縁部横ナデ

SX03 土師器 皿 (130) 60% 65% ナデ、回縁都横ナデ

SX03 土師器 皿 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕・板状圧痕あり

SX03 青磁 小皿 (10.6) 25% 同安窯系I-la 施釉、回転ヘラ削り

160 SX03 珠洲系 甕・口縁部
横ナデ、平行タタキ・拓本、内面ナデ。当て
具痕

SX03 須恵質土器 すり鉢 (290) 20% 回転ナデ、粘土紐痕

SX03 珠洲系 片口すり鉢 10% 回転ナデ

SX03 須恵質土器 椀 (197) 80 (10.2) 20% 20% 回転
ナデ、底部静止糸切り。拓本 内面施文

(巴文)あり

164
SX09
(SK23)

青磁 碗 90% 龍泉窯系I類 施釉、削り出し高台、底部露
胎

SX09
(SK23)

土師器 小皿 (43) 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ

166
SX09
(SK23)

土師器 小皿 88 95% 100% ナデ、日縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 小皿 40% 80% ナデ、日縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 小皿 94 100% 100%
ナデ、口縁部横ナデ・イ莞い沈線状の段、線
状圧痕

SX09
(SK23)

土師器 小皿 8,4 95% 100% ナデ、日縁部横ナデ

（
Ｖ

つ
る

Ｘ

Ｋ

Ｓ

Ｓ 土師器 小皿 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ

Ｘ

Ｋ

Ｓ

Ｓ 土師器 小 皿 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

- 34 -



遺物
番号
遺構番号 種類 器種

口径
(cm)
器高
(cm)
底径
(cm)

部
率
縁
存
口
残

部
率存

底
残 特 冨己 事 頂

SX09
(SK23)

土師器 小皿 8.8 85% 95% ナデ、口縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 /1ヽ 皿 8.6 60% 80% ナデ、口縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 小皿 8,7 85% 100% ナデ、日縁部横ナデ、黒褐色
の煤状炭化物

付着

SX09
(SK23)

土師器 小皿 9.0 75% 100% ナデ、口縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 小皿 60% 75% ナデ、口縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 小皿 40% 60% ナデ、口縁部横ナデ

178
SX09
(SK23)

土師器 皿 (134) 50% 50% ナデ、日縁部横ナデ

SX09
(SK23)

土師器 皿 100% 100% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

180
SX09
(SK23)

土師器 杯 14,0 65% 60% ナデ、日縁部横ナデ

181
SX09
(SK23)

土師器 皿 (14.0) 40% 70%ナデ、螂
口縁部横ナデ・浅い沈線状の段、線

SX09
(SK23)

土師器 皿 (14.4) 30% 40% ナデ、日縁部横ナデ、指頭痕あり

SX09
(SK23)

珠洲系 深鉢 (28.3) (9.2) 10% 回転ナデ

184
SX09
(SK23)

須恵器 壷類
櫛描波状文(3段 )、波状文間をヘラ状横ナデ、
肩部蓮弁座

P347 須恵質土器 すり鉢 (14.4) 15% 回転ナデ、底部糸切り,板状圧痕・拓本

P106 須恵器 杯 25% 横ナデ、底部回転ヘラ切り
０
０ P375 土師器 小皿 65% 75% ナデ、口縁部横ナデ、指頭痕あり

188 P349 土師器 小 皿 100% 100% ナデ、口縁部横ナデ

189 X20-Y22 珠洲系 ? 片口鉢 182 85% 100% 輪積み後回転ナデ、底部板状圧痕

I層 須恵器 有台杯 100% 回転ナデ、底部回転
ヘラ切り後回転ナデ・窯

F口  「×」

I層 須恵器 有台杯 (110) 4.0 (7.2) 15% 45% 回転ナデ、底部回転
ヘラ切り後回転ナデ・窯

EF 「×」
＾
υ X18-Y18 土師器 土錘 ? ナデ、外面板状圧痕 (転がして成形 ?)

X20-Y05 白磁 碗 (15,0) 7.0 20% 50% Ⅳ-la 施釉、回転ヘラ削り、削り出し高台

第8表 梅原胡摩堂遺跡 26地区鉄製品計測表

遺物番号 個体番号 遺構番号 種 類 器 種 正面幅
(cm)

側面幅
(cm)

縦 長
(cm)

重 量
(g)

17 T08 S108 鉄製品 釘 ?

刀
仕 T10 S101 鉄製品 刀子 2.8 226

48 Tll S101 鉄製品 刀子 10.8

T09 S106 鉄製品 釘 0.8

T S107 鉄製品 鉄砕 3.0

T S109 鉄製品 鍋 14.0 984

T S109 鉄製品 鍋 628

T S109 鉄製品 鉄砕 438

T05 S109 鉄製品 釘

T16 S109 鉄製品 鉄砕 308.8

T06 S114 鉄製品 釘

T04A S114 鉄製品 釘
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遺物番号 個体番号 遺構番号 種 類 器 種
正面幅
(cm)

側面幅
(cm)

縦 長
(cm)

重 量
(g)

，
イ T04B S114 鉄製品 釘 14

138 T07 S114 鉄製品 鉄砕 44 34.4

T18 S114 鉄製品 鍋 ? 3.8

T01 X18-Y18 鉄製品 釘 45

T02 X18-Y18 鉄製品 釘 0,9 06 40 2.6

T03 X18-Y18 鉄製品 釘 0.6 0.4 2.4

土層は地山 (黄褐色粘質土 )、 遺物包含層

(黒褐色粘質土)、 前回ほ場整備時の盛土 (茶

褐色粘質土 )、 現在の耕作上の順に堆積 し

ている。地表から地山面までの深さは約 90

～ 110cmで ある。調査区西側には遺物包含

層が遺存しているが、東側は近代の電柱等、

多くの攪乱を受けている。

(2)遺構の概要

掘立柱建物 1棟、土坑、溝、柱穴を検出した。

SB01(第 55図、図版 24)

7.神成遺跡 11地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 11図 )

11地区は神成遺跡のほぼ中央にあたり、

緩やかに傾斜している。

海抜は73.2m～ 73.6mを 測る。地形は南西から北東に向けて

耕作土

第¬ 図 神成遺跡 11地区の基本層序

調査区のほぼ中央、Xl～ 5、 Y10～ 15に位置する。暗渠により柱穴の一部が切られているが、南北 4間、

東西 4間の総柱建物である。床面積は95だであり、主軸は真北から3° 西にふれる。柱間は南北方向が

約 2.5m、 東西方向が約 2.2mである。柱穴は直径約 40cm前後の円形を呈し、深さは 30cm、 埋土は黒色

土が主体である。いずれの柱穴も柱痕は確認できなかった。P18か ら土師器・椀が出土している。東西方

向のP22～ 25列の柱穴は他よりも浅く、庇であった可能性がある。

P55(第 55図、図版 24)

SB01内 にあるP55か らは、漆器椀 2枚と、建築部材が出上した。建築部材は一部被熱しており、柱穴に

対し斜めにささったような状態で出土した。その下に鶴の絵が描かれた漆器椀が、建築部材のほぞを受け

るような状態で出上し、朱漆の椀はすぐ隣から正位置でほぼ完形で出上した。柱穴は袋状に掘り込まれて

おり、椀 2点は柱穴の最奥に位置していた。特異な出土状況から、建物に関連する祭祀行為が予想される。

P57(図版 24)

SB01内の P55の北に位置する。直径約 30 cmの 円形を呈し、深さは約 30cmであり、埋土に柱痕が残っ

ていた。柱痕は柱となった木材の樹皮のみが残り、中は腐敗したようで、しまりのないぼそぼそとした黒

褐色上で覆われていた。

SK03(第 57図、図版 25)

調査区中央より東寄り、X5Y21付近に位置する円形の上坑である。直径は約 1,4m、 深さは 10cmと浅い。

出土遺物はない。
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SK04、 05(第 57図、図版 25)

SK04は東西 50～ 60cm、 南北 3m、 深さ 10 cmの 隅丸方形の上坑である。SK05は北側が調査区外に

延びるため全容は不明であるが、東西 60cm、 南北の検出長 3m、 深さ 20 cmの 隅九長方形の上坑であり、

SK04を切っている。埋土は黒褐色土を中心とする。出土遺物はない。

SX01、 02(第 56図、図版 25)

調査区の南側、X3Y21付近に位置する。SX01、 02と もに東西 4m南北 46mの大型土坑である。平面

形は方形を呈し、深さは 30 cm、 埋土は黒色土と黒褐色土に地山が混じる。SX01の東端は暗渠に切られる。

また、南側で SX02を 切る。SX02は SX01と ほぼ同一の形態である。埋土は黒色上に地山が混じる。出

土遺物はない。遺構の性格は不明である。

SD01(第 56図、図版 26)

調査区の中央からやや西寄 り、Xl～ 9、 Y8～ 9付近に位置する。幅約 2m、 検出面からの深さは約

70cmであり、断面形は緩やかに立ち上がる。埋土は黒褐色土と地山砂質上が互層をなしており、下層

には黒褐色砂質土に礫が混じる。8～ 9世紀代の須恵器・杯が出上している。隣接する SB01よ りも古い

段階の遺構と考えられる。

SD02(第 56図、図版 26)

X3～ 9、 Y6～ 7付近に位置する。SD01の すぐ西を並行して流れる。幅約 50cm、 深さ約 30cmで、断

面形は逆三角形を呈する。埋土は黒褐色砂質土を中心に4層 に分けられる。

SD04、 06(第 57図、図版 26)

調査区の東側、X3～ 7、 Y22～ 26に位置する。幅約 50cm前後、深さ約 20cmを測る周溝状の遺構である。

一辺約 7mの 隅丸方形に廻る。北辺と南辺の溝が東側に延びている。埋土は黒褐色粘質土が中心である。

溝の中心付近は用水跡に攪乱を受けており、いくつかの柱穴を検出したものの、周溝内になんらかの遺構

があったかは不明である。南辺から西辺にかけて SD06が並行している。SD06は SD04に切られており、

検出した全長は9mである①

(3)遺物の概要 (第 88図、図版 58)

出土遺物には、須恵器、土師器、珠洲がある。

SB01-P18

1は土師器・皿である。底部に糸切り痕が見られる。

P57

2、 3は木製品・漆器椀である。2は内外面に朱色漆を施し、高台は約 7mmである。3は黒色漆の内面

に朱色漆で鶴の文様を描いている。4は木製品で、ほぞのついた建築部材である。加工した跡があり、被

熱して一部炭化している。

SD01

5、 6、 8は須恵器である。5は無台杯の、6は有台杯の底部である。7は甕の口縁部である。

SD04

7は須恵器・甕の体部である。

SD06

9は珠洲・甕の体部である。内面に当て具痕、タト面にタタキロが見られる。

包含層

10、 11は須恵器・甕の体部である。
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12～ 14は土師器である。12

15は珠洲・奏の体部である。

は椀の底部、13は柱状高台の皿、14

16は珠洲 。すり鉢の口縁部である。

は皿である。

17は珠洲 。すり鉢の底部である。

8.神成遺跡 12地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 12図 )

神成遺跡は山田川左岸の上位段丘上に広がってい

る。今回調査を行った 12地区は遺跡の北東部に位

置し、海抜は 72.5～ 73.Omを 測る。調査区全体の

削平が者しく、遺構面まで削平が及んでいる。旧

地形が北側から南側に向けて傾斜するため、包含

層は南側で若千残存 しているが、北側は削平を受

け残存していない。また、東西方向では本調査区

中央から中心に西側と東側が緩やかに傾斜する。

(片田亜紀 )

封
引 南

耕作土

遺物包合層

第 12図 神成遺跡 12地区の基本層序

包含層中から出土した遺物は、弥生土器と須恵器が主体である。と帰属時期が比較的集中している。土

第 13図 神成遺跡 11～ 13地区の調査区割 (1:2,000)
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層は地山 (責褐色粘質土 )、 遺物包含層 (黒褐色粘質土)、 盛土 (暗褐色粘質土)、 現代の耕作上の順に堆

積している。地表から地山までの深さは 20～ 30cmである。

(2)遺構の概要

主な遺構として、竪穴式住居 2棟、溝 5条、土坑 4基、周溝状遺構 2基、多数のピットを検出した。

SЮl(第 59図、図版 28)

調査区東側、Xl～ 5、 Y21～ 24に位置する。平面形は隅丸方形であり、長軸は北東から南西方向で

5.Om、 短軸は北西から南東方向で 40mを 測る。深さは約 25cmを 測り、床面は平坦で壁面は若干傾斜を

もち立ち上がる。埋土は、黒色粘質土を中心に 3層 に分かれる。周溝は確認できなかった。遺構のほぼ中

央に Pl、 P2が並列する。ピットは直径 20～ 25 cmで、深さは床面から約 35cmを 浪1る。埋土は黒褐色粘

質上で、炭化物を含む。土層断面観察により床面から掘り込まれているため、住居に伴う柱穴の可能性が

ある。また、住居内で検出した SK01・ 02・ 03は浅く、検出時の平面形状も不明確なため、黒色上がしみ

状に堆積したものと考える。住居内埋土および床面からは、多量の弥生土器が出土した。そのほとんどが

細片であるが、概ね弥生時代終末期に比定されるものと考える。

SX01(第 60図、図版 30)

調査区北西側、X4～ 9、 YO～ 4に位置する。溝状を呈し、残存幅 5,6mを 測る。遺構のほとんどが調

査区外に延びるため詳細は不明である。埋土は黒色粘質土を呈し、断面形状は緩やかに立ち上がる。

SX02(第 60図、図版 30)

調査区東側、X2～ 9、 Y13～ 23に位置する。最大幅 10.Om、 最小幅 8.4mを測る溝状を呈し、半円形に廻る。

上端幅 8.0～ 10.Omを測るのに対し、下端幅は 50cm～ ■Omと 極端に狭い。深さは約 ■Omを測 り、底面

は溝状に若千深くなる。埋土は黒色粘質土を中心に4層堆積している。1層および 4層からまとまって弥

生時代終末期に帰属する遺物が出土した。それらの遺物は完形となるものも多く出上したことから、一括

廃棄あるいは祭祀などを行った可能性がある。北側は調査区外に延びるため平面形など詳細は不明である。

なお、時間的制約や後続するほ場整備事業にかかる掘削深度の制限などから、本遺構はトレンチ調査とし、

土層断面確認および部分的な遺物出土状況確認にとどめた。遺構の性格は不明である。また、SX01も 断

面形状や、埋土が類似することなどから同じような性格の遺構であると考えられる。

SD02(第 61図、図版 29)

調査区西側、X2～ 9、 Y4～ 11に 位置する。幅 ■0～ 2.Om、 深さ 25 cIIlを 測る周溝状を呈 し、西側

で SD05に 切られ、北側は調査区外に延びるため詳細は不明であるが、円形に廻ると考えられる。深さ

25cmを 測り、断面形状は外側の立ち上がりは緩やかであり、内狽Iは若干傾斜をもち立ち上がる。埋土は

黒色粘質上である。溝内側の平坦部は直径約 10.Omを 測る。平坦部には住居に伴うピット (柱穴)は確

認されなかったが平地式住居の可能性がある。出土遺物は周溝内から弥生土器の細片が少量出土した。概

ね弥生時代終末期に比定されるものと考える。

SD05(第 61図、図版 29)

調査区西側、XO～ 9、 Y2～ 7に位置する。最大幅 3.6m、 最小幅 0。7mを測る不整形な溝で、若千蛇行する。

断面形状は緩やかに立ち上がり比較的浅い。埋土は黒褐色粘質土と暗オリーブ褐色砂質上で、粗砂を含む。

ほぼ中央には楕円形のピットが並んで存在する。これは波状の凹凸部であり、掘り割り状の道路跡と考え

られる。溝内に存在する凹凸部は X7以北からは検出されなかった。削平を受けたため遺存していないか、

当初から存在しなかったかは不明である。また、路面の基礎部分である路床は削平を受けているためか確
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認できなかった。滞およびピット内からは弥生土器、土師器と考えられる土師質の細片が出土したが、流

れ込みと考えられる。また、その他に須恵器・奏胴部片が出土したことから少なくとも古代以降の掘り割

り状の道路跡である可能性がある。いずれにせよ、出土遺物は細片であり帰属時期を見出すことはできな

いため、明確な敷設・使用時期は不明である。

(3)遺物の概要

遺物は主に S101・ SX01・ SX02か ら出土した。遺物の主体は弥生土器であり、その時間幅は弥生時代

終末期に収まる。遺物の出土量は SX02が最も多く、溝資料でありながらも一括性が高いことが出土状況

から推察でき、当該期の指標となりうる土器といえる。

SЮl(第 89図、図版 59)

1～ 3は弥生土器である。11ま壺の口縁部である。日縁部は厚みを持ちながら外反し、端部は面をもつ。

内外面ともミガキが施され、内面の一部および外面には、摩減により希薄ではあるが赤彩が若千遺存する。

口縁部接合部にて破損する。

2は甕の口縁部から胴部である。有段有文口縁で、口縁帯には 6条の擬凹線文が施されている。口縁部

はやや直立し、端部は外反し先細 りする。胴部外面はハケ、内面はケズリが施されている。3は奏である。

有段無文口縁である。口縁端部は若千外反し先細 りする。胴部は最大径を中位にもち、底部は径が小さい

丸みを帯びた平底を呈す。胴部外面は縦位から斜位のハケ、内面はケズリが施されている。胴部下半部に

煤が付着する。

SX01(第 89図、図版 59)

4～ 7は弥生土器である。4・ 5は甕の口縁部である。有段無文口縁である。口縁帯にはナデが施され、

端部は若干外反し丸くおさまる。胴部内面はケズリが施されている。5の口縁部内面には指頭圧痕が残る。

6は高杯の脚部片である。タト面はミガキで、赤彩が施されている。受部には不明瞭ではあるがハケが見ら

れる。

7は壷の回縁部から胴部上位である。口縁部は長く、やや丸みを帯びて直線的に立ち上がり、端部は先

細りする。胴部は半球状を呈し、胴部最大径部には粘土紐を貼 り付けた幅 2 cmの凸帯が廻る。凸帯は中央

の稜によって上下に区分される。最大胴径 (凸帯部)13.5 cmを 測り、凸帯上下端部および中央の稜にはヘ

ラ状工具による刻みが等間隔に施されている。胴部外面はハケのち横位のミガキが施され、口縁部外面お

よび凸帯部分はミガキ、内面はナデが施されている。外面全体には赤彩が施されている。

SX02(第 89～ 92図、図版 59～ 62)

8～ 54は弥生土器である。8～ 17は有段有文口縁をもつ甕である。口縁帯には 3～ 7条の擬凹線文が

施されるが、摩減が著しくすべての条数が確認できないものも含まれる。口縁部は直立ぎみに立ち上がる

ものと、タト狽1に開くものに大きく分けられる。また、端部は丸くおさまるものと、先細りとなるものがあ

る。口縁部の形態と端部の形態に相関関係は見出せない。口縁部内面は明確に段を有する 16の ようなも

のはほとんど確認できず、段をなさずなだらかな「く」の字状を呈するものが大半を占める。胴部の調整

は確認できるもので外面はハケ、内面はケズリが施される。

18～ 24は有段無文口縁をもつ奏である。口縁部の形態は多種多様で、端部が横方向に引き出される

18、 有段部を明確に作 り出さない 19、 日縁帯が幅広 く、ハケが認められる 20、 有段部の稜がやや強い

21、 有段部の稜がやや弱い 22、 有段部のつくりがあまく、大きく外反する 23、 口縁部に厚みをもち、丸

みを帯びた 24な どが認められる。体部の調整は確認できる個体から推察すると、外面はハケ、内面はケ

ズリが基本であると考えられるが、24のみ外面もケズリが施される。
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25は轟の口縁部から胴部上位である。日縁部は緩やかに外反し、端部は面取 りする。口縁部はナデ、

胴部外面は横位のハケ、内面は縦位のハケのちナデが施されている。26は甕の口縁部である。口縁部は「コ」

の字状を呈し外反する。口縁端部は尖る。顕部外面はハケのちナデが施される。胴部外面はハケ、内面は

ナデが施される。27は甕の口縁部である。口縁部は「コ」の字状を呈し、口縁端部は面取 りする。摩減

のため詳細は不明であるが頚部内面にはケズリ痕が残る。28は奏である。口縁部は「くJの字状を呈し、

緩やかに立ち上がる。胴部は九みを帯び、底部は径が小さい若千九みを帯びた平底を呈す。口縁部内面は

ナデ、外面はハケのちナデが施される。胴部外面はハケ、内面はケズリが施される。外面胴部全体と口縁

部の一部に煤が付着する。29は甕の口縁部から胴部である。口縁部は「コ」の字状を呈し、端部は端反

し面取 りする。胴部は若千九みを帯びる。口縁部内外面ともにナデ、胴部外面はハケ、内面は横位のケズ

リが施されている。胴部外面に煤が付着する。

30は甕の胴部で口縁部と底部を欠損する。胴部内面はケズリ、外面はハケが施されている。外面の一

部に黒斑が残る。31は甕の底部片である。丸底を呈し、底部外面はハケ、内面下方はナデ、上方はケズ

リが施される。32は甕の底部片である。底部は平坦で上げ底を呈す。底部外面はハケ、内面底面付近は

ケズリ、それ以外はハケが施される。38は甕の底部で平底を呈し、比較的小さい。外面はハケのちナデ、

内面はケズリが施されている。外面には煤が付着している。34は奏の胴部から底部である。胴部は若干

丸みを帯び、タト面はハケ、内面はケズリが施されている。底部は平底を呈する。

35は小壷である。口縁部は屈曲して開き、端部は面取 りする。胴部は球状を呈し、日縁部から胴部外

面全体および口縁部内面はミガキ、胴部内面はナデが施されている。外面全体に赤彩が施されている。

36は壷の口縁部である。有段口縁であり、内外面ともに丁寧な横位のミガキが施されている。37は壷

の口縁部である。口縁部は若千開いて立ち上がり、日縁部外面は有段状を呈するが、内面は段をなさずな

だらかな「く」の字状を呈する。口縁部内外面および体部外面はハケのちミガキであり、顎部内面はハケ、

胴部内面はナデである。日縁部内面および外面全体のミガキ範囲のみ赤彩が施されている。38は壷の口

縁部である。有段無文口縁であり、有段部上下端部にヘラ状工具による斜方向の刻みが施されている。口

縁部および頚部内面はナデ、顕部外面はハケが施されている。

39は台付壺の胴部である。胴部は丸みを帯び、球状を呈す。外面はハケ、内面は頸部がハケ、胴部に

ナデが施されている。40は壺の胴部である。胴部は球状を呈し、タト面はハケ、内面はハケのちナデが施

されている。顎部と胴部のつなぎ日は明瞭で、指頭圧痕が残る。41は壷である。口縁部は直線的に延び、

端部は若千外反して面取りする。胴部は若千九みを帯び、底部は径が小さく九みを帯びた平底を呈す。口

縁部はナデ、胴部外面はハケ、底部外面付近および内面はケズリが施されている。42は重である。有段

無文口縁であり、日縁部は若千開いて立ち上がる。口縁帯にはナデが施され、端部は若千外反し丸くおさ

まる。口縁部には赤彩が施される。胴部は九く、黒斑が見られる。外面にはハケ、内面はハケのちナデが

施される。接合部は明瞭であり、指頭圧痕が残る。底部は平底を呈し、中央が若千くぼむ。43は壷の口

縁部である。外面および内面には赤彩が施されているが、肩部内面までは及んでいない。口縁部には段を

有し、二重回縁状を呈する。内外面ともに横位の丁寧なミガキが施される。口縁端部はやや丸みを帯び、

煤が付着する。大型の器台脚部片とも考えられるが、その場合脚部内面を赤彩していることになり、また

受け部に相当する部分に赤彩が及んでいないこととなる。

44は奏の底部である。底部は平底を呈し、外面はハケ、内面はナデが施されている。

45は鉢である。口縁部は開きながら立ち上がり、口縁端都は若千九くおさまる。底部には径約 lcmの

孔を焼成前に穿孔している。摩減のため調整は不明瞭であるが、胴部内面はナデが施されている。外面上
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方はハケが施され、ハケの中央を横ナデにより消している。下方は縦位のナデが施されている。46は鉢

である。底部は丸みを帯びる。外面は口縁部と底部はナデ、胴部上半はハケのちナデ、胴部中位から底部

まではハケ、内面はナデが施されている。

47は高杯の脚部である。脚部内面にはしぼり痕、下部にはハケが施されている。外面は摩減のため調

整は不明である。杯部と脚部のつなぎ日にて剥離している。48は高杯の杯部である。口縁部は開いて立

ち上がり、端都は若千面取 りする。全体的に摩減が著しいが、内外面ともにミガキが施される。49は高

杯の脚部片である。裾部は反らずに直線的に延び、端部は面取りする。外面はミガキ、内面は横位のハケ

が施されている。外面には若千赤彩の痕跡が残る。脚部上位に直径 9mmの 円形の孔が 4ヶ所穿孔されて

いる。

50は器台である。幅 1,l cmの縁帯をもち、端部は上方に廷びる。縁帯下端部にヘラ状工具による細かい

刻みが施されている。受部内面および外面はミガキ、脚部内面はハケが施され、脚部内面以外は赤彩が

施されている。脚部に直径 6～ 7mmの子しが 3ケ 所穿孔されている。51は器台である。口縁端部および裾

端部は九くおさまる。天地の決定要素に欠けるが、接地面が大きく、安定性の良い方を脚部として扱っ

た。内面に横 。斜位、外面に縦位の強いハケが下方から上方へ施される。52は器台である。口縁端部は

若千先細 りし、裾端部は丸くおさまる。51と 同様に接地面が大きく、安定性の良い方を脚部として扱った。

口縁部外面はナデ、その他外面には縦位、裾部は横位のハケ、内面は横 。斜位のハケが施されている。や

はり外面の縦位ハケは下方から上方へ施される。53は器台の脚部である。裾端部は面取 りする。内外面

ともにミガキが施されている。部分的に鈍い色調の赤彩が残る。54は装飾器台の垂下帯片で、日縁部お

よび脚部を欠損する。垂下帯端部は丸くおさまる。上位に貼り付けによる体部立ち上がりがあるが形状は

不明である。体底部内側にハケが施されている。

包含層 (第 92図、図版 62)

55～ 59は弥生土器である。55は奏の口縁部である。有段無文口縁である。口縁帯にはナデが施され、

端部は若千外反し先細 りする。帰属時期は弥生時代終末期に比定される。56は奏の口縁部である。口縁

部は「く」の字状を呈し外反する。日縁端部は若干先細 りする。内外面ともにナデが施される。57は奏の

口縁部で「く」の字状を呈し外反する。口縁端部は若千九くおさまる。内外面ともにナデが施される。58

は奏の口縁部で「く」の字状を呈し外反する。口縁端部は面取りする。内外面ともにナデが施される。59

は鉢である。口縁部は内弯しながら立ち上がる。底部は平底である。外面はハケ、内面はナデである。

60は石核である。石質は硬くやや橙色味のある責褐色をして艶に富む。61は祥符通宝である。鋳造年代

は寛弘 6年 (1009)である。裏面は無文である。 (岩崎倫子 )

9.神成遺跡 13地区の概要

(1)地形と基本層序 (第 14図 )

神成遺跡 13地区の現況における標高は約 74.5mである。調査区は耕作土・客土が遺構検出面まで及ん

でいた。また地山面でも調査区の SD01を 挟んで南狽1に暗渠排水等が見られた。13地区における基本層

序は上位から① la耕作± 2.5Y3/2黒褐色土、② lb旧耕±2.5Y3/3暗オリープ褐色土、③ lc 客土

2.5Y3/3暗オリーブ褐色砂質土、④Ⅱ 地山 2.5Y5/3黄褐色粘土 (第 27図 )である。表土は現耕作土、

旧耕土からなり、客土としたものは水による影響を強く受けた堆積物として認識した。現地表面から地山

面までの深さは50cmか ら80cmで、表土除去後の地形は西側に向かって深くなっている。
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(2)遺構の概要 (図版 19)

古墳時代の円形周溝 2基 と中世建物跡 7棟、溝 5条、その

他時期不明の小穴、2条の自然流路を検出した。

SZ01(第 31図 )

調査区中央部から西側 X5～ 10、 Y5～ 10にかけて位置す

る。表土除去後の地山で黒色の落ち込む周溝プランを確認し

た。周溝の全長は南北で 10.50m、 東西で 10。20mを測る。溝

幅は 0。73m～ 0.83m、 確認面からの深さは 0,68m～ 0,72mを

測る。溝が調査区南端に達するところで、幅 ■50mの 陸橋と

なっていた。この先南側は調査区外であるため、全貌は確認
第 14図 神成遺跡 12地区の基本層序

できない。溝の埋土は黒色粘土からなる。遺物は東側溝内からまとまって出土した。溝底面直上では赤彩

を施した高杯が出上した。

SZ02(第 32図 )

調査区西側、X5～ 10、 Y4～ 5にかけて位置する。SZ01と 同様、表土除去後に黒色上の落ち込みを確

認した。溝の全長は南と西が調査区外に延びているため不明である。溝幅は最大で 2m、 遺構確認面から

の深さは 0.50m～ 0.20mを 測る。埋土は黒色を基調とした粘土からなる。遺物は数点の上器破片である。

S107～ S113(第 30図 )

全て表土除去後、黒色上の落ち込みによって確認した。S108以外は調査区外に延びている。遺構規模

等の数字は残存値になる。

S107、 S108は 調査区西側 X10～ 5、 Y4に かけて位置する。S107は 長軸 3.3mを 測る。S108は 長軸

4.Om、 短軸 3.8mを 測 り、隅九方形を呈する。両者ともSZ02を 削っている。埋土は暗オリーブ褐色の粘

土からなる。遺物は S107か ら古銭 1点が出上した。S109、 S110、 S111は調査区北側 X10Y4～ 10に か

けて位置する。残存部での規模の最大は S109が 3mで S110が 4.60m、 S111は 46mを測る。S109お よび

S110は壁の立ち上がりがゆるやかである。S111は東側が撹乱 。流木等によって削られていた。埋土はシ

ルト質粘上である。遺物は出土していない。S112、 S113は調査区西側 X10～ 15、 Y10～ 20にかけて位

置する。残存規模は S112が 5m、 S113が 4.8mである。S112は床から緩やかに壁となる。埋土は責灰色

粘土と暗灰色粘上の順に堆積している。遺物は暗灰色粘土の層から中世土師器と陶磁器が出土した。S113

は埋土中に多量の流木と木片が流れ込んでいた。このためSD03と の切り合い関係および壁が不明である。

埋土は上位から暗灰黄色粘土、黄灰色粘上、暗灰責色粘上の順に堆積している。遺物は出上していない。

SD01～ SD07(第 30図 )

全て表土除去後の黒色上の落ち込みによって確認した。

SD01は調査区の東西にかけて位置する。現存長 50m、 幅 ■50m～ 0.80mを 測る。深さは確認面から

0.30m～ 0,25mを 測る。SD03、 04、 05を切っている。埋土は暗灰責色粘土を基調とする。SD02は残存

長約 3.00m、 幅約 ■00m、 深さ0.10mである。SD03、 04、 05は X15～ 5、 Y20～ 15に位置する。いずれ

も約 20m南北に伸びている。SD03は幅 ■40m、 確認面からの深さが 0.30mである。埋土は暗オリーブ褐

色粘土からなる。SD04は SD05に切られている。幅約 0.5m、 深さ0.3m～ 0.5mである。SD05は幅最大

2m、 深さ0.3mを 測る。SD04、 05はいずれも埋土は暗オリーブ褐色粘土を基調とし、SD04は砂粒の縞

状堆積となっている。SD06、 SD07は調査区 X10、 Y10～ 20にかけて位置する。埋上の状態から自然流

路と捉えられた。調査区 X5～ 15、 Y10～ 20の範囲は増水等による氾濫を受けていたと思われる。その
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ほか詳細不明の小穴が調査区 X10Y10、 X5Y4、 X5Y10でみられた。遺物は各溝から小破片が数点出上し

ている。

(3)遺物の概要 (第 33図 図版 20 第 5表 )

SZ01(1～ 13)

1、 3、 4は奏である。11ま 口縁下位に段を有し、ヨヨナデが施される。3は 口縁が大きく外反し、端部

で直立し、断面が三角形となる。体部は内タト面ともにハケメ調整される。4はやや小型で、日縁端部が外

につまみだされる。内外面ハケメが施されている。2、 5は壷である。2は口縁部で、内外面に横ナデがな

され、内面に粘土紐の接合部を押さえた痕がみられる。5は口縁～頸部間に段を有する。内外面横ナデさ

れている。6は ltrでぁる。口縁部は横ナデ、体部は内外面ともにハケメが施されている。7、 8は高杯の杯

部でいずれも赤彩が施されている。7は内外面みがかれ、脚部付近で「く」の字状に屈曲する。8は内外

面ともにミガキがなされる。9～ 11は高杯の脚部である。9は裾が広く、外面はミガキがなされ、赤彩を

施している。10の軸部内は内面から杯部へ穿了しされている。11は外面縦ミガキ、内面ハケメが施される。

12、 13は器台である。12は外面横ナデののち赤彩を施している。13は外面縦ミガキ、内面ハケメが施さ

れている。以上これらはすべて、SZ01溝内東側でまとまって出土した。

S112(14、 15)

14は、中世土師器・小皿である。口縁部は横ナデされる。15は 白磁・碗である。内外面施釉され、外

面に浅い段を有する。

S107 (23)

宋銭「治平通宝」である。初鋳年は 1064年である。

P023 (16)

高杯の脚部である。外面横 ミガキ、内面ハケメ調整がなされる。タト面は赤彩を施している。

SD01(18、 19)

18は須恵器・碗である。内外面に回転ナデを施す。19は施釉陶器である。底部は回転ヘラ切 り、貼付

高台を有する。

SD03(20)

中世土師器・皿である。内タト面横ナデされる。体部は被熱されている。

SD05(21)

21は須恵器の無台杯で、回転ナデがなされる。底面は回転ヘラ削 りによって切 り離される。8世紀中頃

と思われる。

SD06(22)

中世土師器・皿である。非ロクロ成形で、日縁部に油煙が付着している。

SK05(17)

片口のすり鉢である。ロクロ成形で底部は静止糸切りにて離される。内面に焼け焦げがある。

(小柳リラコ)

第 9表 神成遺跡 13地区出土遺物計測表
体
号
個
番

構
号
遺
呑 種 類 器 種 唯

ぐｃｍ，
器高
(cm)
底径
(cm)

部
率
縁
存
口
残
底 部
残存率

特 事 項

223 SZ01 壷・口縁部 (16.0 15% 横ハケメ、内面ナデ、ハケメ

222 SZ01 壷・口縁部 (170) 10% 横ナデ、ハケメ、内面櫛目工具圧痕

SZ01 壷・口縁部 (18.8) 55% 回転ナデ、ハケメ、内面ナデ
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体
号
個
番

構
号
遺
番 種 類 器 種 唯

くｃｍ，
絲
くｃｍ，
離
くｃｍナ

部

率

縁

存
口
残

部
率存

底
残 特  記  事  項

SZ01 奏 Dか ? (168) 30% 横ナデ、ハケメ、内面削りあり

SZ01 壷 (有段 ?) (16.2) 30% ナデ

120 SZ01 貯 (9。9) 25% 横ナデ、ハケメ

220 SZ01 赤彩土器 高杯・杯部 (18.2) 20% ミガキ後表裏赤彩

SZ01 赤彩土器 高杯・杯部 (20.1) 20% 横ミガキ、日縁部内面ハケメ

SZ01 赤彩土器 高杯・脚部 (13.2) 5% ミガキ、内面横ナデ

SZ01 台付壷 ?脚
部

15% ミガキ、内面削り後ミガキ。穴部螺旋状の筋跡

218 SZ01 高杯・脚部 ミガキ、接合部ナデ

SZ01 器台・脚部 外面赤彩
つ
々 SZ01 器台 (11.2) 10% ?

S112 土師器 小皿 8,7 6.8 25% 25% ナデ、日縁部横ナデ

S112 白磁 碗 (14,4) 10% 施釉、外面に沈線状の浅い段あり

P023 赤彩土器 高杯・脚部 (10,7) 65% ,

134 SK05 土師質土
器

橋鉢 (286) 104 (11.3) 25% 70% 横
ナデ、底部ヘラ削り後ナデ、内面被熱 Pによる
焼焦げ部あり

SD01 須恵器 椀 (1■9) 10% 回転ナデ

136 SD01 施釉陶器 碗 (4.7) 65%
回転ナデ、施釉、底部回転ヘラ切り後回転ナデ、
貼付高台

138 SD03 土師器 皿 10% ナデ、日縁部横ナデ

140 SD05 須恵器 杯 (13.5) (8.7) 45% 35% 回転ナデ、底部ヘラ切り・板状圧痕

141 SD06 土師器 小皿 4.7 40% 50% ナデ、口縁部煤付着

S107 鉄製品 古銭 拓本
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めとまV

宗守遺跡 4地区

1.検出した 2棟の掘立柱建物跡は調査区外に延びるため、建物の規模など全体の様相は判然としない。

SB01・ SB02は主軸方向がほぼ平行して重複し、また短軸方向の関数が同じことなどから、建て替え

であると考えられる。ただし両者には切 り合いがなく、前後関係は不明である。

2.柱穴からの遺物の出土量は少なく、その中でも縄文土器などの流れ込みの遺物が相対的に多い。

SB03 P3か ら出土した上師器、包含層中の上師器・須恵器の年代から判断すると、掘立柱建物跡の

帰属時期は 8世紀後半に比定されると考えられる。

久戸遺跡 1地区

1.久戸遺跡 1地区は、北側で遺物包含層が遺存しており、柱穴などの遺構の遺存状態も良好であった。

検出したピットは 200以上であるが、掘立柱建物を構成する柱穴列は確認できなかった。また出土遺

物は、ほとんどが古代のものであった。

2.調査区東から西にのびる溝は 2地区でも検出しており、今年度調査で検出した総延長は 100mを超

すが、ほぼ直線的に廷び、断面形状も一定している。周辺の遺構との位置関係などからも、区画溝な

どの意図的な作 り方を考えさせる。

久戸遺跡 2地区

1.調査区の中央に位置する SB01は平面積が広 く、他の建物と比較して大型である。また、SB01を

囲うようにSD01・ 02が存在し、これらの溝を境として他の建物が存在する。さらに、SD01は SB01

を中心とした建物に付随する区画溝の可能性がある。SD01か らは須恵器・土師器皿・珠洲などが出

土したが、須恵器は流れ込みで、出土遺物の上限である土師器皿・珠洲の 12世紀後半から13世紀前

半がこの溝の帰属時期であると考えられる。SD01が建物群に付随する施設であるならば建物の帰属

時期は同時期であることがいえる。

2.本調査区にて検出した掘立柱建物跡のうち明確に建物となるものは 5棟 (SB01～ 05)で、すべて

総柱建物である。5棟の建物の主軸は真北に対し東へ 15～ 21° と近似した値を示す。また、柱間、

柱穴の大きさと深度、埋上が類似することなどから、これらの建物の時期差はほとんどないと考えら

れる。SB02と 05は重複しており時期差が存在するが、上記の類似点から、時間幅が少ない建て替え

であると考えられる。また、本調査区の西側で行われた調査でも総柱建物が 2棟検出されている(1996

財団法人富山県文化振興財団)。 本調査区の建物と比較すると、柱間、柱穴の大きさと深度、埋土な

ど類似点が多い。建物の主軸、帰属年代についても同様の値を示す。このことから、本調査区から若

千距離は離れているが、中世的村落である散居、もしくは、同時期の小集落同士であった可能性が考

えられる。

梅原胡摩堂遺跡 25地区

本調査区では、8世紀前半から9世紀、10世紀の古代遺構、12世紀末ごろから13世紀代の中世遺構

を確認した。中世主体の梅原胡摩堂遺跡において、古代期の遺構、集落跡を確認したのは 26地区とと
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もに今回が初例となる。周辺の古代の集落跡は、北狽上の在房遺跡において 7世紀 。9世紀、西側の梅原

落戸遺跡において 9世紀前半の竪穴建物等を確認しているが、8世紀代の建物跡を確認したのは南砺市

内でも初例となる。周辺の集落の変遷は、古代には山田川左岸から西に移動し、中世期にはさらに南側

に移動している。

梅原胡摩堂遺跡 26地区

1.発見した古代竪穴建物は調査区の北半に位置している。また S102、 03、 04、 08の 4棟は北西部、

S112、 20の 2棟は北東部にあり、それぞれの建物は重複することなく所在している。すべて建物の

南東隅にカマ ドをもつ①このうちカマ ドの袖を確認できたものは S102、 S104、 S108の 3棟で、煙道

を確認したのは S104の 1棟であった。S102、 S104、 S108の 3棟は燃焼部ないし周囲の小穴にカマ ド

構築材等がみられ、住居廃絶にともなう儀礼行為があったと思われる。貼床をほどこしているものは

S102、 S104、 S112の 3棟である。貼床の下位は落ち込みがある。出土遣物はまず長胴奏があげられる。

特に S104、 08出土の長胴甕は丸底でロクロ技法による成形 。調整を施すなどの特色から、いわゆる

北陸型と称されるもので 8世紀中頃から9世紀前半期のものと判断される。S112に は須恵器が比較

的多く、3点の無台杯はいずれも8世紀中頃のものと思われ、北西部の4棟に比べやや古い要素である。

北西部の儀礼的な痕跡をもつグループと北東部の 1棟 とはやや時間差があり、本地区における古代建

物の東から西への変遷ともとれる。

2.本地区の中世期においてはまず竪穴状土坑と掘立柱建物との関連があげられる。S101は家屋構造

の「土間」空間を想定できる。S109、 S114、 S115はその位置と主軸からSB02大型建物の付属施設で

ある可能性がある。S109は鉄津が検出され、鉄加工などの作業空間であったと考えられる。

次に建物と溝遺構の流路との関わりがあげられる。なお SD03に ついては調査区中央付近で切 り

替えられている。これを北流路と南流路とに分けて整理してみる。① SD03北流路とSB02、 S109、

S114、 S115 ② SD03南流呂吾とSB04、 SB05 ③大1毒 SD04と S101、  S106、 S107、 SB03 ④ SD02と

SB09(畑跡)以上 4つのグループとなる。SD02と SD03の 関係から少なくとも④の SB09は①の大

型建物よりも先行していたと思われるが、位置的な認識はあったことと考えられる。このほか中世の

包含層で検出した遺構としてSX03の礫集中遺構がある。覆土の状態などから埋葬施設を想定したが、

同様の遺構として平成 6年報告の梅原胡摩堂遺跡 A2地区2458号石組遺構 (1994財 団法人富山県文

化振興財団)な どがあり、比較検討など今後の課題である。

神成遺跡 11地区

1.神成遺跡 11地区は、全面的に遺物包含層が遺存しており、掘立柱建物や溝などの遺構を検出した。

掘立柱建物内の柱穴から漆器椀と建築部材が出土し、建物の廃絶時に伴う祭祀ではないかと思われ

る。ほかの柱穴出上の上師器・椀などから、建物の時期は 12世紀代と考えられる。

2.調査区の東側では、電柱の埋没穴や用水、暗渠などの後世の攪乱を多く受けているため、遺構の全

容や詳しい性格、時期は不明だが概ね中世に帰属すると考えられる。神成遺跡では昨年以前の調査や

今年度調査の 12、 13地区で弥生時代、古墳時代、古代の遺構を多く検出したが、この 11地区ではほ

とんど検出していない。榊成遺跡では東側から開拓が始まり、時期が下るにつれ、集落の中心を西へ

と移していったようである。
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神成遺跡 12地区

1.出土遺物の帰属時期は、包含層中から出上した遺物は弥生時代終末期と古代、遺構から出上した遺

物は弥生時代終末期に大別でき、帰属時期に偏りがある。

2.遺跡全体を概観すると、SX01・ 02、 SD02、 S101と いった主要遺構の帰属時期は概ね弥生時代終末

期に比定されるものと考える。その時期以降の遺物が流れ込みなどで混入していなかったことなどか

ら一括性が高い。SX01・ 02、 SD02は比較的等間隔において並列して存在し、遺構の帰属時期がほぼ

同時期であるため並存していたか、あるいは各遺構の配置を考慮し構築した可能性が↓旨摘できる。

神成遺跡 13地区

神成遺跡 13地区では、古墳時代と中世の 2時期の遺構を検出した。円形の周溝は、南側の陸橋部分

が調査区外となっているため、溝の形態が不明だが、陸橋幅と全長とのバランスから、南側はそれほど

廷びないのではないかと考えられ、いわゆる帆立貝式の古墳を想定する。主体部は削平され不明である

が、出土遺物から富山県における古墳出現期土器群の 5～ 6段階相当と思われる。
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SB03

SB03     B
Ш

I

B'

D                               D'

LF70 70m

SB03
Pl ① 10YR2/1黒色粘質土+地山しみ状20% 鉄分多量に含む
② 10YR3/1黒褐色粘質上十地山50% 鉄分含む
P2 ① loYR2/1黒色粘質上十地山Ю% 鉄分含む
P3 ① 19YR3/1黒褐色ンルト■地山10% 鉄分含む
P4 ① loYR3/1黒褐色シルト十地山30% 鉄分含む
P5 ① 10YR2/1黒色粘質土 鉄分多量に含む
② 10YR3/1黒 褐色粘質上十地山30% 鉄分多量に含む
P6 ① loYR2/1黒色シルト 鉄分多量に含む
② 10YR3/1黒褐色粘質上 鉄分多量に含む
P7 ① loYR2/1黒色シルト十地山10% 鉄分含む
② 10YR3/黒 褐色粘質±1+地山10% 鉄分含む
P8 ① loYR3/2黒褐色粘質土 鉄分含む

C   マ                     Ψ                           C'

第22図 久戸遺跡 2地区の遺構(2)(S=1:40)
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SB04

1> |>

B                                                                            B'

い 7100m

SB04
Pl ① 10YR2/1黒色シルト十地山70%
P2 ① loYR71黒 色ンルト十地山ブロック状5%
P3 ① loYR2/1黒色シルト十地山20%
② 10YR3/1黒 褐色シルト+地山ブロック状5%
P4 ① loYR2/1黒色シルトキ地山粒状3%
② ①+25Y4/1黄灰色シルト+地山20%
P5 ① loYR2/1黒色シルトキ地山30%
② ①+地山90%
⑥ 10YR3/3暗 褐色シルト+地山10%+25Y4/1黄灰色シルト
P6 ① 10YR2/1黒色シルト■地山ブロック状Ю%
② 25Y4/1黄灰色シルト+10YR3/3暗褐色シルト+地山ブロック状10%

③ ②十地山40%ブ ロック状

hl

P3
B'

B

0                         2m

第23図 久戸遺跡 2地区の遺構(3)(S=1:40)
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SB02日 SB05

1残

B

昂
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＞

Ｐ

ト

生
５０Ｂ

「
．　
０
０

こ12D'

Ш
I

0                         3m

SB02  」生_ Pl  G'              H    sK12・ P2     H,

L=7070m

一
〇

P4

◎            SB02

V   吼攀 ② rI

」                                                     J'

第24図 久戸遺跡 2地区の遺構141(S=1お0)
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ＢＯ

ＰＩ

Ｐ２

Ｓ

① 10YR3/2黒 褐色粘質上十地山10% 鉄分含む
① 10YR2/1黒 色粘質土 鉄分多量に含む(S K12埋土)
② 10YR3/1黒 褐色粘質上 鉄分多量に含む
③ 10YR2/2黒 褐色粘質上十地山30% 鉄分多量に合む
① 10YR2/1黒 色粘質上十地山10% 鉄分多量に含む
② 10YR3/1黒 褐色粘質土 鉄分含む
① 10YR2/1黒 色粘質上 鉄分多量に含む
① 10YR3/1黒褐色粘質上十地山10% 鉄分含む
① 10YR2/1黒 色粘質土 鉄分多量に含む 炭化物含む
① 10YR2/1黒 色粘質土■地山10% 鉄分多量に含む
① 10YR2/1黒 色粘質上 鉄分含む

Pl ① 7 5Y2/1黒色シルト十地山3% 鉄分含む
② 10YR3/1黒色粘質土+地山10% 鉄分含む
③ 10YR2/1黒色粘質土
P2 ① 25Y2/1黒色シルト十地山10% 鉄分含む
② 25Y3/2黒褐色粘質上十地山(青色粘土)20% 鉄分含む
P3 ① loYR3/1黒褐色粘質土 鉄分多量に含む
② 10YR2/1黒色粘質土 鉄分多量に含む
P4 ① loYR3/1黒褐色粘質上十地山40% 鉄分含む
P5 ① loYR2/1黒色粘質土+地山30% 鉄分含む
② 10YR2/1黒色粘質土+地山10% 鉄分含む
P6 ① loYR3/1黒褐色シルト+地山5% 鉄分含む
② 10YR3/1黒褐色粘質土 鉄分含む
P7 ① loYR2/1黒色粘質上 しまりあり■地山粒状5% 鉄分含む 炭水化物含む
② 19YR3/1黒 褐色粘質土■地山40% 鉄分多量に含む
③ 10YR2/1黒色粘質土 鉄分含む 炭水化物含む
④③+地山50% 炭水化物含む 鉄分含む
P8 ① loYR3/1黒褐色粘質土
P9 ① 10YR3/1黒 褐色シルト十地山10% 鉄分含む
② 10YR2/1黒 色粘質土 鉄分多量に含む
③ 10YR3/2黒 褐色粘質土 鉄分含む

P10 ① 10YR3/1黒 褐色粘質上十地山Ю% 鉄分多量に含む
Pll ① 10YR3/1黒褐色粘質土+地山10% 鉄分含む
P12 ① loYR2/1黒褐色粘質上十地山10%
② 10YR2/2黒 色シルトキ地山10% 鉄分含む

Ｐ

　

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

　

ＢＳ

SB06

い 7070m

SB06
Pl

P2

P3

P4

P5

戸
φ

A'

① 10YR2/1黒色粘質上十地山20% 鉄分多量に含む
② 10YR2/1黒 色シル ト■地山10% 鉄分含む
③ 10YR3/1黒 褐色粘質土■地山30% 鉄分含む
④ 10YR3/2黒 褐色粘質上 鉄分含む
① 19YR2/1黒 色粘質土 鉄分含む
② 10YR3/1黒 褐色粘質土 鉄分含む
③ 10YR3/1黒褐色粘質上 鉄分多量に含む
① 10YR2/1黒色粘質土

② ①■地山ブロック状40%
① 10YR2/1黒 色粘質土 鉄分含む
② 10YR3/1黒褐色粘質土 鉄分含む
③ 10YR3/1黒 褐色粘質土 鉄分多量に含む
① 10YR2/1黒 色粘質土 鉄分多量に含む
② 10YR3/1黒 褐色粘質上十地山20%
③ 10YR3/1黒 褐色粘質土+地山10%
④ 10YR3/2黒 褐色粘質上十地山10%

0                         3m

第25図 久戸遺跡 2地区の遺構(5)(S=1:60)
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SD01

SD02

⑤

⑤

ギ :3

SD01

SD01

① 25YR3/2黒 褐色粘質土 (近世・近代層)

② 10YR2/1黒 褐色粘質上 鉄分含む 一部砂少量含む
③ 10YR2/2黒 褐色粘質土 鉄分含む ②層の上が混じる 一部保湿性あり
④ 10YR2/2黒 褐色粘質土 鉄分含む 礫3%含む 一部保湿性あり
⑤ 10YR2/2黒 褐色粘質土 一部鉄分 保湿性あり 砂層あり
⑥ 10YR3/1黒 褐色粘質土 鉄分含む 一部保湿性 砂少量あり
⑦ 10YR3/2黒 褐色粘質土 鉄分含む 一部保湿性強い
③ 10YR3/2黒 褐色粘質上十地山 (4:6) 鉄分含む
◎ 10YR3/1黒 褐色粘質土 一部鉄分含む 一部保湿性強い
⑩ 10YR4/4黒褐色粘質上十地山70% 鉄分含む
① 10YR1 7/1黒 色粘質土 鉄分少量含む
⑫ 10YR2/2黒 褐色粘質土 鉄分少量含む
⑩ 10YR3/3暗 褐色粘質土 鉄分含む 保湿性あり
⑭ 10YR2/3黒 褐色粘質土 鉄分含む 保湿性強い
⑮ 10YR2/2黒 褐色砂質上

⑩ ②十砂質土層

O②十地山ブロック30%
⑬ 10YR2/1黒 色粘質土+地山20%砂質上 保湿性あり
⑩ 10YR2/1黒 色粘質上十地山50%砂質土 保湿性あり
⑩ 10YR2/1黒 色粘質土+10YR2/2黒褐色粘質土 鉄分含む
⑪ 10YR2/2黒 褐色粘質土 欽分多量に含む
② 10YR2/2黒 褐色粘質上十地山5% 鉄分多量に含む
0 10YR2/2黒褐色粘質土+地山40% 鉄分多量に含む

】ヒ豆耳 南東

B'

Ｓ
Ｏ

◎

ｏp
° SD01

S

P208

① 10YR2/2黒 褐色シルト十地山20% 鉄分含む
② 10YR4/3に ぶい黄褐色シルト 鉄分含む

L=7100m

。
。
　
◎
§

⑤

◎
◎

鞄箔
SD09

0

篭ぎ
0

◎

閉
評

閉

P208

SDll

(S=1:200・ S=1:40)

① 10YR3/1黒 掲色シルト十地山50%

② 10YR3/4暗 褐色シルト

平面図 11200
m

0        断面図
「

40         2m
第26図 久戸遺跡 2地区の遺構(6)
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S10¬・ SB01

L=7300m

L=7300m 東
SIO刊 カマド

P162
L=7300m

P162
① 25Y2/1黒 色上(やや粘質)
+鉄分+4/2暗灰黄色±5%
② 25Y2/1黒色土(やや粘質)
+鉄分+4/2暗灰黄色±10%
③ 25Y〃 1黒色土(やや粘質)十鉄分
④ 25Y2/1黒 色上(やや粘質)
+4/2暗灰黄色± 20%

P148

L=7300m

L=7300m

P148
① 25Y2/1黒 色土(やや粘質)十⑥20%+鉄分
② 25Y2/1黒色土(やや粘質)十⑥30%ブ ロック状
③ 25Y2/1黒色粘質上十⑥5%+焼土混
④ 25Y2/1黒 色粘質上十⑥20%
⑤ 25Y2/1黒 色粘質土+⑥10%
⑥ 25Y4/2暗灰黄色粘質土=地山

lrll g

S101

① 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+鉄分+4/2暗灰黄色±5%
② 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±10%
③ 25Y2/1黒色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±5%
④ 25Y5/2暗灰黄色土(やや粘質)十鉄分=地山
⑤ 25Y2/1黒 色粘質上十鉄分
⑥ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+④20%
⑦ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+④5%
⑥ 25Y5/2H音灰黄色粘上十鉄分+2/1黒色±10%=貼床

① 25Y2/1～ 3/1黒掲色粘質上十焼±20%
② 25Y2/1～ 3/1黒褐色粘質土+焼±10%

③ ⑩+2/1黒色上10%
④ 25Y3/3暗 オリーブ褐色土(やや粘質)+焼±5%
⑤ 25Y2/1～ 3/1黒褐色土(やや粘質)+焼±10%+⑩5%
⑥ 25Y3/3暗 オリーブ褐色土(やや粘質)+⑩ 5%
⑦ 25Y2/1黒色土(やや粘質)・⑩20%■鉄分
③ 25Y2/1～ 3/1黒掲色土+⑩5%十焼±5%
⑨ 25Y2/1～ 3/1黒褐色土+⑩20%
⑩ 25Y5/2暗 灰黄色粘上=地山
① 25Y4/2暗灰黄色粘上=地山
⑫ 25Y2/1黒 色粘質上十⑩20%+鉄分
※⑥、◎、②はSB01柱穴の埋土

0         平面図 1:60        3m

Ｙ
キ
ャ
ー
ー

Ｐ

D

Ai

南封ヒ西

ClC D

第28図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(1)(S=1:40。 S=1:60)

Pl刊 9
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S102カ マド

L=7300m南 】ビ    L=7300m西

S102カ マ ド

① 25Y3/1黒褐色上+5/2H音灰黄色±10%+2/1黒色±5%キ焼±5%
東 ② 25Y5/1黄灰色粘質上十鉄分十焼±5%~ 
③ 25Y2/1～ 3/1黒褐色粘質上+5/2暗灰黄色±10%+焼±10%十炭10%
④ 25Y5rr4黄褐色粘質上十炭5%十焼±20%
⑥ 25YVl黄灰色粘質土+鉄分=地山
⑥ 25Y2/1黒 色粘質土+焼±30%
⑦ 25Y2/1黒 色粘質上十焼±5%
⑥ 25Y2/1～ 3/1黒褐色粘質土+鉄分+5/2暗灰黄色上10%

正
|

S103カ マ ド
//
|

吐
|

Ｌ
　
　
言
「ｏ
ｏ

∞
』
＝
ａ
二

L=7300m
E

L=7300■ l C

第29図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(2)(S=1:40。 S=1:60)

S103カ マ ド

日

ｏ
ｏ

∞
』
＝
ロ

氏箸γ§翻羹ζ螂粘質)=地山
④十焼±30%

④ 25Y初音灰
重(ゃゃ粘勁

菩)靱離 切 %
⑤ 25Y2/1黒色

奉褐色土(やや粘軍

S103

① 25Y2/1黒褐色土■⑤5%十炭少量、∩′  ⑥ 25YV3暗オリーラ8ち:粉義包圭i軍黒監建彗鱈0% るI帝柄絨炉与能と主やさ帯亀ぶ
③ 25Y2/1黒褐色土(やや粘質)十⑤20%
④ ⑥+⑤10%+焼 土少量
⑤ 25Y守2暗灰黄色土(やや粘質)=地山
⑥ 25Y3/3暗オリーブ掲色粘質上+2/1黒色±10%
⑦ 25Y3/3暗 オリーブ褐色粘質土+焼±20%
⑥ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)

3鶴孵色tlRDゃ観   カマド  2m
毬昌盆
層

-71-
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S106

S106遺物出土状況

第30図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構13)(S=140、 1:60)

S106
① ⑥+3/3暗オリーブ掲色上30%+焼±20%
② ⑥+3/3暗オリーブ掲色±30%十焼上5%
③ 25Y2/1黒 色粘質上+5/2暗灰黄色±10%

④ 25Y2/1黒 色粘質上+5/2暗灰黄色±5%
⑤ 25Y2/1黒 色粘質土+5/2暗灰黄色±20%
⑥ 25Y2/1～ 3/1黒褐色土(やや粘質)
⑦ ⑥+52暗灰黄色±5%
③ ⑥十焼±5%十V3暗オリーブ褐色±20%
⑨ ③十炭
⑩ ⑥+3/3暗オリーブ褐色±20%

0                                           314

Ч

0                       2m

Ч

ml

0

●    ■ ▼

協・∴・
▽ ▽
▼  ▽
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L=7300m C

S105
① ⑤+4/3オ リーブ褐色±20%
② ⑤Ⅲ3/3暗オリーブ褐色±10%
③ 25Y4/2暗灰黄色土=地山
④ 25Y3/1黒褐色土+4/3オ リーブ褐色±10%
⑤ 25Y2/1黒色土
⑥ ⑤+③5%

第31図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(41(S=1:40。 S=1:60)

S107
① N2/0黒色土=カ クラン層
② 基本土層の②=包合層
③ ③十⑦5%+炭少量混じる=上面が検出面
④ ③十⑦5%
⑤ ⑥十⑦10%

⑥ 25Y4/1黄灰色粘質土
⑦ 25Y4/2暗灰黄色土=地山
③ 25Y2/1黒 色土lADゃ粘質)
⑨ ③+⑦20%

S105カ マド

L=7300m  南                   】ヒ

L=73 00m  z耳 東

S105カ マ ド
① 2/5Y4/2暗灰黄色土(やや粘質)+焼±10%十炭少量
② 25Y3/3暗オリーブ褐色土(やや粘質)+炭
③ 25Ⅵ/2暗灰黄色土(やや粘質)+炭

カマ ド

0                        3m
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S110

S110カ マド

L=73100コ ょ  A

一四
　
　
　
。
環
〇
〇

∞
』
＝
由

C

L=路 00m C

S110

0                      3m
|

① 25Y2/1黒色土lAaゃ粘質)■⑤5%
② 25Y2/1黒 色土(やや粘質)十⑤5%
③ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+⑤10%
④ 25Y2/1黒色粘質土+⑤5%
⑤ 25Y4/2暗灰黄色粘質土=地山

8夕鶏芽訴記妻魅埜秩雫詠番動♀餓 Ⅲヽ+焼土―袖部
8ち朗雷暦至場彦誓′撃暫⊇昂劣魏土
冦雰翼〕覆色圭襲発I挽
ぬ

|

S110カ マ ド
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リーブ褐色土lA・や粘質)

⑥ 25Y3/2～ 3/3黒褐色粘質土=漸移層
ga:電危対!埒堤亀ど雪寇静質)+③10%
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SK02

L=7300m

SK02
① 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)+④10%
② 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)+④20%
③ 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)十④5%
④ 25Y4/2暗灰黄色土=地山
⑤ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)十④10%
⑥ 25Y2/1黒色土+⑦20%十④10%
⑦ 2.5YV3暗オリーブ褐色土(やや粘質)=漸移層
③ ④+2/1黒色±10%

第33図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(6)(S=1:60)
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L=7300m_壁

SK04
① 25Y2/1黒色上(やや粘質)十鉄分
② ①串⑤5%
③ ①+⑤10%
④ 25Y3/3暗オリーブ褐色土(やや粘質)・2/1黒色±10%
⑤ 25Y4/2暗灰黄色土=地山

SK05
① ⑤十④5%
② ⑥牛④10%
③ ⑤+④10%十炭
④ 25Y4/2暗灰黄色土=地山
⑥ 25Y2/1黒色土(やや粘質)
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L=7300m A

SK07～ SK10
① 25Y2/1～ 3/1黒褐色上十③5%+鉄分と少量のレキ混じる
② ⑩十③5%+鉄分
⑥ 25Y4/2暗灰黄色土(やや粘質)=地山
④ ⑩+⑥5%
⑤ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)
⑥ ⑤十⑥10%ブロック状+鉄分
⑦ 25Y2/1～ 3/1黒褐色土(やや粘質)十③5%
③ ⑩+③20%
⑨ ⑤+3/3暗オリーブ褐色±5%
⑩ 25Y2/1黒色土
① ⑤十⑮10%ブロック状
② ⑤+⑮5%
⑬ 25Y3/1～ 3/2黒褐色土(やや粘質)
⑭ 25Y2/1～ Vl黒褐色土lROや粘質)十⑮5%十鉄分
⑮ 25Y4/3オ リーブ褐色粘質土=地山       L=7300m
⑩ ⑬+鉄分
① ⑤+⑥20%ブ ロック状
① ⑤+3/3暗オリーブ褐色±5%+⑥5%

L=7300m B

C

L=7300m

第34図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(7)(S=1:60)
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一ｍ

SK06

L=7300m

SK06
① 25Y2/1黒色粘質上+5/2暗灰黄色±5%
② 25Y5/2～ 5/1暗灰黄色粘質土=地山
③ ①十鉄分

る

L=7300m C

L=7300m

L=7300m

第35図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構181(S=1:60)

SK12
① 25Y2/1黒色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±10%
② 25Y2/1黒 色土lADや粘質)+4/2暗灰黄色±20%+焼上、
③ 2.5Y2/1黒色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±5%
④ 2.5Y2/1～ 3/1黒褐色粘質土
⑥ 25Y3/3暗 オリーブ褐色粘質土=漸移層
⑥ 25Y2/1～ 3/1黒褐色粘質土十守2暗灰黄色±5%
⑦ 25Y2/1黒色土(やや粘質>4/2暗灰黄色上20%

SK13
① 25Y2/1黒 色土キ⑥5%
② 25Y2/1黒色土キ③10%
③ 25Y4/2暗灰黄色土=地山
④ 25Y3/3暗オリーブ褐色土
⑤ 25Y2/1黒色土+③20%
SK14
① 25Y2/1黒 色上十③20%+焼土少量
② ③十焼土大量に混じる
③ 25Y4/2暗灰黄色土=地山

0                      3m

炭

磁
|

E
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SK19

L=7300m

第36図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(9)(S=1:60)

Al

① 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)
② 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±5%
③ ②十炭混じる
④ 25Y3/1黒褐色土(やや粘質),4/2暗灰黄色±10%
⑤ ④+炭混じる
⑥ 25Y3/1黒褐色上(やや粘質)+4/2日音灰黄色±10%ブ ロック状
⑦ 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±30%
③ ⑨Ⅲ412暗灰黄色±30%
⑨ 25Y2/1黒 色土lA・や粘質)
⑩ ⑨+4/2暗灰黄色±5%
① ⑨+4/2暗灰黄色±10%
② 25Y2/1黒 色粘質上+4/2暗灰黄色±20%
⑬ 25Y4/1黄灰色土ば色気味)=カクラン

⑭ ⑨+4/2暗灰黄色±10%

A
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し=7300m SK17 SK16

SK15
① ①+⑤10%
② ⑬十⑤5%+炭
③ ①+⑤5%
④ ①+炭

⑤ 25Y4/2暗灰黄色粘質上=地山
⑥ ⑮十⑤5%+焼土少量
⑦ ①+⑤5%+鉄分
⑥ ⑮+⑤10%十焼上
⑨ ⑥+⑤5%
⑩ ⑮+⑤10%
① 25Y2/1黒色粘質土■⑤10%十炭
② ⑮+3/3暗オリーブ褐色上10%
⑬ 25Y2/1黒色土(やや粘質)
⑭ 25Y2/1黒色粘質上十⑤5%
⑮ 25Y2/1黒色土
④ ⑮+⑤10%
① 25Y3/1～ 2/1黒掲色上十鉄分
⑩ ⑦十⑤10%
⑩ @+⑤5%
⑩ 25Y2/1黒色粘質上十⑤10%
④ ⑤十⑥10%
② 25Y2/1～ 3/1黒褐色上+3/3暗オリーブ褐色±20%

SD01

し=7300■ n】ヒフ蜀

SD03

SD01
① 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)(やや茶色)
② 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)+25■堕/3オリーブ褐色上5%
③ 25Y3/2黒褐色土(やや粘質)+25Y守 3オリーブ掲色±5%
④ 25Y3/1黒褐色土(やや粘質)+25Y4/3オ リーブ褐色±5%+炭、
⑤ 25Y2/1黒色粘質土+25Y4/3オ リーブ褐色±10%+炭
⑥ 25Y3/1黒褐色粘質土+25Y4/3オ リーブ褐色±30%
⑦ ⑥+25Y3/1黒褐色±20%
⑥ 25Y4/3オ リーブ褐色土(やや粘質)=地山

小石少量

SD06 SD06(× 10)

L=7300m L=7300m

L=7300m SX36

第37図 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構(10)(S=1160)

① 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+412暗灰黄色±10%ブロック状
② 25Y2/1黒色土(やや粘質)+3/3暗オリーブ褐色±20%
③ 25Y3/3暗 オリーブ褐色土(やや粘質)=漸移層

束  L=7300m 南 SK15

SK16

SK17
L=7300m 南

SD07
L=7300m

SD07
① 25Y3/1黒褐色上十④5%
② 25Y3/1黒褐色土+④10%
③ 25Y3/1黒褐色上十④20%
④ 25Y5/2暗灰黄色土=地山

SD06
① ②十⑥5%
② 25Y2/1黒 色土
③ ②十⑥30%
④ ②+⑥10%(2/1ブロック状)
⑤ ②+⑥30%
⑥ 25Y守2暗灰黄色土=地山

SD06(X10)
① 25Y2/1黒色土(やや粘質)+4/2日音灰黄色±5%
② 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+4/2暗灰黄色±5%
⑥ 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+/1112暗灰黄色±10%

SX33～ 37
① 25Y2/1黒色土(やや粘質)+鉄分■③5%
② 25Y2/1黒 色土(やや粘質)+鉄分+③10%
③ 25Y守2暗灰黄色土

西 SK15

L=7300m 南

南束  L=7300m

SD03
束西ゴヒ南

東西

SX35   SX33東
SX34    ~

西   SX37
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1呪

①:10YR2/1  黒色上 粘性中・しまり弱
Ⅱ用起源の上に地山粒混じる

② :10YR1 7/1 黒色_と 粘性中・しまり弱 腐植質

SD01
A A'

い 741m

B'

2う V3メ I 黒4b色粘 i ‖,HⅢ とより強 鉄分多 くTTむ
95V3/2 黒侶色 |: 粘性 。しまり中 暗掲色 tイ立含む
25V4/3 ‖ヤ灰】i色粘質 に 粘|た中・ し主り・Jn 地山ブビック混じり
10YR4/1 出灰色lri 柿性 。しより中 鉄分含む 崩 /rr上

B

① :10VR4/2 灰員個生■ 〃1作 に
の i10'R3/1 無褐色 li 当≒‖ しtり 中 ,1壊 木眉I予 Ⅱ刷起源 小礫l.Lじ り
(3:10VR3/2 1ヽ lb色 上 川i性  しまり「千 地 1粒了合む
C i 10ttR4/3 にボい披掲色「 粘|に μ・しまり弱 11色 :位■地山位
① ,25Y3/T I(褐色 |: 粘性中・しよりIJF」 地 Iラ ルトlll状
C,96V3/2 無出色た 粘性。しまり  1也  ブ∫!ッ ク混じり
● 123ゞ 3'3 貯オリープ色 : 】,i仕強 しヽてり中 地山ブロック混じり
① :26V3/2 黒褐色土 粘性・しまり中 無色 |:卜 ,わずか1こ人る
②～⑤=SD04、 ⑥～①=S006

SD05
し宝り中O:10YR」 /1 1二 色「  粘性

,

:・ しまり中⑫ :10YR4/1 1gj灰色上 粘lJ:  
し主り強 地山プロック促じり

lm
O(10VR4/1 鶴灰色 に 粘‖

              0
ヒ

SK31   SD03
(「|:10YR4/1 侶″て色土 粘性。しまり中
② :10V訳 1/2 灰機侶色卜 粘性。し表り中
① :10VR3/1 祟lLI tt1/N質 上 甲河・■・しまり中
● :10Y硝ン2 黒褐色に 粘H:。 し主り中

第41図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構 (3)(S=1:30、 1:40、 1:100)
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L=743kグ

①:7 5VR 3/1 黒褐色土 竪穴1層起源

印4      
冊 洗 長蟹維土
①1 10 YR 4/1 褐灰色土
①:7 5YR 4/1 褐灰色土

①,7 5YR 4/2 灰褐色土 粘性中、しまり中
②:7 5YR 2/1 黒色土  粘性中、しまり中
③:7 5YR 4/1 掲灰色土 粘性中、 しまり中

黒色土粒混じり
④:7 5YR3/1 黒褐色土

粘性弓弓、しまり中

粘性弱、しまり弱、10YR5/4粘上を斑嶼 こ含む 貼床

粘性弱、しま切尋、10YR5/4粘土を斑渕こ含む

粘性弱、しまり中、
5YR 6/6焼土粒混 じリカマ 胴 辺の土層 )

S102カマド

Q/L/

第42図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(4)(SEl:40、 1:60)

P12

10YR3/1 黒褐色土 粘性中、しまり弱
竪穴4層起源

カマド

①:5YR3/2 暗赤褐色土
②:5YR5/6 明赤褐色土
③:5YR4/4 にぶい赤掲色上 然焼部 灰混じり
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い744昂
①

①:10YR 4/2灰 黄褐色砂質土
粘性弱 しまり弱 10YR3/1黒 褐色土含む

4m

①:5YR 4/3に ぶい赤褐色土 灰層
②:5VR 4/6赤 褐色土 地山燃焼部
③,10YR3/1黒 褐色土

0

A'

①:10VR 3/1黒 褐色シルト 粘性中しまり中

C
い744m

C'

SK38

く

SK25

①:10yR 3/2黒 褐色土

②:10YR 2/1黒 色土

③:10YR 3/1黒 褐色土
④:10YR 2/1黒 色土
⑤:10YR 5/2灰 黄褐色土

粘性中、しまり中、地山ブロック入る

粘性中、しまり中、遺跡のこ層起源

粘性中、しまり中、地山粒斑状に入る

粘性中、しまり弱、地山粒混じり

粘性中、しまり弱 地山起源に黒色土粒入る

Ａ

一

Ｘ２ギ

第43図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(5)(S=1:40、 1:60)
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第44図 梅原胡摩堂違跡郊賊区の遺構(0)件130,1160)
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① :10YR 4/1掲 灰色土 粘性。しまり中、地山粒含む 土師甕出土
② :10YR 4/2灰 黄褐色土 粘性弱、しまり中 地山粒密に入る
②'「 10YR 4/1褐 灰色シルト 粘性弱、しまり中
③ :10YR 4/1褐 灰色土 粘性。しまり中 地山混じり 土器出土
④ :10YR 5/2灰 黄褐色土 粘性。しまり弱 崩落土
⑤ :10VR 5/2粘 性。しまり中 焼土塊 (7 5VR5/6)含 む

カマド周辺の灰層
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5VR 4/6赤褐色土 粘性中、 しまり弱
焼粘土ブロック集中 炭淀 じり
土器出上

5VR 3/2暗赤褐色上 粘性弱、しまり中
地 J「被熱

01

D.

隣744m

②   ①

Ｄ
一

梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(7)(S=1:30、 1:60)第45図
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① 15YR 4/2灰 褐色焼土 炭粒まじり

C'

2m

X21

__|ど笙?3

S111

⑥ :2W ν3黄掲色土 縦 ?しまり中 心

① :25Y3/2黒褐色土 粘性。しまり強、鉄分含む
焼土粒、炭化物あり、基本Ⅱ層起源

② :25Y4/2黒 色土 粘性強、しまり中、上器出土
③ :25Y3/2黒 褐色上 貼床
④ :10YR 4/2粘 性・しまり弱 地山起源 崩落土

① :25Y4/2暗 灰黄色土 粘性強、しまり中、小礫を多く含む
② 125Y3/1黒 褐色土 粘性弱、しまり中、シルト質、地山粘土+黒色粘土
◎ :25Y2/1黒 色土 粘性強、しまり中、炭化物rFLじ り、貼床
④ :25Y3/1黒 褐色土 粘性。しまり弱 崩落土
①'125Y4/2暗灰黄色土 粘性・しまり弱 崩藩土
⑤ 125Y4/1黄 灰色土 粘性。しまり中 貼床

4m

1

Ｂ
一

・④

σ

⑦ :25Y4/3オ リーブ褐色土 粘性。しまり弱 褐色粘土含む
① :25Y5/3黄 掲色粘土 粘性強、しまり中
◎ :25V4/1黄 灰色上 粘性。しまり中 C起源の粘土を含む
⑩ :10YR 4/4褐 色土 粘性。しまり弱 炭化物・焼土塊が均質に混じる

(S=1:30、  1:60)
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第46図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(8)
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1 10YR 4/1褐 灰色砂質土 粘性・しまり弱
:25Y4/2 暗灰黄色シルト 粘性・しまり弱 地山ブロック含む
:2.5Y3/2 黒褐色粘質土 粘性中。しまり舅 ―鉄分多量に含管
;2W2/1 黒色粘土 粘性。しまり中 鉄分筋状に入り込む
:25Y4/3 オ リーブ掲色土 粘騨 。しまり弱 地山ブロツタ含む

①

②

◎

④

⑤

SKOS

① :loVR 3/1黒 褐色シルト 粘性。しまり弱
② :lllYl1 4/2灰 表打色土 粘性 iしまり中 地山プロッケ斑状に入る
◎ :10YR 3/1黒 褐色シルト 粘性・しま,弱― 地山粒混しり
④ :10VR 3/3暗 編色土 粘性 .しまり弱
⑤ :10VR 3/2黒 鶴色ンルト 粕性弱。しまり中 地山プロック混じり

第47図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(9)6=1お 0)
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10YR 3/1

10YR 5/1

掲灰色粘質上 粘性・ しまり強 礫混 じり
黒褐色シル ト 粘性弱 。しまり中、炭化物、焼上粒含む
陽灰色粘上 粘性強・ しまり中、鉄分の影響受ける
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一

ぼ
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C
い,44ぬ

① :10YR 3/1黒 褐色上 粘性。しまり中 鉄分多い
② :10YR 3/2黒 掲色粘質上 粘性強・しまり中

炭化物含む
③ :10YR 3/2黒 褐色土 粘性。しまり中 シルト質

第48図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(10)(S=1:60)
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② :10YR 3/2黒 褐色土 粘性中。しまり弱 地山粒子みられる

第49図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(11)lS=loO)
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SH3

X27

ギ
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S113

① :25Y4/1黄 灰色粘質と
② :25V3/1黒 掲色粘上
③ :25Y3/2黒 掲色粘質土

Sl1 6

|>             |`

B                                         B'

自然礫

グライ化

＜ヽ

Ｘ‐ギ

Ｂ
一

A
い,45m

ｓＩ
　

①

②

③

①

IOYR 3/1黒 掲色土 粘性 。しまり中 炭粒、鉄分含む
10YR 3/2黒 掲色土 粘性中 。しまり弱 灰黄褐色 (10YR5/2)シ ル トブロック
10YR 3/2黒 褐色上 粘性 。しまり中 2の シル トブロック多量
10YR 4/1褐 灰色土 粘性 。しまり弱 シル トブロック

S117(SK26)

① :10YR 4/1掲 灰色土 絡性・しまり中 Ⅱ層起源
② :10YR 6/4に ぶい黄橙色土 地山に黒色土混じり

貼床
③ 〔10YR 2/1黒 色土 粘性強・しまり弱 SK26

第51図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(13)(S=160)
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① :10YR3/3 暗褐色土 粘性・しまり中
② :10YR4/3 1こぶい黄褐色土 粘性中。しまり弱
◎ :10YR3/1 果褐色土 粘性・しまり中
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A        A'
い 744m

瑚
P519    P520

① :10YR4/2 灰黄褐色土 粘性・しまり中
② :10VR3/2 黒褐色土  粘性 しまり弱

柱根
③ :10YR4/3 1こぶい黄褐色上 粘性・しまり弱

♀     均m0    1

第52図 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(14)(S=1:60、 1:100)
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P18P3  ③門   ⑬田3   ⑥ ◎

L=73170m

SB01
P9 ① lllYR2/1黒色シルト十地山5% 1～ 2cm大の礫滉じる
P8① loYR2/1黒色シルト 粗砂、篠混じる
P10① 10YRl,7/1黒色シルト十地山砂質±5%
P18① 10YR17/1黒色シルト+地山砂質±6%
P58 ① lllYR2/1黒色シル ト十地山秒質±25%
P23.① 10YRl.71繋色シルト+地山砂質と20%
② lllYRl▼/1黒色シルト

_④ 上

鵠
L=7&60m ―一十         ~~~

P55 ① lCIYR2/2黒褐色シルト
組砂、3～ lom大の1礫多く
混じる
② 2.SY2れ黒色シルト+
地山砂質±20%―

(SB01は S=1:80、  P551ま 1140)第55図 神成遺跡11地区の遺構(1}
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SX01
① lllYR2/環色シルト+地山300/●
② 10YR2/1黒色シルト
③ 10Wl」 黒色シルト十地山20%
④ 地山+lllVR21i黒色シルト15%
③ lllYR1 771黒 色シルト

SX02
① lllYR2/1黒色シルト十地山40%

SD01
①10YR"2黒褐色シルト
②21mッ1黒色シルト
③ lllYR2/1黒 色シルト 粗砂、1～ 3cm大の礫混じる
④ 10YR3/2黒褐色シルト 粗砂、1～ 3cm大の篠混じる
⑤ 5Y3/1黒褐色シルト 粗砂、礫混じる+10Y4/1灰色15%

SD02
①地山+10YR2/2黒褐色シルト
② lllYRl―.7/1黒色シルト
③ 10YR2/2黒褐色シ″卜+地山砂質±20%
④ 10YR2/1黒色シルト十地山砂質■10°/o
⑤ lllYR1 7/1黒色細砂1～ 3cm大の礫多く混じる

蓮え|

晴

B[

SD01 SD02

薄

~

第56図 神成遺跡11地区の遺構121(S_1:6ω
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SK05 ① 10YR2/1黒 色シルト
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第57図 神成遺跡11地区の遺構(3)(S=1:80)

-100-



第58図 神成遺跡12地区平面図
(S=1:200)
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S101

A'

S101

D'D E'E

①

S101
① 10YR1 7/1黒色粘質上十②をブロック状に5% 鉄分含む
② 25Y3/3暗褐色粘質土 鉄分含む 細砂混じる

遺属
L=7300m

③ ①+地山50%
④ ②十地山30%
⑤ 25Y4/3オ リーブ褐色粘質土 炭化物をしみ状に10% 鉄分含む
⑥ 25Y3/1黒褐色粘質土 炭化物をしみ状に10% 鉄分含む
⑦ 25Y3/1黒褐色粘質土 鉄分含む
① 25Y2/1黒 色粘質土 鉄分含む
① 10YR5/4に ぶい黄褐色粘質土+25Y3/1黒色粘質上 鉄分含む
① 25Y3/1黒褐色粘質土 炭化物少量・鉄分・遺物含む
② 10YR5/3に ぶい黄褐色粘質土 鉄分含む
③ 10YR5/3に ぶい黄褐色粘質上十①をしみ状に10% 鉄分・遺物含む

SK01

第59図 神成遺跡12地区の遺構佃)(S=1:40)
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SX02遺物出土状況

モ     サ ェ1

)                         
〈
(123

Xlく
::lii:::::itt``:::2

SX01

③  遺物 L=72.80m

SX01

① 10YR2/1黒色粘質土 鉄分含む しまり強い
② 5Y2/1黒色粘質土 鉄分微量に含む
③ 25Y2/1黒 色粘質土 ほぼ単一層
④ ③+地山50%

神成遺跡12地区の遺構(2)(S=1:30、 S=1:60、 S=1:80)

西

SX02

① 25Y3/1黒 褐色粘質土 鉄分多量に含む 粘性強い
①'25Y3/2黒 褐色粘質上 砂混じる 鉄分多量に含む
② 25Y2/1黒 色粘質土 砂混じる 鉄分少量含む
②'②+25Y3/2黒 掲色粘質土
③ 25Y2/1黒 色粘質土+地山50% 鉄分多量に含む
④ 5Y2/1黒色粘質土 ほぼ単一層 わずかに鉄分含む
④
〉
④+75Y3/2オ リーブ黒色粘質土

0       遺物出上状況図 1:30     15m

0         断面図 1:60        3m

O         断面図 1:80        4m第60図
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D'D

E'①E

G'G

④ L=72.80m

SD02

① 10YR1 7/1黒色粘質上 鉄分含む
①'① +10YR4/6褐色粘質土ブロック状に10%
② ①+地山しみ状に30% 鉄分含む
③ 25Y3/1黒 褐色粘質土+地山しみ状に40% 鉄分含む
④ 25Y4/2暗 灰黄色粘質土 鉄分多量に含む

SD03

① 10YR1 7/1黒色粘質上十地山5% 鉄分多量に含む

SD05

① 10YR2/3黒 褐色粘質土 粗砂多量に混じる 鉄分含む
② 25Y2/1黒 色粘質土 粗砂混じる
③ 25Y3/3H音オリーブ褐色砂質土 鉄分含む
④ ⑥十地山70%

第61図 神成遺跡12地区の遺構13)(S=140、 S=1:80)
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試掘トレンチ

⑮
⑤

G◎⑬ 澱

B                                  B'
L=738m

① 25Y4/2暗 灰黄色上 粘性中。しまり強 鉄分含む

② :25Y5/3黄 褐色粘上 粘性強・しまり中 地山ブロック

③ :25Y3/1黒 掲色土 粘性強・しまり弱 炭粒混じり遺物出上

① 125Y2/1黒 色シルト粘性・しまり中 進物出土

⑤ :5BC 5/1背 灰色シルト

⑥ :25V3/2黒 褐色粘上 粘性強。しまり中

⑦ :25Y3/1黒 褐色シルト粘性中。しまり弱 円礫含む

第63図 神成遺跡13地区の遺構(1)(S=1:40、 1180)
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①:25Y4/3オ リーブ褐色粘土

粘性Sa。 しまり中

②125Y3/3暗 オリーブ褐色粘土

粘性強・しまり中

③:25Y2/1黒 色粘土

粘性強 。しまり中、

① :58C6/1背灰色粘土

粘性強・ しまり中

鉄分含む

3起源土粒混 じり
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図版12 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構 (3)
① S107(南から)  ②・⑤ S07土層 (南から)
⑥ S106(南から)  ⑦・③ S06土層 (北から)
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図版13 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構 (4)
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図版14 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構 (5)
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図版15 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺構 (6)
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図版17 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構 (2)
① S102土層断面 (南から)② S102カ マド (北東から)
⑥ S04土層断面 (西から)⑥ S04遺 物出土状況 (東から)
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図版18 梅原胡摩堂遺跡 26地区の遺構 (3)
① S103カ マド   ② S103穴
⑤ S108カ マド   ⑥ S108土器出土状況

暇
顧
畿

・襲
一・・・一．一一・一・．一一・．一一

・鸞
■
■
一
・

一

③ S108土層断面

⑦ S12
④ S108遺物

③ S112カ マド



卜
 鰺 .:麓FI

②①

.・  ′
―
 Ft
,| ,1■||li■奪軍部黛■■!―

・ ・iar

―、 ■●″子
・ i誓 準 鞠

4・警 ■
=■
― |

蛛
　

　

一

０
一

ⅢⅢ‰

図版19 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構 (4)
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図版20 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構(5)
O S19(西 から) ② S106・ 07・ H9完 掘 (西から)
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図版21 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構 (6)
① S114。 〕5遺物出土状況 (南西から)②  S114・ H5土層断面 (西から)
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図版22 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺構 (7)
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O SX08(南から)  O P332
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図版23 神成遺跡11地区の遺構 (1)
①遠景 (南から)  ②調査区全景 (真上)
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図版24 神成遺跡11地区の遺構(2)
① SB01(北から)  ② SB01(真上)
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図版25 神成遺跡11地区の遺構 (3)
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図版26 神成遺跡¬地区の遺構(4)
① SD01土層   ② SDO司 完掘 (北から)
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図版27 神成遺跡 12地区の遺構 (司 )
①遠景 (東から) ②調査区全景 (真上から)
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図版28 神成遺跡12地区の遺構 (2)
① SIOH(南西から)② S101遺物出土状況 (南から) ③ SIOH完掘状況 (北西から)
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図版29 神成追跡 12地区の遺構 (3)
① SD02(真上から)② SD02周 溝状遺構 (北から)③  SD02(西から)
⑥ SD05(南から) ⑦ SD05(南から)③ 基本層序東壁 (X5～ 6Y24)
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図版30 神成遺跡刊2地区の遺構(4)
l_lSXO」 (T窮西から)  12 SX01(南から)
⑤ SX02(西 から)    に)SX02(南 んヽら)
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図版31 神成遺跡13地区の遺構(1)
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図版32 神成遺跡13地区の遺構(2)
①遺物出土状況 (北から)② SZ01土層断面 (東から) ③ SZ01遺物出土状況 (東から)

⑥空撮④ SZ01空撮 ⑤ SZ02窒ヨ」最



12

図版33 宗守遺跡4地区の遺物佃)(S=1:2)



図版34 宗守遺跡 4地区の遺物(2)(S=1:2)
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図版36 久戸遺跡 2地区の遺物佃)(S=1:2)



図版37 久戸遺跡 2地区の遺物(2)(S=1:2、 22のみ1:3)



図版38 久戸遺跡 2地区の遺物13)(S=1:2)



図版39 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(1)(S三 112)
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図版40 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(2)(S=1:2)



図版41 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(3)(S=1:2)



図版42 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物141(S=1:2)
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図版43 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(5)(S=1:2)



図版44 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(6)(S=1:2)
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図版45 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(7)(S=1:2)



図版46 梅原胡摩堂遺跡25地区の遺物(81(S=1:2)



図版47 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(1)(S=1:2)



図版48 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(2)(S=1:2)
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図版49 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(3)(Sil:2)
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図版50 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物141(S=1:2)
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図版51 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(5)(S=1:2)



図版52 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(6)(S=1,2)
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図版53 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(7)(S=1:2)
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図版54 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物181(S=1:2)
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図版55 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物(9)(S=1:2)



SX03

図版56 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物lω (S=1:2)
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図版57 梅原胡摩堂遺跡26地区の遺物llll(S=1:2)
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図版59 神成遺跡12地区の遺物佃)(S=112)



図版60 神成遺跡¶2地区の遺物(2)(S=1:2)



図版61 神成遺跡12地区の遺物13)(S=12)



図版62 神成遺跡12地区の遺物141(S=1,2)
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図版63 神成遺跡13地区の遺物 (S=1:2)
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